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本報吿には,品種］改良試驗に關する事項を一括して,登載する事にし 

た。この中には,旣に發表したのも含まれたが,關啲してゐる那であーり 

此際,一纏めにして置いた方が,將來公考とするのに便宜と思ひ・且つ 

種々なる事情から,此際從來の,试驗成績に一線を割して彊 < 必要が生じ 

たからである。

昭和二十一年十二月

帝室林野局北海道林業試驗題長

林學博士 原 田 泰



トドマツ毬果に依ろ分期



トドマツ品種の分類

Y. Harada and T. Yanagizawa :一Classification 

of fir-forms by the tyi>e of their cone.

寒帶性樹種の品種改良試驗(第一報)

Improvement of tree species in the subarctic regions.(1)
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1.品種の地理的分布 當考交域

緖 言

林床物の用途及消費なは増加の一途を辿り,森林蓄仗に對する即待の見通しのついた今日, 

£网や作案種の饌策に立地を顧慮するのは當然であ・るが,從來鬼角閑却され勝ちな生産物の 

川途収路の克込共の他の緑酒硏究に新な努力を拂ひ,新な浴•林計8£を立て,品弑の改善にょ 

って迅速な生長をなす樹曲の選探や新談の育成(によって,功極的行動に轉換する必要雨感 

■iるな第で,又業界现畤の狀勢ぽ即應・した必然的な密勢でなければならない。新關にEする 

翌求は種々あろう乎,ー股には撕蟲方に對する抵抗力の大なること,樹髙生長强勢なること, 

播維の長い通直な心材部少なまこと幣を嗥げられ,更に又利用上の要求に從ひ夫々必要な操 

作と立地的關係に、より,如何なる目的には如何なる品郁東如何にして植栽すべ透や够の消極 

仙硏究と页にー步進めたる樹楝の改艮により,これが目的に適合甘る樹種の品種的改善を日 

的とする積極的方針を以て進まなければならな5。尙北海道の如く渡格の一部を除き大牛寒



帝林に物する地にあっては,特に耐寒性品種の育成を必要とし,又在來耐灾樹あと稱せられ 

るものも多くは生長の遲延するに從み,耐底性を冇し旦生畏力の呸潑な新種の發現を待望す

即利用冃的に合一せる高緯度:地方に速する優良品剛を作ることが,本試驗の最終目的とす 

る所で,旣存の品郁よりも鏡济的價鮭の福い秘良な新種を堵成すZことを要する。寺足博士 

は育種に於ては先づ吾々の利用すべせ變異が,何密に存在し如何なる場合に出現すべきかを 

知らねばならなE又斯くして發見せる變異の中に,直ちに浜々の利用に値すべきが何れな 

・るやを鎰別する屛を必要すと云ふが,此の意味に於て品称改良はその根木に於て「辍異の授 

究」と「變異の鑑茹」に依って構成される。依って玆に先づトドマツ品剛探求に關し概强し 

俳せて主要翅林朔稲の交風,交维狀駁結果の一部を旅する次第である〇

I毋樹の設定並に試驗調査の方法

昭和13年春札幌.尬川兩安扃・惨內出張所にトドマツ,エソマッ,アカエゾマッ品林改氏用 

既樹の設定を依理し,春季開舒前の枝條並開花した嚴雌花を,秋季にはその結逐毬果の送付 

を受け,夫々睥充に著手した。その母樹率數はトドマツ339朱,クロエソマッ194本,アカエ 

ゾマツ67本である。共の他札幌出張所都內流榦卻料地及定山溪出張所都內定山溪縄料地に於 

てトドマツ,エゾマツ交配用册樹を選定して,昭和M年度には一部交犠試驗を施行した。I- 

ドマツ品楝の分類に用ひたものは,昭和13年秋結實せるもので採取後直ちに曲果のまゝ送付 

を死け・卷阳｝扌征に5〇〜150飾の正常に殺・した毬果のみを選び,その殻大山:徑及長さセ浏 

定した。而して測定後荏果は位燥,絆別して發芽:试験共の他種子の性歌調如に用ひ,殁能e 

月农济懶苗峋に播種した。

昭和13年度は,トドマツ・壬ゾマッ春I子共に您作であつ麦が,14年度は雨樹稲共凶作で純 

に!・ドマツに於ては,全住樹中稀に四,五本の結實木を見たのみであった。又交雑が驗に當 

っては㈱花前にセ“ソアン紙・ハ!・ ロン紙,湛床紙にJ:D娜花を被包して開花するに及び冷 

め用はした各種樹FRの花紛を毛筆を以て添加し,後當該母:粗の花物の飛飮の終了する起再“ 

披包して理いた。

nトドマツ品種の分類と其の變異

トドマツ分類の根本特羅は毬果にある。そ‘の點に伽し,宮部’金吾,エ族祐舜氏に依れば卜

記の通り色別せらる。

又トドマツ分弑に關し,館昭粕佐々木友吉’氏に依れば下紀の如く從來の分烦研究により.

アソ!・ドマッ ア ガ ト ドマッ カラフトレクビソ

Abies Mayriana Miyatvc ct 
Kudo

Abies sachalincnsis l*r.
Sehin •

Ables Wilsonii Miyabc 
ill Kud»

毯異の!43 5~【0cm 5~8・5 cm
；

5 cni

何 2.5 ~ 3.9 cm 2.1 cm 25 cm

興は捕裳より艮く共の先端 倒«は仙i?よ舛・ほか又僅に 位陽は楠象よりMくして外山

は苫しくび反す。 艮し,先旅は的値又は少しく

背反す。・

せず&L くはH！炒澎にして 

其の上部上り少しく市カの中 
央;iKに饮的毛鄙生す。

_ 一

乂位哲,種脚の状況並樹・〇沒異の如何等に依り下衣の如く分制せられた。

Abies Mayrianaアヲトドマツ 苞宓は煎琳より長く共の先孺は岸しく昔反す。

Abies sachalincnsis
诚也:又は少しく廿反・す。

var. nemorensisネムロ I・Fマツ 位渚は殆ど抽出せず。

(樹皮灰白色)
世涝は抽出せざるか辭抽出す。

(樹彈赤构色を帶び成々縦裂す。)

(樹勝エゾマツに類似す。)

鼠長してゐる。•

伽浏鸟捷氏は破近アヲトドマツはアカトト’マッの種粕として別つより寧ろ分布的憲味あ右 

/ ろ地理!的亜期と］3め Abies sachalincnsis Fr. Schm. sabsp. Mnyriana Tatewak! なる學名を 

var. Schmidtii *

var. corticosa 才=ハグトドマツ

Abies Wilsoniiカラフトシラビソ［-

也験は種t・より短送か或は僅か忙斐し,共の先制は

木道産トドマツ糊類郡(species group)を二大別して,ブヲトド,アカI・ドに分類し徊 

ろん兩宵ほ分抓學者に依り或る時は變馈,戒5寺は箱圳或る時は亞耗とLて迷められて 

耕:,。審實野外制!奈をしてみると,兩者は極めて親近の關係にある故アフトド,アカI・ド・ 

、州のn然交配に依り種々なる雜柄を生じ,判然と分皿するを困然とする。依って今凹规査

マ ッ

var. Akatodo アカ トドマッ



した氏酔を刼果の苞阱 雖如>肮況に依り,下紀の通り8品種に分疝した。

7•ヲトド 苞翳大で抽出苛反す。

A型 苞統密に生じ(下垂)背反甚しきもの。

B型 苞韓大にして昔反するも疎にして,種訪の配列球大なり。

C型 興大にして背反著しからず,若しくは(〇立せるもの。

G 疵の配列規則的なるもの。

G 苞踏の配列稍不規則的なるもの。

D型 苞瞬の抽足昔反するも著しからざるもの。

アカトド 苞麟は種鳞より短謹か,又は僅かに長し。光湖は眞直又は少しく背丿父す。

E型 苞風は種靖より僅かに長く,D型より寧ろF型に近在もの。

F型 苞募は僅か:こ長く鄒・大なるもの。

G型 /拾修めて億かに見らる、もの。

H堕 週飾桂林靖1り短かく殆んど見られざるもの。

而してA您之Tヲトト・の菴學型として.B. C“ C3, D型迄を從來の所計1アラトト・(Abies 

に含まる、ものと昆做し,足に對してG型を基昨:型としE, F, Hを合し,從來心 

分類のアカトド(Abies Sachalinensis)とした。H型はMuyr氏が始めて紀載せるネムロト 

ドマツに职似し,宮部,エ衅兩氏に依ればネムロトドマツはアカトドマツの極めて帰なるー 

與型に他ならすとしたが,朱だ分類上の位置明らかでなく今後の硏究を要する。

(1)各品種の地理的分布

從來の報告に依れば,アヲトドマツは北海道中部以南を纏土とし,之より中央部及北部に 

及び更に北地して棒太南部を北限とする。

乏に为してつ.カトドマツは择太を分布の中心として.北海道の北,中部に及び右狩以南の 

血地にも散生的に生じ木道中央部には兩桶が分布溫淆する。今囘曲種の到明せる母樹269水 

に幻し,其公南电证にか簡を分涌すれば第1表の如くである。丸:れに依れば本道の南西都で 

ある江弟,苫小牧出張所都内に於てアヲトドの掘準型のA型が最も多い。又函備出張所部内 

业に札幌圏地に於ては何れもブカトドなく,江差出張所郁內に僅かに1木(E型)が含虫れ 

るのみである。即ち石狩以南の渡島札倏團地に於てはアヲトドヲ主として而も塞刑型に近を 

もの多.徴優占的に分布し,アカトト’系統は体かに散生的な分布をなすものと思用れる。次に 

本道中火飾であるタ眼,仲居古潭,名寄團地昆於ては,アヲトド黑準勲であるA型は岩姑汲 

出張所部內に1本存するのみで,アヲトド系統の中間輙多く,全呆數の70%內外含れる。而 

して夕張快山滅たる富良野,タ狠出張所並北方に他する名寄,下川出張所部內にはアカトド 

疗準型であるG型の外E, F型の本數步合が多い。富良野出張所部內には所紺ネムロトドマ 

ッ(H型)に确する品郁せ1本含まれて居る。d本海沿岸地方である冷モ闿地に於てH內陸 

地方と異リアヲトド系統多く,A型に於ては全本数33本の內3本見出され,アカトド系統は 

少くその禁準型たるG型は全然視られなかった。新冠出張所部內は住樹本數少くその分布を 

推定し娜きも,現地調査によりアヲトド多在林分(例へぱモトカンベ)アカトド多を林分 

(例へばペラリ)と卩£域的に生立節所を異にして,一般には空中濕条の多い寒冷な地域は下 

カトド多苗隣向を有して居った。弟子何出張所洲:內は他の地方と異なりアカトドが多い。

以上の調査町樹は芥出張所にTヲトド,アカトド1〇本宛選定を依秘したのであるが,薄建 

花開花的の5月中旬吸であったから,大略樹腾の狀況に依り適宜撰定したものである。母樹 

所在流所の海拔髙も大閥1。〇〜200m叩である。勿協調査母:樹及び調丑箇處數少く,之を以 

てアヲトド,アカトドの分布を決定するのは困難であるが,大體の傾向を與知することか出 

來る。即ちアフトト・は本道術西部〇?fit®な地方に多くアカトドは之に反し,北也部の寒冷地 

方に多く生立し,その分布の支配因子は植物生か咖IIの平均跑:により水平的に視て,アヲ 

I・ド底準型A型は15C以上の地に.アカ1・ド恭準型G型は15、以下づ地に主として分浩す 

ろ樣である。• '. \

第1表(イ)削地別母樹本數表

!払、 
B | G

D 壯 ■ F <；.H st 合册

渡島蝴址 6 2 4 9 3 24 1 — 一 一 1 25

札W惭灿 1ダ 19 9 12 3 56 — —t —. 56

夕找闸址 1 17 6 | 8 10 42 5 6 ； 7 1 1 19 61

神M古潭眼 1地 — 9 9 1 9 34 3 3 1 2 — 8 42

用G阚址 • 3 J5 3 5 2 28 3 2 一 ( 一 5 33

名寄飯!地; 一 10 1 6 6 23 9 2 5 | — 1 39

新冠削應 一 — 1 - ・・ 1 2 — 1— 3 4
»1玲圖抛’ — 1 _ 一 2 3 2 ゝ « - 6 j 9

St 23 73 47 35 211 16 : 16 J 58 265



上喪の各彌也は沖。 (i5iftT, if.:»出引府部内>札幌 <札假,定山株,苫・！c)タ换く岩以海上 

严別,夕哉.容心わ新冠 新め林一g 澎川,旭川.ド,w別)坦毛(用朋,密嘲那"JB 

子風)«&<拍一士踞,弟::七別•名寄,ド川>を含む。

笫2表 (ロ)固地別品種百分率並品秘刖產地百分率(下表中括狐付)

又虐也的に見るに北海道中部以南山证地帶はアヲトド多く,山効の上沮に至るに從ひ順次 

アカトドの混滿•を的すものと设想せられるが•今後の詳斜)な研究を要する。

(2)毬果の絕對的大さ並形狀比

267本の母:相より血取した統計14,008個の耕果を測歪して,各品種的に应揮と長さの相伽 

表並形狀比の分布表を作製した。

A)枝果の血な及び長さ

各・廁別の直徑と長さの相㈱授より算術平均,モード,メディアン,變化係數及標準值・', 

を求めろと,弟3表及第4表の如くである。測定毬果の少きH型な除いて君衆すれば,也:毎 

に於て算術平均の大なるものはアノトド系統たるG型.G型で,小なるものは1£型・G型の 

アカトド系茂である。又故布度を見れば2徑の算術平均の大なるg型,G型は共に大で,UJ 

裡の散小なるG堡は矢張り液小である。又長さに於ては皿風に比し變異甚しく大でその脆|“| 

3.4〜11.0cmに及びその算術平均はぐ［徑:〇埸合と间樣C,型,G型大さくも G型小であ我 

次に危布度は之も同様G呕妝太でG型が农小である。即ちアヲトド系統に於てはC幽,r

カトド辛統に於てはf型•em及び長さの變異に富み平均値も大であるが、’G型の如くア 

ヲトド,アカトドの特徴を顯片に:表はして居る基準單は變異少く,又其の平均依も一般に小 

である。Mnyr氏によれば,Abies威の荏果の絶鉗的大さは•樹木の浸我的關係によって支 

何せられることが大であり,•瑟芯關係の良好・なる埸合には,毬果の大さも大きい。又佐把;敬 

二氏はスギ,ヒノキ,マッ類iと於て毬果の長さによるも,匹徑によるも絶對的大さを以て分 

侦の據點となすことは大なる危險であると述べた。勿論個々の珥•樹に付きては焚養関係如何 

によD甚果の大さに弟界を生すろも,多數の母:樹よたる大用・的觀察に於て品WIIIHC於て 

も上述のゆ向を認め仰られるのである。ー殷術傾向としてアカトド系統はアヲトド系統に比 

し秘果の絶對的大さが小なリと會ふこと•又その関係散布度も小なる刑實を’認め很る。併し 

例査母樹の所在箇虑が夫た異なり,アヲトドは溫跋な道南地方に,アカトドは宗冷な道北J也 

方に行るどーふ気焼的毙異が枝果の絕對的大さに差異を生ぜIめてろる一因であるかおか考 

察するを要する力:,此のぜに關し同一地玻に生ぜる各品師別荏果に到し,ー應椅对する必要 

あるを鴻むる。 ’

(次に芥品種別荘徑對岳さの相關炎より,相關比及相關係數を算出すると第(;表の如くであ 

ち。共の緒果G型,D型、E型蜂にや,高度の相關々係を冇するも,A堡,G型幣は共に相 

關係數+〇・>以下で殆んど相關灰係は認められない。之は佐藤敬二氏がスギ,ヒノキ‘ク“ 

-.•ッ!C於て,莅果の長さは直徑とは完全な相關々係を示して居らないが,その相関の程度は 

力・なり高いものであると行ふ結果と必ずしも一致しない。是はトドマツ强果はその特徴とし 

て託処の長さの變異がスギ・ヒノキ,マツ编、毬果に比し,著しく大である割合・尼,む街の 

,,・此が長さに此し小なる結果であると以!Mせられる〇

B)包果の形狀比

尙郁別の形狀比(為)の时瑚Lを示せば.第5表の如く鼻術平均及びメディアンは丁ヲ 

トド系統にその掴大と敞小を含み.變化多きもアカトト・系統は齐品督m略悸し在數値を・し

てゐる。

山脾 長さ,形狀比の散布度を比校すれは長さに於て赦大で是れに次ぐは形耿比で也押が 

"小である。此の點トドマツ駐スギ’ヒノキ・クロマツと染なり形狀比が・丸/舉の枯特 !tよ»>固 

完的な鬼準として用ひ得られる'為!度が低いものと.姑做される。即ちトト‘マッの如く秘果の 

長さの變化が著しく大で,山徑と長さの相關者係の比钱的低い樹版・にあっては,形狀比に依 

く分加が他の樹兩に比して料要視す、ることが出來ない様である。
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而して形狀比を横抽,總區果數に對する百分率を縦5に取り品種別の形狀比の分布圖を笹 

けば各品毬に依り特殊な曲線を董く。(第1圖參照)

第3表 直 役

鮮Vfi斗均 亜建の範回
J -e - r

7 ン

-- —— 一ー _ -—-*

»a化係5t 操讽侷母J m as 
稿駐我

A 2.29 ! 0.004 1・7～2・9 2.2 2.21 7.86 こ 〇 !21 〇 ！8±0.033 980

>： 宀 18 〜29 2.3 2.27 7.73 士 〇£64 〇 13±0.001 3,317

2.36 0001 1.8 〜3.3 2.3 .2.29 9.32 1；0.115 0.22±0・0P3 1,526

q 235 七0.003 I 1・7～3.0 W 2.27 9.36 土 0.032 022±0・002 3,019

D 2.33 士 0.00? 1 1.8-2.9 2-3 2.28 6^7-0.075 0.16 1:0.032 1,923

E ?.26'0.003 1.7-2^[ 'U : 4 2.3 222 ・ 7.52 ! 0.093 0.17-*-0.032 甲57

ド 2.32 0.005 1沙"1 2.3 2.27 8.19 10.142 0.2 士 0.033 76S

G 217 吒 0.003 | 1・8～2刀 2.2 2.11 6,91 ±0.100 0・15±0.002 U089

11 2.54： 0.011 2.1-2.7 2.6 2.50 3.54 土0040 0.09 2:0.003 14,003

1) A型は形欣比2.8に凹みを有し,Wードを2.9とする二項の曲緣。

2) C型2.9にモー I•・を有する琅項の曲線。

3) B. D. E型は形狀比2.8に号ート・をイ£する恥S曲線。

ミニ.•・・

F型は251 icモート’全

定めることか出來得る。 第2圖??芬芬の剛向亚ハロ

A M C划一(B, 〇, E)叩ー 1塑ー(3型一H型,即ち B. D.

E堡は形狀比分伽洒及絕叫的大さが大聽加似の傾向を右1., m

縁我係が密履なりとふめられ•アヲトド,アカトド中町種として ～ ー二を,

c也f型はmラトドスはアカトドのパ华型に近い雜袖なり

5)(;型形狀比に27モー

I・を.仃する跟環の曲線。

この關係及び前紀の苞疝の 

狀況に依り,トト‘つツ砌!(浦:

はその祖孫閔係を次の昉序に

布する不規則な琴顼の曲綵。

と;思められる。

9

(3)各品種の種子の形戒

第4表 長 さ

〇 莖術斗均1
a -V- ¢2 101 |

1
モード メディアン 憑化係St 標饵侗强

A 6.73 士 0.015 4.4 〜8.9 7.0 6.50 -IO.55±O.l63 0.71 ±0.011

B 656±0.010 3.4 6.6 631 13.41 ±0413 □.83 ±0,007

Cl 6.84 土 0.018 4.0～ 10.0 6.4 6.55 15.35±0.192 1.05 士 0.013

% 652±〇»〇!1 4.1 ～ 11.0 6.7 6.54 13.64±0.120 0.93 土 0.038

h 6.70±0.012 3Z 〜9.6 7.! 6.46 11.94±0.131 0.80 ! 0009

1. 6.43 ； 0.016 3、7～9.6 6J&65 6.19 13.37±0.117 0.86：! 0.011

r 6.65 土 0.022 4・3～9・9 6.9 6.04 13.53 ±0.237 0.90 土 0.015

G 6.17±0.014 3«8～8.7 6.0 5.93 11.35 ±0.167 0.70 士 0.010

H 7.14 土 0.04 り( 65-8.2 7.。 及 7.2 5月5 5.46 七 0.063 0,39士0Q35

1 第5表 形 狀 比

術弋均
------------ 1 - 一’

澎狀比龍園 モード メディアン 些化係!t 45罩偏差

A 2^5 ±0.006 2・0～3・6 2.9
• w * •< 2®〇 10.53±0.162 0.30 ±0.005

B 2.73 士 QW4 丨•5〜3.7 2応 2^9 11364.0.096 0.31 土 0.003

G 23liOOO5 1・7〜4.2 2.9 2.77 IL39±OJ4I 1.32士Q.004

c- ヽ 233 ±0.001 1・6～4.4 2& 2.84 12.37±0.109 〇,35±〇.〇〇3

D 2.78 ±0.004 1・8～3・7 2序 2.73 10.07 ±0.1 II 0.28 士 0,003

E 2.77 丄 0.005 1.6 〜4.0 2& 2.70 10.11 ±0.132 0.28 ±0.004

V 1 2.78 士 0.038 1.8 〜3,7 2,9 2.76 125340.213 0.34 ±0006

G 2.77 壬 0037 1・8～4」 ・2.7 •2.71 11.5510J 70 0.32 ±。 035

11 2.73±〇〇!6 25 〜3.。 . 2.7 2.66 4・76±0・55 0.13±0.012

BJWiaiJtc同一の締別法に依りて仙選れた郁子を用ひ,その發芽率.その他一般種子の性狀 

を御杏した。

A)發芽率の關係

各品稲別に平均した發非率,真だ發芽奉(州 此 蟲帝粒を除き內容を冇する质子のみ昆 

日する發芽步合)發芽勢(締切Hを20日としその間の發平木數を以て全試験期即たる4201!!) 

に發非せる總本數で除したる百分率)恍,讹含右率(一定資料に對する此 波,蟲害粒の含 

右百分毕)5S表示せば第7表の如くである。
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第6表 第7表

一ー - -

相 K 1 Jt
相開魚数

トドマツ品桐と發芽率との關係

ifiSTiffS* 徑 湖艾•幻

A 0426±0.0176 0.426±00176 〇.36±〇,〇!9

B 0.531 i0.0034 0.550 i0.0032 0.51 ±0.037 'A 25.1 69.2 61」 63.7 22

Cl 0.667 ±0(XP4 0.535i〇•〇 H4 0.69 土 0009
B 24.0 54.0 57•〇 59.1 69

•二 ・ BA ♦•♦・ハ”… Ci 29.2 56.0 60.2 55.2 3(
c. 1 0517±0.0090 0.525 ±0.0059 0.43 ±0.010

I) 0.565 .' 0.0105 〇・562±〇・〇1〇5 0.57 ±0.010 <! 2” 53石 61.5 65.3 •14

E 〇 €〇3±0.0115 0.602 ±0.0117 056 ±0.013 D 10.2 54.3 57.9 65.1 36

F 0.437 ±0.0； 97 0.373 ±0,022 •042 ±0.020
アノ>• F
平均 23.3 SI 60.2 60.3 202

E 248 66.6 57.6 65.7 22
G 0.322±0.0183 0,476±0.0158 ! 0.38x0.017

H 0.641 ±0.0738 0,222 ±U. II91 0.42=(X103 F 23.2 59•〇 52.7 65.9 16
G 17.5 -18.4 46.8 67.8 15

發芽率・〇良否は一般に開花期の生理的條件, ir 465 73.3 48.1 49.0

科樹所在の環境,樹齢樹妙典の他多數:の因子に
Thトド
平均 22.7 59.5 53.0 66.0 54
A M v5* 
中均 2X2 56.8 : 256

依り支配せらるゝが, 同一箇所に成立した多致 1____ • 1__ _

の母樹により判定しなければ,品種間の發芽率の由劣を瓜定することが出來ないが,今囘側

衣した結果は设芽率に於てG型史大,最小はG型であつた。汉眞正發•芽率はE型,F型が艮 

く G型が最惡であった。次に發な勢はプヲトド系統は一般に!Iく,アカトド系統は悪い。此 

の席杏の順序は大0形耿比及び但為より分類し7c品種の親縁關係による。即ち溫暖なる地に 

生育したA.C型に於て發芽勢良く,比絞的寒冷な地に母樹の多いG. F型は發芽势が恐い。 

此波含有率は發芽率の場合と同糠に制枷毎,雌花每に受精時の條件を異にするが,一般的 

傾向として開〇f時の睡花の枷2i形態の如何により,各品;加応に特右な傾向があるものと建 

想することが出來る。訓査の結果作品種(H］の一定の傾向はM’められないが,祁均してアヲト

Kit7カトドより含存率が小である。

以上の發芽书及と波芽第は共に2〇,の扒溫に就てであるが,名・品種緑に一秘乂は二種の種 

了•・選びn；15\ 25*.の三郁で發芽試驗な行った結果は第8衣の如くである。

髙杉成道氏が小麥の低温發牛試除を行ひ,共の俗均發劣浏度より披芽時の耐襄性程度を知 

らんと狄みたのと両様,トドマッ植于に於てアカトド系統たるF. G. H阻に於て25’恒浪の 

發芽％と反對に發平連度吊き傾向を知り得られる。今發芽勢の傾向を第8技により計算しり 

線を以て表示すると第2圖の如く 5 Cの垣溫で發芽状験した芻合はA型よりH型に上罪の紺 

11

向を示すが,15 Cの場合は殆んど同株で,25'Cの場合は下降の倾向を示してゐる。故に, 

ブカトド系統がアヲトド系統K比し耐寒性に富むものと見做し得るが今後多数の资料により 

作般:り實驗を术ねるつもりである。

, 第8表

性果•分類 1ft 發奶｝ 
6°

1-1 
方

同 
25"

■'•/.•Il
5C

I'fl 
15。

土

A 江 斐 25.0
-

72.2 65*0 n
43

u
9

B 停 氏飄) 11.5 39.0 51.4 45 19 8
C.' 定 III 渓 38 .〇 咛 71.5 43 27 6

0 札 帆 6.4 71.4 65.3 •' .47 22 6

D (零 孑&) 14.! 42.3 438 45 22 8

E 新 冠 16.0 22.0 30.6 47 25 6

V 弟 子 K, 52.9 81.2 70S 34 17 7

G 值 -士別・ 38.5 44.4 16.7 44 26 10

H 
w

W ft W 30.3 52.9 48.1 36 16 1 8

(備考)毋が勢は扩の場介は60山川の里芬數を以て踮&11I捆冋H冊の紿木數!r除した百分率。

同1ザ 岡 斯日間 同62ni!!J

陥 25° M 20EIIII］ 同 42 n IIU

B)毬果,種子の疝址と精選少合

各母樹別に枝果100粒以上送付を受けたものに對しその生垂况を秤員した後,乾燥篩別を 

行ひ北の精選歩合の期・港なし.各郁別に鼻術苹均を求めた結果は第9表の如くである。

これに依れば毬果100粒當の生皿策はG型に最大でG型は液小である。アアトドに页くア 

カトドに軽い。

次に乾燥後1立常種子JTCftic付きても,最大B型,妝小E型で科果生於址の俱合と同樣・ 

7・カトト‘はプヲトドより軽い。

椅選步止りに於て也 毬果生］E並及び種子Jfi並と反對に,アカトド-•・般に編選步合良く’ 

アヲトドは懇い。

和谜率輙子’帛實术を品種別に溯査せる結果は第1〇表の如く,曲紀の他の關係と同樣に實蛍 

いアヲトドは帀くアカトト’は輕い。純此率｝よ同一目を咨する帰にて精選したから,火簡同一 

N!向を示すがB型のみ悪い。

即ち毬果の絶對的大さの大左るアヲトド系統博大なる页を種子を冊られ,之に反するアカ
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トド系統は小さい律き两子を得られる。

從來の諸學者の說の如;,Jfi世大&雨I子より優良なる苗木が縛られ,反野に純小なる種子 

より劣性の苗木を生するとすれば,耐寒性の間題を除外すれば,アヲトド系統の/子を選定 

するを右利と認められる。

第9表

慕果形!E 珪果1.000校當垂依 ES別立當!Efit 精選少止 供队母尚败

A 必" 3；/ « う
12.80 II

B . 1.763 352 15.52 27

Ci 1.963 • 345 14.27 12

c. 1.765 344 10.73 23

D 1.678 350 14.12 16

アケトビ平均 1.766 348 13.53 89

E 1356 318 16.12 10

F 1.723 335 14.76 10

G 1.252 321 16.01 11

アカトド平均 1.437 '324 15.64 31

トドマク平均 1.681 342
1

14.07 120

第10表
MB,■
孫采渉整 純量率 1,000救甫皿量 咬泌慌・«• 賞皿明査本败

A
JV

93.3 9,8664* 4 10

1« 88.6 10.9528 14 f4

C, 96,0 10.7357 5 li

な 93.9 10.0019 8 10
D 95.9 10.1620 5 10

アハド平均 92.3 10.3952 36 55
E 93呂 9.7341 8 II

F 92.3 9.1128 3 10

G SH.5 9.1403 4 10
H 96.1 9.9318 1 1

7カトビ平均 哄 0.6364 »6 32

卜s・ッ平均
-------- -- --」

10.1345 52 • 87
— ・・・• • •—・ .
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附交雑試驗の經過

1・ドマツに料Lて更に生長ハ侵厳にして酎寒性耐病性强言椀を珂んとして,乂エヅマツは 

共り養成困難.にして幼時殉埸に於て得苗率少く,山出後札過密を更 < るが多斐果實に谨み取 

扱容易なる品恥咨んとして都】I表に示す如き,各般の交義双后を定山溪,札虬糕舞等の 

各地ご試みた。血して是尊は只一 |u］の試比であり,將來少紡き各般副frセ耍するが,不取敢 

缺吿して令者に供する次第である。 •

以上によって見るにクロエゾマツX獨逸クウヒの交•樗・師は僅かに!〜3 %の孑丁苗率である’ 

かク"エゾXカナダタウヒは1()〜30%の再苗率を示した。又アカエゾを心制としてクロエゾ 

の交紙穂は1弗,カナダタウヒとの交骐用は3Sであった。カナダタッヒfcWWiしてクロ 

エノを空维したものは】g幻 アカエゾXカナダタウじは3必であった。又クロエゾXカナダ 

タッヒの相反交雑(カナダタウヒXク“エゾ)1〜4 %,千らカラマツX朝衅カラマツ1つ, 

佑州カラマツx赤‘實信州カラマツI〜9 £ん 信州カ >マツX號衅カラマツ1〜G %,信州カ 

-/ -•・ッX千鳥カラマツ2珞等の彳9苗を用たのみである。此の內生TH1决で將來有年硯せられ・ 

るものはクロエダXカナダタウヒ及共・う粕反交待・種である。

刑に昭和14年,同襟定山溪御料地に於てプヲトド,ク»エゾエ對I下美の如く交雑試睑を 

応行しなが,當年度はトドマツ,エゾマツ共に凶作で,治花非常に少く開花木を見出すのに 

困難で多數交雑するを觀念した。

その交雜種子の成紹は目下取勰め中である。野外の袋褂けに使HJする袋の紙質は特に注憲 

を要するか,今回セロファン(P・さG00貯),泪床扱,ハト”ン紙を,丁付したものを比貌使用 

Iた結果,セ“ソプン使用の分な絞内の;悠花が陽光の照射により茶福色に愛じて枯死した 

ヾ,の多く反って溫床紙に於て袋の破損も少く袋内の葉花のU化な食株にR受けられて,今後 

交隗技術上研究を要する問題である〇

その他ウラジロ史ミの外に,タウヒ・ハリ壬ミ,ヤツガタケタウ匕,アヲモリ1•ドマツ等 

•・會,ハヶ岳逮の離花券生枝條の送付室受け.花粉採取せるも前述の通りトドーッ・エゾマ 

ッ的花少き二と,是等の枝條着荷月日の近かりし爲交雑を施行することは不可能となった。
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第11表 交 配 袱

ー篇・一二-:.ーら 

母樹名 舞糊の彤負其の他 交鮭樹玮 交雑栖柚の渉

瞄50冲 政商24cmクuエゾ1‘、ン
販时»クm Jmケ将平口ル平 ドイツクウヒ 成荷mm

N 58 24.5 1-1(赤花)160 同 M 20 1'4 14.0

M 35 25.0 (泪公 H 1-1

何 58 28.5 (客花)126 M 同

网 46 20I〇 (赤花)40 ra 同

M 31 18.5 (赤花)59 カナダクひし 透林木 
胸商17.5 樹 WJIOm

岡 34.5 2X5 (赤花)61 H ftWIocm 掛疝9.5m

向 6 6 20 ドイツタウヒ 同25 12.5

同 6 6 20 カナダクウ匕 同 I6.0 同 9.5

同 6 6： 20 M J7.5 同 10.0

アカエゾ 21.5 2.0 (選霧花) クロエゾ 冋 51.5 M 24.5

M 21.5 iao (済赤花) M 同

M 21.5 10.0 (淡』:花) カナダダウ(： b'J 12 同 8.0

カナダクウヒ 17.5 10.0 侥相 ク・ エゾ 1'4 31 同 18.5

网 17.5 10.0 (殊花) 同 的

同 16.0 9.5 (府花) 同 M 26 网 20.0

H 13.0 105 (赤花) W 灰仰

トドマッ •1.5 27 雰衆霧實"年
瑯平精

トドマッ M 58 M 26.5

千岛カラマッ 17.1 8.0 (亦花) 酔力つマッ 1'4 19.4 同 10.5

用 20.4 11.0 (靑花) 1-1 向

信州カラマッ 17 10.0 (赤:花) 値州カラ-•ツ 同 2J.3 同 13.5

M け 9.5 (中間花) 同 网 18,3 同 12.5

H 13.0 (赤花) 柄パカう"・ツ 同I9.4 同 10.5

W 25 14.0 (M) 同

同 17 • 11.0 (M) 同 同

刊 17 10.5 (同) |H1

网 18.3 12.5 伽)• 网

W 17 9Q (霧中,に返し) U! 同

H 18.3 10.5 (亦花) 千岛カラマツ 同 15.3 同 n.o

同 27.1 120 (巾) 网 1<4

飢邸カラマッ — — 一 信年カナラク 间 15.0 9.5

10

駿一 覧 表

實其の他
•K1HH n'

交初日 交锹 
蝕果般

採取 
玖果駁

採 KJJB 發あ・ft 咨苗本歌

花色 宵 II/V 3o/v 34 26 i^/K 100 > I

M 秀 同 M 44 弓8 岡 同
r

1 :上:

1,4 W 何 问 ■100 78 呵 间 i 1;

1"] H 22/V '/VI 23 5 同 F i r

同 同 H 30.'V 8 ・3 同 M g 2

24/V 圖V 28 5 23/K 同 II 10

花色 赤 同 24 3 H 同 28 21

同 や I8J 29/V 137 119 '7/K M * 3,

M 3ハ1 44 22 同 35 M

M 同 43 -21 同 何 51 30

53網 3/nr 卵 27 II 23/K 同 ,? '/ 1 «

l«J 同 13 8 W 2 1

M 15 8 同 N .4 3

5州 20/V -'• V 62 43 25/K 同
''t

1

做頌術不am) 间 舛 17 5 间 同 5 3

50年 M 同 35 15 同 同 、5 4
G1.n以下籾flr 
(Sjm 不«® 賞) 同 同 20 8 同 1 1

舞芽亦B： 2?站
希株膚 淄V 30/V 2J 14 I7/K 同 1 1

花色 街 20沛 36 10 I6/K 问 2 1

同 同 1'4 同 23 18 同 s 1

1,4 靠 I/V 9 6 25/K 同 13 9

M M. 同 30/IV 40 36 24/K 4 4

同 25/IV 30 5 N 凤 6 1

同 同 10 3 1"! 38 2 2

同 M 12 4 50 1

la] 同 4 4 M 50 3 !

M 同 21 21 W 100 8 . 6

M 同 25 25 M 同 5 «-

｛亦 W' 同 28,叩 23 18 25/K K $ 2

W 的 26 19 网 同 15 2

同 35 26 16/K 1
1 I'J 2 〇
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第12表 •
•.

.［祐话整,形 Ti
袋w sぎ就知®辭;嘴

:& :? /r:於,形宣 月—」「••

有トド;;號 ウソ八毛ミ哉協［;碧 5H26H 4 5JJ30H 4 1 2

!技 A "7牛

有"W 间 同 同 同 8 同 8 5 4

2快 A 124年

…パ;號 Iックハ祖川演 同 2 M 2 : 7 II

<罚 A丸伯 二次の非㈱！： M, i , 49
リ花用剛氏神樂A "

m考察並に 總括

品称改良の第一の方法は.琪在稲の持性を明阱にし之より選拔と洵払に依り優貝系を遐出 

すカ:zVあや。招二は交混法U:依り,現花所の優良形質の細合せ伝行ふか,又は人爲突豁 

變災の赠用に依り冇利なる新秘を倒洗する那にある。 "ヽ

席ーの方法としてトドマツの品種を分Xfl I-,その品翩間の却!州的分布並にその種子の性狀 

を衝?した結果を摘要す*7ば,

'>北if価所在卻料抱産トト‘マッは苞Kの形旋に依りA型以下】I型に至る迄9期に分類し 

アヲトド’尸カI・ドの求祁型を夹々A型及びU型とし,II型はネム“トドマッに類似しアカ 

トドの稀れなー品使とする。而して從來のアカトドを•A. B. C>. Cr. I)型,アカトドをE. I .

G. II型に含虫る\ものとした。

2)作編矿地理的分布は氣慌沮暖なる木道南仰部にはアヲトド系統多く,宏冷なる业狀 

郃は7力!.ド系統の分布多く ,中火新は丽稀昵治す。而して增毛网地は北方に位するに拘は 

らずアプトド系貌多きは,その分布の支削因テの一っとして,植物生育哪H中の平均氣溫が 

ip^ra Piして膨係するちのと曜め依れる。

幻’阁！5施3的大さは,側々の母捌に依りても相當の糙異があるが•一貶的傾向として 

『フ1•卜・系統はア力1•ド系統に比し 毬姫の血擀•及長三共に大である。乂ノ•フトド,アカI- 

林・単型に近いと見做Li" C. I•却硬型は同系統の他の別的U此し,建果の絶對的大食it 

が大倉い。
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4) 形狀比の分布狀態及び部平均侦Iはスギ,ヒノキの品楹分抓上極めて飛要なる因于であ 

るが,トドマツに於ては形狀比の好異太なると共に,その撒布度も大な令故固定的標準とし 

て用ひ代られる程度が低く,之を以て分類するのは国甄であるが,その形状比の毬果資分率 

の分时I險の形傩苦に苞銘 眼切外観I:の相異に依り,次の如くトドマツ品稲間わ親椽關 

係を決定し得た。

A型ーC型ー(B. D. E)型ーF型ーG型ーII型

5) 品様に依る獄子發菜率の相異は趣々なる因子が錯隸せる爲一定の傾向を認められな 

い。發芽勢は品秋の親條關係により,アフト・ドよりアカトドに至る和序に小となる。

低jgm芽,试驗法に依る防子發芽時の耐寒性はアカトト'系統大にアヲトド系統小なる倾向を 

示す。

G)毬果生术:辰,種子1立當爪此 敬子1伽粒當朮淵:は7・ヲトドに函くアカトドに側い。 

而し精選少山りはアカトドに良くア・ヲトドに悪い。

第二の方法である交警法に依る品種改艮の第一步と【てトト’マッ,クロエゾ,アカエゾ, 

カラマツ烦,ドイツタッ匕’カナグクウヒ,ウラジロモミ孕:にむし,交臻洪驗を施行せる粘 

果を捆耍すれは, .

1) 上記の樹種の內現在の生育隹良で將來仔望視せら”るものはクロエゾxカナダタウI：

及Jビの相反交雜獄である。 ,

2) 林よ交配抜術として隔離佼の紙質如何は,その交配成仙の附實性に重要なる影如を及 

ぽすものであるが•今回施行せる結果によれば,從來使用せられてゐる七“ファン紙より酒 

ポ紙力;戒績が良好である。

以上は品丽改良試驗として今後諦徊畛を進め,他日共の完成を期する搜定である。

終り庄彌死資料の採果に際し,札幌,願リ兩支崗長を始め,支局”及出張所各位には種ん 

なる御援助を受け標本松院共］也に物し?〇S博士の芳助あ将た。玆に各位にウし深謝全搾ぐる 

次筋である。

引用文戲

I)农部金卷,エ制"畧共皆 北海帷・水8I魅『•卷I如9

-!) 雑輸t!.佐々大友吉 北沒道林策角朝397～398洩 典6

;髙杉成道 作物の生用占川遊性め剧俺に魄て札幌興锹罪會報13221936
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4) 佐孫散ニ ニ,三の針葉甜に於けろ科!果の彤狀比の分類的(H值

林學臼瓶禁13卷10暁1931

5) Mayr, Monogmhic der Abitincen des Japanl<chc Reichl 1890

七)9V U1=ffi: 喜林樹木の品興林こだま馮～36袱HW«

トドマツの鹽素酸加里に對する抗毒性に就て

Y. H.irada and T. Yanagizawa :—Antioxic property 

of Todo-fir against calcium chlorate.

寒帶性樹種の品種改良試驗(第二報)

Improvement of tree species in the subarctic regions (2)

帝室林野局出仕•原 田 泰

帝室林野局出仕柳澤聰雄

緒 言 1成聶並に者察

I實驗 材・料 w癇 要

n實驗 方法

緖 首

孩に毬果の形態的龙異に依るトドマツ品朝の分:類に就て根吿したが,此の新に分類した品 

種の生理的特性を關明することは,逕林學上緊急耶に翩する。而して種々の生理的機能に關 

する品独間の斐界を馋別する方法に就ては,•從來多數研究せられたが,林木に應用せられた 

實驗的方法は,脈了・並幼侦物の溫度,光線等の變化に仰ふ生琲的戡能の推移曲線が品頻に依 

って類型を異にする黔に基き,實驗操作に依りその生理的特稚を直接的に見出す方法・並に 

師卷體加里或は之と類似の鹽類1を用ひてそ・□抗毒性の弟異によって之と相關を有する理々な 

ろ生理的性質を間接的に發見する抗毒性法等である。木木極物に對する抗爵性法は,敗初山 

酔向q罠が赤松,杉に就て雄素酸加里の杭毒性と耐寒性とは明かな消極的關係を保っと没表 

があり,共の後杉に就ては鈴木丙駅氏網赤松に關しては申村得太郞氏に依り之と類似の倾向 

4:示す結果を得た。又枇把に就ては三木亲冶氏,桑に09しては期印効吉氏の報吿がある。尙 

.iVWiW!茶樹に於て撓素酸加里に依る時は,初明の書徴を誰別するのに芯だ困無で,此の 

代りとして類似の性質を有する沃素酸加里全用ひて网樣左放紐を修めた。以上の報吿に依れ
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ば・何れも婕素酸加里並に之4料似する凝類に對する抗な性と耐寒性丄©nine相闔關係ある 

を詰めて血種間の生理的特性後別に用ひた。

玆にトドマツ品趣の生理的特性に闕する硏究の一端として,本道薊料地所在母樹より採築 

せる種子から養成せる苛木全用ひ,盟素酸加里に貸する抗温性を檢定して,溜寒性品甜を鑑 

別比んと試みた。その結果魅果つ形態學的物性;こ依り分類比る品種【用の耐水性の窺弱に就て 

は,便に發宴せる各品種の低溫發芽試驗に徂•たると同樣な倾向が・思められたので,玆に槟位 

として發表する次第である。

f實驗材料

實境材料として二年生苗水及び彼尹直後の幼苗を使用したし

第1實駿

本實我の材料としては北海道御料地所在當場"樹より採:果せる昭和13年秋產の加子を翌春 

月农試験苗即に羯段し 滿二年經過したるものを用ひた。

共の佻試種子の品種催地业に母樹の狀済は第1表の通り:<?ある。

第1表

礎夜

1

品種
III

y ____ . ilk
W^ga—fl—r

俳糊の狀況

换所名 芝竺色 K 8! W 1海竺 邮齢 t$!髙 晌离代迴

1 A 江 我 俯・ 229« 弑・ さ70
lt> 

14
oil

28

2 bJ ft
w !

臟 w - 3 270 80 21 30

3 M 定 山m 定 III iS 259 370 120 26 49

4 同 电浑 角 ai 36 80 80 19 %

5 B ir. め・ 飴 229 w 90 160 ' 22 5
6 M 札 幌 ® 算 箋・ 330 120 28 54

7 冋 T 川 ド 川 56 380 110 25 42

8 同 聆 子a 嫁 罔 うイ 243 too 25 42
9 ■ 航 229 n 90 145 23 13
做 问 羽 眺 初 幌 Mイ 90 130 20 54

11 c- fr Ki 229 « 糸 93 17 33

定 h!邊 定m溪・ 239 370 103 21 45
13 ' w 札 穆 «尊 3 260 120 23 % .

|"| 下 川 下 川 56 3部 100 25 35

21

酬 品拙
械 子 ft i血 母 歯のお:況

Hl 名 事架HR名 に削班 海找羸 年・ 1挪VS 就!免at徑

15 D ir 2： 蹄- 桨。
m 

90 濟 m
22

era

16 冋 ft 梶 ffi a 3 300 100 25 45

17 向 名 ・& 瑠 珊 129イ 190 130 19 37

18 E 江 筮 ft'f 229 w 90 140 23 43

19 M 岩見洋 角 !n 36ハ 80 100 25 42

20 M 名 浴 用 m 129イ 190 140 22 41

21
W
Y タ 整 紅 « III 35 220 160 23 39

22 W 旭 川 雨 物 内 260 H0 21 52

23 I-J {?Z 助 m 尚 115 80 100 20 > 36

24 1司 n子匝 « MJ 5.イ 2W 110 27 43

25 •- 下舟刖 浇 内 .133 290 100' 25 44

26 I-J タ 强 紅菓III 35 220 160 25 42

27 W 下 川 下 川 56 380 90 23 34

28 M m子珮 酝 ！AJ うイ 240 100 26 4ltJ

第2實瞼

弟2表に示すが如き常陽編樹より採果した昭和15年秋產の顷子・を翌年6月22日石英砂を滿 

したシャ ーレ上に播险し,實怂宝內に發芽生め•したものを硬用した。

I!實臉方法

第!做•驗

前紀の如く月塞狄臉苗I而にある•市木を昭和15年7月1〇〜11日床而な深く堀ると同時心羅水 

して,土壤在柔耿ならしめ,根部を切斯せざるやう・採俄して實験室に移した。叫11〜理日旺 

•竹・出を下!!己の如く二樣に虐理し水挤を閘始した。

：i法 採染せる供击谊料中より15木を選び,•站零を氷遊水にて上以の附治せざる状よく洗 

ひ,独部以下を爐ラシャ紙で液った小形三的フラスコに入れ水耕す。

b法•a注と同樣•に】5本わ選ぴ淸水中にて苗木の根郁を切あし,日光を遮断した秤:£瓶に 

入れ水耕した。

：.|脾!時間経個後a, b法共芥供队材/"本の内10木野,水楮の場合と同一な容器に入れた 

4险素酸加!Hi容液中に却かに移し.24時間靜般後試・を除去］.,よく水洗した後,H(f同様
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に水供を校け,懸素酸加里に對する抗な性の反制狀娘を觀察檢定した。尙標準として•各・供試 

姿料別に殘り5木宛?r以て亂粹の水排を同様の取扱ひを以て權續して,鹽素酸加里の溶液四 

现をなせるものの以應檢定の對照に洪した。

猖本實物こ際しては公漿の移轉及び琮去は一定の順序を以て終始し,献桀没漬时IIUを各供 

試資料共に略同樣ならしめた。

所くして水羯を植行せるにー涯夜を経てー齡代藥に.よる度害の吿微を地現し始めたるを以 

て,第1【耳玦察をなし,共の後2日LI毎に第3表の如き比:徴記城方式に準赧して,各質料1〇 

木宛個々に観察記帳した。

第3凹制査後試藥に處理せる各供状資料は,葉色變化して大部分枯死せるを以て觀察を中 

•止した。成敬判定は各資料每に第3表の如世传後敏値を代入して10本の平均依をGにて除し 

て,その百分率を待徳率とした。

第2表

•— ・ー

番展

ハ・"一m

孔:’

i-二］パ ・1

子

,- ■ , ■
« 物の耿況

備 考
出張所名 >• 海譬 年!K 価濫构南派裡

m 卒 hi cm
1 A f£ 差 節 229n 90 80 !8 32
2 问 江 史 何 229 〇 90 70 14 28 w I a

No. 1 "同ジ

3 同 札 供 46 250 80 15 34

4 同 T 川 下 川 56 380 80 25 38

5 15 弟子服 联 周 5イ 2<10 100 25 42 H 
No. 8 «»同ジ

6 局 旭 川 浦 » 23 260 140 19 40
7 间 江 强 ； 229 0 90 160 22 54 同

No. 5二同ジ
8 局 T 川 宣名,& 8 320 ]. 29 52

9 し 第二七別 七 別 121 410 125 26

10 M 旭 川 雨 粉 23 260 H0 22 32

1! 同 札 線 疏 h 46 250 75 15 33

12 M 下 川 下 川 56 580 50 15 27 1

13 札 W a & 3 270 120 27 52

14 4t K 区 辞 3 261 100 22 40
15 , 札 殺 ». n 46 250 80 J7 37
16 | 同 掃 大 jft ほ 5〇 70 \ 15 28

!7 い A3 川 fH « 25 260 120 20 36

ia 1 w 卒二士別 h 削i 410 175 26 10

««; 5
種 孑 床 他 母恍め狀況 ffi 考

出柄名 率栗戚名 射副蹤j 泪找乌 邮»1 糊爲ゆ隔迎從

19 D 富 八野 盅n好 33イI 22〇", III
17

rni I 
23

20 江 弟 ft? 229 〇 90 160 22 54
21 E 札 幌 賤 ft 46 250 100 15 40
22

23

网

同

江

旭

茶

川

飾

雨 粉

2290

23
90

260

H0

120
23

17

43

34 .

q”我 
18ユ同ジ

24 同 第二士刑 士 刖 121 410 150 15 36

25 V 押 大 泊 居I 50 85 19 34
26

27

同

同

旭

I-
川

川

Hi
下

粉

川

23
56

263
380

140
80

21
27

52

34

同
No.22^ M ジ

28 同 下 ?« 下 川 56 380 70 22

29 G M 川 面 粉 24 260 130 21 46
30 M 太 ill • 50 57 14 24

以上實験經枷並該當n室內溫温度を表示すれば第4表の如くである。

尙站等供波我制の大さは网陽より,撚準苗木1〇本宛を採集して,形態制在を行ひ比陟した。 

此の依績の槪耍は第5表の如くである。

第2實驗 ・

龄長3 — 4cmに述した幼苗を昭和1G年8 JJ 4日根部を切斯せざる樣堀取り水道水にて洗 

った後,水中にて根部を切斯し,黑ラシャ紙にて蔽ったシャーン中に之を挿して水耕な開始 

した。水耕24時問經過後停供試資料5〜20本を5 %臆素酸加里潛液に虑理した。その際の取 

,扱法及び共の後の皆徴祀錄は,第1實除と同陟白ある。以上の實績並に該當日室內の尚な度 

は弟6表の如くである。

第3表

■ca^—x-- ～-=

皆:風符故 吿蹑名!B
' -—-r

-,'?RW

・ 丄 - 尸ーー、・いー ■ -一 一" 一 ー こー二・ ー・

«8 考

・— 無 〇 害扱を試めず。葉色Pmo< G-ce.»を呈す。

f W 微 1 葉少しく电色す。瞻 ！-Oluee Grrw»を晶す〇

虫 截 *> 業而我の+程度圾色す。収色OU Grt*<!を堆す。

+ 中 ・3 H i W 同 Pj-ritc Yellow を呈す。

+十 箸 4 同 S 1〇! 侦 YcUowiwh Ckclne を呈す。

d 故 5 葉の大部分拦色寸a臨色Olive iXkeを¥ 1•〇

D 枯 死 6 完会に碰色枯死す。毋色〇!<1 Gohlん生す。



第4表

實時 n n 51
捐由温!ff 牛内 浏Iff

max mln >nin

7 n ion P.M・ 供ば昨焼No・丨～ 10麴JUろ 24.0 17.5 78.5 73.0
■ II A.M. 同 No. n-30 网 24.5 21•〇 80.0 73.0

P・M・6 用 N”,1～10水耕閭始 — — —

12 l*.M.1 1"] No.1! 〜30 In] 26.0 21.6 78.4 58.0

I'.M. 6 No. 1〜10就或理’ 一 • —

13 P.M. I 同 Nn・1l~30 网 24.9 \ 23.0 840 72,0

P.M. 6 No. 1 ～ 10試冽除火水料開始 — — —

14 1 同 No. 11～30 SJ 30.0 22.5 815 65.0

P 3L 6 |"| No. I-WI (ulftfW紀仙 — — —

15 P3L 1 [>d No. > 1 *30 l"J 同 27刀 223 793 60.9

16 P.JL 6 I'd No. I～加第2同W 28.0 22.0 76.0 55.0

17 P.M. 1 同 No. 11 -30 M I<i] 26,0 23.2 76.0 67.0

18 r.M. 6 1-4 N<>. 1〜如第3問HU 26.5 22.5 88.0 74.0

19 P.M. 1 网 No. 11^30 h>] 同 2A0 - ゝ 22.9 81.6 71.0

第5表

畚 品

NJ

种7-

産堆
怜｝!

根元

雑徑
主税& 荣數

雰

木數

_次 仙
枝ヾ— 生皿 圳率

(生球)♦ 紙R 3!

A 江弟
crn

'0.1160 »抽 术 
0.1 〇笠

an
:59.50 0.31135* 0.16831** 18佇 36

2 1-1 北幌 4.78 〇.!245 1152 85.0 0.8 L(y> 310.0 105.50 031081 0.20718 1.50019

3 网 定山溪 ；5-49 0.1315 12.47 01.5 0-6 1.16 ； 10(.0 61.50 0.38605 0.21680 1.78067

4 W 皆見;ヤ 0.1265 10.65 93.5 0.6 l.W 241.5 79.20 〇.？4542 0.17992 1.91985

B ir % 0.1230 IU5 97.5 0.2 0 28 | 275.0 73.50 0.28995： 0.20221 1.43391
6 I 局 札推 0.1355 13.65 108,5 1.03 : 3?うq I0S.O5 057957 0.22034 1.72266—
7 同 "ド川 0.1530 !<175 22.5 0.1 Lfi4 362.0 127.03 0.54189 0.32085 1.68392

8 M 弟了一罵 5.28 0.12201 7朋 77.0 0.6 L8 88.5 30.59 0.25528 0.1 M85 2.43472
9 C. fr海 5.76

'* 1
OJ42O 11.29 112.0 0.9 1.97 189.0 77.45 0.489031 0.23456 2.08133

同 羽W 4.06' 0.1075 6.71 75.5 0.2 0.19 ' 105.5 49奶 0.10596 0.05900 1.7め如

H G 1
ir. « 6.00- 0.1025 9.34 88.0 0.2 0.38： 210.0 73.75 036760 0.19230 1-91160

同 定山渉 432 , ai 120 8.78 • 0.3 0.43 i 176.0 63快 0.22174 0.13887 1.59675
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第6表

在 T-G孑
蜂長

偎元,

主棋晨

京 尊ー次 
分校

側 權 生！it量 T/K率

BS 扣 m堆 时徑 术熱Aii ,水賊, .1 _ I _ 1 枝凡: 律 傳宙〇)

13 ら 札帽
Oil'

4.94 0.1255 。斉 -
1.26 212.$ on

44*80 〇.?6922 0.21665 1.70422

14 同 下川 4.83 0.1180 11.32 72.0 0.7 .0.39 165.0 55必 0.10153： 0.03539 2.11369

15 D 江卷 5.09 0.1555 77.0 0.3 Q49 235.0 7930 0.35695 0.10152 3.51606

16 札tt 5.01 0.1280 8.46 28.3 0.7 1.28 127.5 67.05 0.29250 0.15406 1 <89861

17 的 名寄 4.40 0.1205 15.22 76.5 05 0.53 156.0 68.30 〇£7816 0.18147 1.53282

】8 E 江英 4.06 0.1200 11.72 ioao 1.0 1」6 93.5 3020 0.09008, 0.06420 1.40312

19 W /見海 4.18 0.1100 8.50 84.0 0.4 0.4-1 113.0 67.30 0.13634 0.06961 1.95992

20 l-'J 名% 4.06 0.1235 8.42 6&5 0.2 0.31 181.0 62.95 0.17636 0J5602 1.13037

21 I* タ沂 4.76 0.1275 9.34 83.0 0.5 181.0 73.80 0.19315 0.14616 1.355/1

22 同 旭川 4.68 0.1235 9.39 86.5 0.3 1.43 198.0 0.28567 0.14111 2.024-15

23 同 « m 3.01 0.1095 8.47 | 42.5 0.1 0JI 51.5 21.80 0.11892 0.07700 1.54442

24 1"! 弟子粗 4.53 70.0 0.3 0.33 133.5 40.10 0.28592 0.10411 2.74633

25 G 下冏刖 • 0.1325 9.78 "7.8 0.4 0.45 128.0 44.10 0.21795 043473 141782

26 |"1 タ穀 4.ポ) 03050 8^0 88夕 0.12 108.0 41.35 0.22962 0.12743 !£0122

27 1-4 . 下川 6.29 0.1475 15•以 86.0 0.8 0.リ2 203.5 95.15 0.42506 0.23631 1.79874

28 弟子槌 4.58 0.1320 8.74 110.0 1.0 2.20 197.0 67.80 0.34654 0.18208 1.90323

rm■- ・・"于

桢

--- ■ L—

耍
室 A ia 7¢ 室内沿度

實敏 月n
innx mln max mh»

8" 4" A.M. 8 •ft水畑取る。 24.0 15.9 63.4

A.M. 9 水糾開始。 — — — —

5 A.M. 9 跳藥擾珊。 25.0 16.2 83.0 • 62.5

6 A.M- 9 M藥除去水榜用始。 22.3 18.5 823 77.0

7 A M. 9 W i何效察而傾。 24.6 16.8 82.0 632

9 P.M. 3 馅2间同 17.2 15.5 8夕0
*

80.9
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第7竅

番拔 思M 槌子産地
n法に依る告扱・ 1>書法に伉る!3堆

I K 〇 1 J _

笹 若孫 A tt 瓊 26.7 51.7 65.0 30.0 56.7 86.7

2 同 札 祝 1617 36.7 63.3 16.7 45.0 65.0

3 H 定(II渓 58.3 70B〇 75.0 53.3 65.0 86.7

4 M 岩JL床 28.3 46.7 65.0 20.0 413 68.3

5 B 甘 条 53.3 ・ 61,7 ■76.7 38.3 63.3 83.3

6 H 札 W 4L7 55Q 68-3 40.0 533 80.0

W 下 川 46.7 60.0 - 38.3 56.7 75.0

8 闻 烟子旧 56.7 75.0 833 43.3 65.0 81.7

9 江 必 46.7 66.7 75.0 48.3 63.3 70.0

10 ・同 紀 tt 40.0 58.3 68.3 28.3 56.7 60,0

U C= 江 燃 35.0 61.7 70.0 38.3 58.3 71.7

12 M 定Hi渓 31.7 53.3 76.7 26.7 45.0 65.0

13 ：4 札 祝 28.3 50 .〇・ 61.る 40.0 58.3 66.7

M 1-4 下 川 40.0 55.0 65,0 46.7 66.7 73.3

15 1) 江 笑 35.0 51.7 68.3 21.7 •11.7

16 同 札 幌 40.0 58.3 71.6 30.0 5(.7 73.3

17 W 名 寄 36.7 55.0 76.7 41.7 56.7 66.7

18 K 江 弟 60.0 76,7 80.0 3&7 70.0 80.0

19 I-J 47見洋 56.7 70.0 73.3 333 500 61.7

20 冋 名 皆 36.7 53.3 73.3 38.3 53.3 73.3

2! F タ 江 43.3 60.0 63.3 28.3 48.3 63.3

22 同 他 川 36.7 60.0 75.0 3).7 50.0 65.0

23 H 6T 油 45.0 56J 86.7 43.3 60.0 73.3

24 同 弟子根 53.0 65.。 ' 75.0 383 60.0 73.3 .

25 G 下共別 55.0 68.3 71.7 45.0 63.3 85.0

26 M・ 夕 m 45.0 61.7 75.0 53.3 71.7 78.3

2? 下 川 63.3 68.3 75.0 33,3 60.0 70.0

28 M ■ft子v 45.0 71.7 73.3 233 43.3 60.0
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第8表 第9袤

«法=依心洒率 b法二很ル書蹈率 °法W间度・ !»注?い同觀察

mi t<M
I tt n I 1 D n _______

帯 卜v \ 卷トド 皆トド 赤卜>•
1 1 > 1 ,貿

10 1 (の •— 1(6) —
A 32.5 51.3 67.1 30.0 52.5 76.7 20 3 (18) — 4(23) 2(18)

n 甲>•6 738 40.0 59.6 80.0 30 4 (23) 2(18) 5(30) 6(55)

c 37.0 5V 695 38.1 58.1 GIA 40 6(35) 4 (37) 6(35) 2 (18)

D 37.2 55.0 72.2 31.1 50.0 644 50 3(18) 3 (27) 1 (6) 1(9)
60 — ,2 (18) — —

街卜r 38.9 56.9 70.4 35.4 5す 722 —

K 51.1 69.3 75.5 36.1 57.8 ZI.7 第10表

F 438 60.4 75.り 35.4 54.6 68.7
地 肯トド 冰トド 平均

G 52.1 67.5 73.8 38.7 59.6 73.3 -----------
応方冊 37.8 52.5 39.9

赤卜r 483 65.2 74.7 蜘 57.3 、竺で”•ご 41.7 48e〇 45.7

m 成續並考察

第1實磁

第1實驗の結果を啾めれば,その成績は第7表の如くである。建を佇的剛に平均すれ 

ぱ,第8表の如く,又宙トド,赤トド別に害徵率の分布狀態を示せば第9表の如くである。 

尙産地別に江務 札幌,定山溪,羽虬 留曲出張所產全南方トドマツ,下川,弟子屈,岩見澤 

名寄,旭川,下芹別産を北方トドマツとして,その害微率の平均の侦は第io表の通りである。

第2實驗

木霞股の結果は第11災の如くである。是全品稻別に平均すれぱ第12表の如く之の際の靑卜 

ド,赤トド別に害徴率の分布狀態を示せ・ば第】3表の通りである。又札幌,江筌產硬于を南方 

皓トドマツ之以外のものを北方疾トト’マッとして,その吿徵率を平均すれば第14表の如くで 

あった。 •

以上の2實賺の成績に依り考察すれば,

1)一般に肯トドは赤トドに比して幽素酸加里に對する抗卷饮が强い個flflが多い傾向があ 

る。之を品種別に視れば大茹に於て肯トド純系に近唇ものが抗券性强く,赤トド純系に近い ’ 

しのが抗诲性が則い結果となり.B型は他の方トド系品称ど異〇抗功.性が弟い。



28

第11表

畔康地
害徴少合％ 供試

*»I I

1 •、ヽ tt 去 20.0 53.0 5

2 H 24^ 59.2 20

3 同 4t tt 175 41.7 20

4 I"! 下 川 308 78.3 20

5 B 弟孑hl 55.0 90.8 20

6 |-'1 粗 川 55.8 20

1 江強 16.7 40.0 !0

8 卯 下 川 25.0 48,3 10

9 C1 第二土别 30.0 5

10 ;J 旭 JH : 603 20 '

II W 林 « 20.0 - 20
12 M ド 川 27.5 60.0 20

13 a 札 « 13.3 42.5 20

14 M M 10.0 1 10

15 同 30.0 /I./ 20
*16 M 泊 W 17.5 19

17 I) 思 川 38.3 84.2 20

18 仙 銀二士削 30.0 10

19 7；； R Vf 233 61.7 20

20 I“1 江 裏 16.7 40.0 5

2! E 札 « 33.3 ■
18

22 J 江 32.5 19
23 l"l ,也 川 263 19

24 M 解二士刑 263 16

25 V 泊 片 32,3 53.0 20

26 同 a 川 20

27 下 川 33.3 61.7 20

28 同 38.3 6S.3 20

29 M 川 45.8 53.3 20

30 泊 居 43.3 6IS 20

第12表
=! —

AI.

一 "■- ーー.^^

害Bk步舍%

I K

A 23.1 58.1

B 30.9 53.7

C| 22.9 47.9

a 17.7 47.3

D 27.1 630

肯 卜 r 24.3 55.1

E 29.6 53.7

V 36.8 63.5

(; 47.1 604

赤 卜 F 36,0 58.9-

第13表

害戲率
貧・卜買 赤 • F

數 % 數 %

荷 L ［ノ
6 (38) (8)'

20 7 (44) 3 (21)

30 2 (12) 7 (50)

40 — 3 (21)

50 1 (6) — —

即ち,抗寄性の强弱の順に並らべれば,

第1賣我には,A. C. D. F. B. E. G.

第2實撿には,C. A. D. E. B. F. Gの

弟14表

産地 靑卜F 赤トド 平均

惘カ産 19.0 27.5 21.3

北方任 283 35.5 32.3

順になった〇

2) 稀了•の床地に依0その抗雑性の强弱を視れば一股に本道の南西地方に盧するものは, 

北東地方に産するものに比校して抗点性が强い。

3) 同一產地の異品秘間に於ても,大辰に於て抗汚性の大小は(I)に述べた順序を示した。

4) 本實險に於ける供状資料は母:樹の年齡•或は第】實題乙使用した供試苗木の生育狀態 

雑に・差異を宿するので嚴密なる意味に於て多少遍正を映いた點があつた。伸し此の點に關し 

第1實故の供试苗木飾長と害徴率の相關係數は0.05±0.12Tにしタ相關關係は認められなか 

った。又胜樹の年齢と俗徴率に關しても吟味したが,第1・2實股共一定の傾向が認められ 

なかった。

以上の結果に依り本道南四部の比較的温暖なる地方に主として分布するA, C, D型巧,北 

慰部の寒冷なる地方に主として分布するE, F. G型に比して爐紊酸加里に依る抗海性が强く, 

從って他の枇物と同様に耐寒性の强强と負の相瓯關係が忽められるものと那へられる。

^ IV摘 要

北海道御‘料地,禅太に所在する53本のトドマツ母甜に就き,昭"3年旅種了の滿二年生苗

水或は昭和15年途稲子の發非直後わ幼苗を用ひ,9F素酸加里(KCIs)に對する抗治性を檢
定・ i: I

本試驗の成績に依れば,トドマツ品秋の抗・性の强弱はA, C, D, F, B, E, G型或はC, A,

D, E, B, F. G型の頂序で,本道の南西地方に主として分布するA, C, D型は抗寄性が彌く,

之に反し北束地方に主として分布するE, F, G型は抗避性が弱い事實を視ることが出來る。

即ち一般に荷トド系統は抗毒性强く,赤トド系統の抗毒性が弱い的向を示したG Eg依 

る酎寒性つ判定は,尙他の方法に依り精础を明するを裝するが,以上の傾向は典に發多した 

低溫發芽試驗に依る品础リの耐寒性の差異と同様な結果を示し,尚トド系統は赤トド系統に 

比し耐寒性が弱い倾向があるものと認められる。

參考文獻

t

1)原01% 柳澤飕端 璀帯性樹提の品薄改疑敦斂 あ一敬 トドマツ品曲の分類II木林部倉春季火

會闡涂県昭15

幻H！峙守正 杉及弃松乱毎の叫誕(»加电にPける抗?8性に就て植物及駐翅1卷7供暗

：'»齢 ・ 丙 显 杉の乱神1こ期する罚兜(牌一AO幼曲による杉品積の灌此咐加牡に翌する抗冷性

の檢定 目木林小會瓠思I8®10M 昭11
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4)中村 希太邓 アカマツに於けの彩狀W及ぴ色の分類的］買偵

吸火演習林粮労加就5816

6) 三 水泰 诒 枇把の品極の謝察性に飲て 敎育良發 2®UK 船8

6) 期 国畝 吉 条樹の酔性に88する研究 札幌!3林學佥報26卷123物 昭10

1) 志 村 聒 茶樹の・密性に就てH索作物學倉配事】2缶2做 昭椅
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玷1實般 n法に依る水耕状;a

tt«2.

尊】實脸 1>法に依る水精試憊



トドマツ、エゾマツ毬果採集時の
[ 二、三の基礎調査

Y. I larada and T. Yanagizawa : 一A lew fundamental invcstig.ition>;

on the cone of Todo-firs and Yezo-spruccs.

寒帶性樹種の品種改良試驗(第三報)
Improvement of tree species in the subarctic regions. (3)

帝室林町局出仕 原 田 泰

帝室林野局出仕柳 澤 聴雄

絲 m

! 毬果の大小と稲子品質の龙異

n 毬果の辯生位置に依るf>Rチ品質の差異

D 極・了•の毬果内の位置に依る品質の袈異

IV種皮の色別に依る品Hの艮丢

結 曾

令考文獻

緖 言

痢了•採集に際し於母樹に成熟した如何なる理果を採集し,又その建果に着生せる如何な 

る稲子•を選別すれば,峻も優&なる林子を得らHるかといふ拓點に就さ常に考慮を拂ふ必要 

がある。これ尊の點に對し從來各方面から調布研究せられてるるが,昭和13年秋品称改貝試 

睑の傍ら調在した小を取纏め,客考に供せんとする次第である。
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!毯果の大小と種子品質の差異

笹果の大小と帝戸の品質と公開係に就いては,佐藤敬二氏京マツに辦て,他の條件が同一 

ならほ大•復なの孙:沪は小枝産の種子に比しその品質が良好であり,又一般に大理•唯種子の品 

質と中珪泞际了・の品質との爰は中珪存瀬子の品質と小毬產種子の品質との差よりも小である 

と發我があった。此の圈係は同一母樹に席する毬果に就てぐあるが,同一品秋の母樹を呢に 

する揚合に於ては如何なる明係にあるかに就て者察した。トトマツに於ては本道郷料地所在 

封樹に塩き潤査した結果,毬果の継對的大さは一般的倾向としてアフトド系統はアカトド系 

統に比し珪果の直侶及長さ共に大であり,又發芽率は一定の知向が認められないが發芽勢は 

アヲトドよりアカトドに至る知序に小となり,秘果生术策・籾子•】立當預・址,實血はアワト 

ドにH! く,アカトドに軽い斜林となった。故に近終廁と見做し得る品種間の內B型,D型, 

E型の母樹丄り採隼した超果に依って共の毬果の平均匝徑並に髙さにより母樹を大毬果産, 

中越知;-,小毬果産の三種に甌分して發券率實皿警を求むれば第1表の如くである。

第1表

K 分 血徑
姓!¢

|發g
«正
5J芽率 彼芬吩 溢就 

含部率 實也 :供試1毋樹敢

株架の髙さ別による

大毬采 7.兼” 3.40「 2擠 7。; N
49.9 67.8 10.2303!バ

’申魅果 6.624 2.421 32.3 80.0 56.4 60.7 10.9377 II

小玖果 6.015 2J281 27.5 78.7 51.4 65.5 9.4419 10

心果の族徑別による

N大就巣 6.74】 2.491 | 34.3 7H.6 61-1ヒ
57.7 - 11.3669 H

'!• 0? ® 2.363 1 28.6 78.4 1 5 ロ 66.0 : 9.7719 H

小回果 6.4 H 1 2246 , 22.4 71.5 40.8 70.7 ；
一 1

9.4740 10

之の結果を見れば包果の平均の高さに依って康別した端合にtt中毬果冲:母樹の林子が最も 

良好なる結果を示すが.珏果の平均在徑K依って牌別した時には,大显果産の種了が發刃率, 

:止M含有率,横粮の圈係が妝も良好で中,小毬果の順に不良となる。即ちトドマツ秘果の平 

均の大さを以て性樹却WJし料:T・のロ,不良を決定するには毬果の高さに依るより,直徑に 

依る方が優って居る。

女忙也:径に依る場合と高さに依る堤合iの成紐が一致I .ない原因は挨に調姦した操に超!果 

の直徑?I痢さの相關々係は同一品種間に於てB型0.51±0.087, D型0.57土0.01〇, E型0.56土 

0.010にしてスギ,マツほに比して密接でなく高さの大なる®i果は必すしも也拠が大でない

といふ結果より生じたものと思はれる。尙G, G型及びG, F型母捌に就き火小毬果別に前

述の關係を求むれば第2, 3表の如くである。

IK 分 為さ血徑

枝架の為さ別による

10

住果の讹徑明にXる

を求めたが,その結果はB, D, E型幽榴に於て發芽率に對する高さの相難係數0.46土0.051,

發渉率に對,る匹徑の相關保數0.69 土 0.034にして低次の相關焼!係が認められたか,他は全

然關係がなかった。

又各傳樹の球の直徑と之より執選した莉子・の丫顷の相開茂は第4表の如く相關係教は〇.
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48±0.0!)2でおった。

以上の結果は鶴密母樹の所在地を異にしたが,次其同～甌制班内に右るアヲトド(A. B.

Ci. C-. D)型RWJに對し如何なる圖係があるか沸冷を試みた。

:供故
!母掷駐

晰’粒m此

各母樹”毬果の平均高並に平均直握と之より産せる種子の發芽:洋並に發芽勢との相關係數

第2表 G, C,型

?? ©
發:33

It大时!梁
cni 

7"
* CH1

2.508 32.6
繁

72.3 6〇Z 58 .十 IT 
113019

小毬梁 7.376 2.282 31.2 70.6 56X1 59.4 8.8258

N

10
!大 毬 采 7.74] 2.544 34.7 62.0 55.7

1
11.9251

小 毬 果 6.451 2243 28.9 1\2 55.2 62.4 8.6935

第3表 F, G型

高さ'
at徑

’・«■ — ・ 七

普an !
灵芽率!

5X IE I 
發芽率( 岐井勢 牡涛 

金右,' K 1R ot試

H采の高 さ月0によも

大毬染
Cui1

6.789 2.33 す’ %
23.5

%
60.2 41.311

66.0
[9,7723' 本

10 1
小0｝果 6.097 2.237 14.2 35.7 59.0 68.2 8.7748 11

符果め的 fflSUK よ Z

大仞梁 6.628 2-424 14.6 •15.1 50.7 66.9 9^059 10

小毬果 6276
! ー ー

24.1 525 48.6 672 8.7365 11
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第4表

すめ徑
I 2.1 2.2 n i 2.5

2.6
再

叶
K®J ___ [ 1

*
_

75 I 1 — 一 2

&5 —. 1 — 2 — — — 3

9.5 « 2 4 2 2 — II

10.5 — 一 3 1 2 2 — 1 : 8

11.5 — 1 2 1 — 1 4

12.5 — 1 — 1 — — 2

13.5 — — 1 — —' 1

14.5 1 - 1

叶 1 4 10 8 7 1 | • 32

共の緒果は第5表の如く前述の場合と異 

り大毬果が必すしも小毬果に比して,發一半 

率並に發芽勢が良好でなかったが此 纹の 

含有率は大起果産母:樹に少い結果となっ 

た。之等は务母樹の立地鎌件,舟桝自身の 

榮養狀應共の他仙々祺雑な因子に支從せら 

れるから,俄にその優劣を決定し難い。次 

に同一母樹に產した大毬果產秋子•と』J啾果 

產称子の品質を調査した結果は第G, 7表 

の如くである。

第5表

ffi 地 抽 要 眺

ー ・_ ■ g

分 立控
餌anjtfi正、 
發务皐1爽芽・辛扳タ ノ’

枇泌’供状 
舍右率伴樹歌 1 1

下声別
二

卜r ift徑による火苞栗 2.425
cm

6.701 18.7 33.9 79.* ず

1-1 小せ采 2.241 6.203 18.2 53.1 55.2 9

定川溪 T 7 トト・ 间 大絶果 2.496 7.147 28.6 47.2 593 7

W 小球 2.199 6.446 39.1 73.2 67.5 7

it 災 アノ トド 1"] 海果 2.429 7.309 28.5 71.6 /4J 8

同 小础梁 Z210 6959 22.7 60.5 71.7 68.3 7

札 « 7 y トド l"J 大侦果 2.638 7.169 29.2 56.2 61.1 53.3 9

同 小毬果 2.362 6.571 36.1 59.3 64.2 44.7 9

第6表 富艮野產アカトド

玖・采•のU!分
響惱離盛嘲W単

恤» 44 | 群 ® iA iE 
寬坡芽卑發雰率 發・非勢

枇据供狀 
會寸 PH戸｛ JR數

ft 3 7.3cin以上大
〇«'

7.898
CTU

2.605； 4.1奇 霧 
103

羽
95.5 11.07 り:IL7* 」〇" 需 

30.0 106

同 7.0皿以上申 7.245 2.512 3.726 9.6 94.4 II.0M5 9.7 12.9 21.3 27.0 84

7.0cm以下小 6.513 2.358 3.262 8.4 E.4 10,9190 5,3 9.4 32.0 46.8 III

即ち佐辨威二氏かマツに於て認‘めた樣にトドマツに於ても大毬果產秧子は小珏果產郁子に 

比牧して,毬果生重疑,精選步舎,純凭率,實敞,發芽・率は何れも優った結果をWた。尙火 

•建果に產せる種子及び勘片か〃魅果に產せるものより大であるか否か枝果各個に就て綱花し
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た。即ら珪果の大,'1>,小の岡分に依り各3個宛の標準巷果を選び之を乾燥せ・しめ自然に剝 

落する狀態に至りて理果の上,中,下部の三部より各现1〇価宛種于並鱗片を採り炬等の長, 

巾を測定した結果を示せば第8表の如くである。

表7第 龍舞潴アヲトド

笫8表

tfi果の|fi分 純斌率 實m
I

w SH
•發芽率

K iE
些勢率

叫勞! 眺» \
含有率

供狀 
毬果數

iff 2.795cm 以上火 97.8 10.93 必 16./ 好
36.5

.：M 1 
16$ 58.8 59

M 2.5<i0cm以上中 96.5 10.1246 24.5 35.4 9.2 50.8 126

同2.559cm以上小 叫4 8.4105 15.7 31.6 16 66.6 34

牧!14

威分

中

小

本表の結果に就て見るに矢眼り大なる毬果よりは大なる形狀の隨片を,又大なる種子・を得 

られる小が明らかである。即ち以上の結果に依れば,大間同一龍毯並近椽莉IIUに於ては大毬 

果を產する母樹より採巣した種Fの方が小珪果産のものに比し優良で,可及的に武援が大き 

く且つ高さの高い曲果を盧する母樹より極子•を彳3るのが艮いと悠められた。

又同一母樹に戒する毬果內に於ても大拄果産の種子は〃理果産曲了・に比してその品貿は良 

好である。

Mayr艮、が機科横物に於ては珪果の絶割的大さが樹本の榮養糊係によって支配せらられる 

华大であ0.榮養础係が良好なる場合にはその大さも大となると述ブて居る如く,結局大& 

果を選ぶことは滎拶關係艮好なる胚乳の充實した呻！于•そ％ることになる。

クロエソ,アカエゾは産地切％しくした同一聞削诳內にある母桝の較大毬果種子ーが蛟小毬 

果楝T・に比して優艮であるか否かに就き吟味した。その結果は第9表の如く供狀似樹致少く 

適6後なる烦向上克出すのに困難であるが,發芽率はその結果［火々であったか机後含右:率は大 

毬果の方が一般に小なる結果を得た。站等は環境を同じくする网ーケ處の多數の母樹とり訓 

在するを必要とすると共に品種川1の差:異に就ても取調べた要する。

柚孑の艮

44火 玷小［平均 飛大|找小 平均 最大!最小 平均此径高さ激火収小!ヰ均 球
<*||

344

7.275 1.725 1.150 0.135 0.216 0.80〇, 0.375; 0.5821.517 1.185 313

2.4-19 6.741 0.13う 0.206 2751.501 .024

ru' on' an 顷 cm eo； cm
日 1.193 0.315 0.10J 0.237 0.880 0.52J；

1.700 1.050 0.6i5 0.450 0.523

• 0.612

w片® Ji 林子の!n

a*/ cm' cm! ««•' cu ctu crii* 
.643] 8.14J 1.725 I.ICO 1.536 1.50% 1.00q

1.425 0.850

野0宓姑片の巾
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第9表

岐 分 ifし徑
j «さ ’啓 sri 

！發芽率
at正 既苦

含右・
侏・

1母㈱數

札梶 ク"エゾ 尚さによる大遂栗
cni

1.498
CIII 

| 6.117 59.7 87.5 28.0 4

H 小甘果 1.440 5.154 73,9 98.5 23.6 3

・径による大隹采 1.548 (6.010 71.3 87.5 16.2 4

H 小毬!R 1.371 5.297 58.4 96.6 39.3 3

弟子厕 クUエゾ 次!さによる海果 1.728 5.837 62.8 100.0 37.3 4

同 小球果 1.557 4.782 78.0 96.8 19.1 3

迎徑による大毬果 1.788 5.437 65.3 100.0 34.8 4

冋 小甘果 1.477 5.315 74.6 96.8 22.4 3

弟子航 7 y * / 高さによる大曲梁 1.781 6.377 56.4 93.3 40.0 4

阀 小甘梁 1.737 5.260 52.5 84.4 | 34.9 3

ュ锂による大世果 1307 5^66 62.3 88.3 | 38.1 4

同 小或栗 1.701 5.941 44.7 91.4 50.7 3

名・ アカエゾ 髙さによる大建果 1.720 : 5.301 83.7 99.7 17.9 3

H 小枝栗 1.525 4.5 M 484 95.5 48.2 3

宜役による大建JR 1.747 5.274 78.9 95.9 17.7 3

同 グ也果 1.193 4.571 53.4 99.4
1

48.5 3

n毬果の潛生位置に依る種子品質の莲異

トドマツ,エゾpツ務果は日當り艮手痛立樹か又は特に樹冠麻より傑出lた"栖に於ては 

樹冠收上枝から下方へ十數枝に至る迄よく毬果普生を視るが一般林地にある母樹に於ては梢

冠般」:覇に係に漪生するに跄ぎない。

毬果游生位置により糊冠の上,中,下の三 

都に分ちて採染せる建果を同一方法で雌し 

て,税子の性状を制査した結果は第10,1遂 

の如くである。

トト・マッに於ては挪｛f上都のもの發芽串, 

岐芽か共に最も良く又,fiffilc於ても他に比技 

して最も攻い。申部は«0k含冇率姓も多く

第10表

WWft 
4g BE

•瞥迎 
扱芬率

’眞iE
!3芽率

'•
發芽勞帰«皿

上
25.7* 掃

56.7
馬

16.4 56.57 10.8961

巾 21.7 55.3 13.0 61.6 9.6319

下 23.8 54.9 58.8 9.5337

Efe北滔谖斜8I所在m樹上り:;。本を透びその

酒丘甘:Rを中均
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曹血發芽申に於て下都に劣るか.眞遊我弟率 

な中位にLて實?Kも上都に次いで№い結果と 

なった。

次に各調尚母樹別に又 W 碰11別に最も侄 

艮なるものを⑴次を⑵城も劣れるものを(3) 

なる點數史っけ,30本の平均酣數の上位のも 

のを100としてその割合を算出すれば第技表 

の如く真正彼芽率に於て,翔i£ポ部に最も優 

れたものが多く.それ以外は何れも拥｛£上都 

よR求集した楝子が優良であった。ク・エゾ, 

ブカエソは共に宣所少く之を以て•ー放を推 

案する公は出難でどるが,クロエダに於ては 

屮掷,ブカエゾに於爲上部の超子が眼Iも良 

い牯果を示した。以上や結果::從來0J住せら 

れた成紐と比较す.ilぱPerry, Conor兩長は短 

集松.リギグマツ・ハンテンボク,ホワイトア 

ッシュに就ては也揪.9位坦によって,發芬カ 

に大菜がなかったと踰匕飯印文之巡氏はア

カマッ,サハラ,スギに於て樹冠上•建果の着生位此こよる種子の品質は中府を可とし,球の 

Kなる樹秘程上傍と下尚の海が#しく,袜子採集の際心土下層を避け上,中膺より採牧すろ 

のが必要なることを述ぺた。X Abdiilgnfur Acetay因は"Tカマツにあっては蹴£の他置が上 

H・するに從ひ血肝が诚少するのを示したが,タウヒに於ては何培の法则性を見出し徂なかっ 

た。又發球・甲に於てはマッ・カラマツに:於ては明らかに胡冠都の此置の上"と共に發芽力を 

増大し心、タウヒに於ては樹戒都分の光異による姿芽牢の时化は詰められなかったと程じ. 

快谷川孝三&從ヒノキに於て一般に比恢的球聞せる朴分內の母特械は林株 ‘パの筈にあつ予 

は,中部,下此のものf .;良に!て上卻に位せ・るものが劣る/であるが,E・腺せる•相勺にあ 

っては周圖の樹冠より傑出せる槍顕部のものが貝好な傾向であるとせられた。本,冊査は長谷 

川峯三氏も寸へる如く紀・住<〇耿況,KHお的り•地位,樹加 S他の悝宓に加已せらる、を以 

吃地かにDi定をFLfflいカ;.I・トマツのー奴林J也匕於ける母伽では囲莊上師カ廠な;・很好に

性ク”エ刀よ代廚9木平均

第11表

啓姓 
發穿率 齢伊笏 任 &

青打率

b 0 二 J 上 97.2 霧 i a Y
25与 24.9

冋 中 78.0 99.0

H 下 73.4

ァえニゾ 上 51.3 6.7 39.3

W 巾 36.7 6.3 53i〇

同 下 25.0 54.0 4.0

ァカニソ‘は1木のは烈

第12表

毬裂着・史位節
g ロ
___ 結 ・?!上 中 I-

普四紀芽’率 100.。 !
130.3 1 11X7

眞正發芽申 100.0 101^ 89.2;

産芽努 100.0 121.0 103-8

枇若肉fr率 100.0 135.8 ヽ・

• K 1R 103.0 155.3 144.7
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して,且つ爪き種千を符られ,又ク"エゾ,アカエノに於ては朋庇母樹少く何れの郝分が良 

きカ >推察し咨ないが,クロエゾに於ては中居・部に奴ち優艮なる称子が衍らるゝ如くである。

m種子の毬果內の位馥に依る品質の差異

種「の荏果藉生位阳に依り監分を行ひその優劣を感!如したのはCicslar氏,宮下保雄氏, 

次郞氏,田添元氏,麻川均ー,北曲京堅兩氏爺多くの硏究が有り,何れも鮭果中央祁に 

於て拍:も優良なる椒f・を徂らるゝことを認めてゐる。トドマツ,エゾマッに就て二,三副円 

せる結果は次の如くである。i・卜'マツ毬果を三缪分して传博潴琏した税子•の發刃部,實軍, 

廁場發芽・率書を就査すれば第13我の如くである。.その結果は從來細吿せられた如く屮位のも 

の汲もぽ良である。この7本の阻射より弁訶农項目の平均値上り中位を100としてそ聞合 

を圖示すれば第ug如くである。上仿の稀于と下位の種丁・は實m,世,波’ハ含イ冲に於て 

は洛専しいか發芬率,彳。苗率E:は下凱項『に於て腐好であった。次にアオエゾ,ク・エゾに 

就をても同探:凋イドした結果は第14表の如くである。アカエブ,クn W共にトドマツ秘果つ 

如く明:紘る淤なく,何れの部位が優艮!?あるか決宛し離い。之は用添元,斎肱毆ー兩艮が 

調食した如 <,エゾマツに於ては最监部及び最頂部の題小の種篇の下に於ける称:子•を除き桶 

予の發芽は硅果の各都位に!Cるが,毬果の屮央より相暴部及び頂都に寄れる部位に良好なる 

ものの如く觀察され,又アカエゾは 

最頂邰を除き毬果の都伽•こよりて" 

子の大さに差なく,發芽も大鬧ク” 

エゾと似たるものと•考へられ,之に 

反しトドマツは毬氣の部位によるい 

子の大さの凡明らかで,硅果中邯以 

下に处て殆んど發芽を見ないことを 

、限じてゐる。即ち以上の别咨で明ら 

かなる如く,トドマツ越果はその屮 

央部の希生極子が優艮であるが,ク 

・エゾ,アカエゾは一般に最低浙; 

除けば,毬果の部位:による種予の俺 

あの片は小である。
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第13表
■’・・・・・'・・ ・ ・’ ・ーニ・.」・— - - ・・’・・・,・ ・ ・’ ♦ ' ・ ・[ ・— —
•

MSW •・〇 I 普a 奶窮! 世渋' 中仙:せ100した
wtinmw 浪芬卓 含布率 陽・龄

定山误 J M 上
；1

6.03〇,
ヽ

8.2 9L6 • 136.4 107^9

中 7.0958 12.6 11.6 87.8 103,〇 103.0

下 6.1223 18.1 •心 91.6 96-4 73.7

13 號 上 12.7283 1 33.0 6.0 51.0 54.0 4待

申 15.0534 35.0 6・〇 50.0 100.0 1(X)0

下 9お983 ?SX) 28.0
r -7、曲

61.0 95.6 89.3

19 土 8.7467 12.0 9.0- 22.0 111.9 111.3

中 10.0390 593 43.0 17.0 100.0 100.0

下 8.4732 19.0 19.0 4iq 905 79.4

岸 川 1/ M 上1 7.2103 | 29.2 .12.0 67.4 103.2 90.6

•1' 8.0772 45.0 19.8 51.1 103.0 100.0

下1 7.9314 37.5 17.8 %.4 M.0 75.5

富A.W II 號 上1 8.9127 22.5 8.0 70.4 48.6 27.1

中 10.9410 40.7 17.0 48/ 100.0 100.0
下1 9.2706 35,9 ,L0 57.0 66.7 50.0 -

新冠; 8 俄 1-. 7.2993 8.7 3.0 39.0 <67-9 23：8

中 9.10：" 19.7 11.0 38.0 100.0 100.0

下 8： 1672 16.0 10.0 43.0 105.7- 66.7

定!I・渓 20 眺 上 11.5166 18.7 16.0 20.0 50.9 努』

中 13^705 19.0 14.0 6.0 100.0 【00,0

• ド 11.9392 29.0 24,0 20.0 102月 8・い

第14表

樹 T6 地 1 RhWl&M 1位｛E
い1 »知

套・冷
lik波 
三イ［ Y

— —
中位を100とし

ク|> ェZ 1 夕 1或 -t 2870 八 G2.Q
嘉

46コ

中 2.9173 | 43.0 57.0 100.0

下 3XJ027 .
- •・ ゝ・.

67.0 33X) 加?.3

レ〇 ェ✓ 川 6瞬 上 276 7 ' 52,0 450 10裕

中 y.^6io 720 17.0 10).0
*3% 1 72.0 2710 29.4
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B1 «

アカエダ］

培1

富A 9f

探 川

W A W

母拐猝按位3?

4映 上

屮

下

2 M •上

中

!•

10灌 上

•!»

・ド

W « 1 

1

1-8870

2,2716
j 2.7 も 7

•
2.0374

28010

2.0250

1.6526
1.94 命

1-979?

卧a
段芽申|

12.〇• 1

47.0

41.0

3.0

10.0

既茨
"率(

70.〇・ j

6E0

42.0

80.0

37.0

夕L0

83i〇

8*1.0
'82.0

巾位を100とし 
た晚場宛弃中

100.0

200.0

200,0

100.0

100.0

IV種皮の色別に依る品質の京否

I・ドー,・ツぐ於てはアワ「ド,アカトドのや別により脾［皮の色を我にす。即ちアヲトト’に於 

ては腹“iは貴旗色,昔面は蒂紫黄働色乂は赤福色を尿して邮紫色の細佃あり,之に旳しプカ 

トドはSU而は密白黄色ズは帶株黄地,背面は帶拭黄色又は黄白色,を呈する。而して同一細朔 

に走Lたトト・ヾツ種:子に於てほ種皮の浸淡の強別は飛んど認められない。

而して:',商間二祐度の#異が快しく 丫ヲトド系統は温くアカトド系統は淡い師向を示す。

同•産地の各品飾の混合秋7)を用ひて種皮の色不により三種に依・別してその税予の性狀を洲 

在するに第15表の如くであった。産地と種比の色を視るに一般に岩見滓,為冠•留服 羽秘 

地方の如く名寄,士別に比じ夏季叩均氣溫の高&ケ虐に於て濃色のもの多く,之に反する名 

寄,士別は谖也のもの多い。之はプタト!-«プカトドの分布の多少と:烈:する。次に發:；ML 

發片妙と松芝の色との伽係至也るに一定の倾向を,&均舞く,寶,Rに関しては新冠弟を除く外 

何れも淡色のちのが濃色のtの、比し质い結果を示した。

即ちトド-.•ッ神子に於ては陨子•の色别は品陟の分類を怠謀し・同一舟也よりとれる秫子•に 

ルしては色別によど種了•の度而の選刖ri困即であると認められた。

ク・エゾ,rカエゾに於て1土同一母圳の钮処に済生せる秤子・に於ても硬段よ淺淡があり, 

苻了•産地とその郁皮の濃淡により耗了の性狀を訓玄した結果は第片,17表の如く.クロエゾ 

に外て各逐地共尚度の淡色のものに此 推欧多く,又實・府も富良野・・を除けば,荷れも混色 

に％ くな泣の內容充實せるもの多きを認められた。次に發芽率.破芽垮は以上の％!係に反L 

何れが優れ・たか明潦でない。アカエゾに從て 

はー,二例外があるがん閥神皮の濃!.!£のもの 

が淡色のものに比し・發芽部 發芽勢が良好 

で,又洪,讹の含有率少くて賓瓜も页きもの 

が多い。

以上は多數の«0はり採集した混合精逝料］ 

子であり,同一珪果內に於ては如何なる關係 

があるかク“エゾに犹営朝夷を試みた。その 

結果は第18表の如く招皮の淡色のものは梃哉 

多くて發非カも殆んど無かった。の5T・の色と 

その品質の關係に就ては從來多數海研究せ 

ら州 稻村時思氏,長件川孝三氏注’,アカマッ 

クロマツに松浦作次頤青木繁氏は夫々 

タイワンアカ.•ツ,オキナハマッ|乙就いてい 

づれも色の濃いものは淡いも、の上!)品質の良 

好なるけの發表があり,又稻吉克明氏は伽両 

海岸松に於て称す色別に大形なきことを報じ 

佐藤敬二氏,狩野徵次郭氏はマツに於て同一 

F州扌に潅したものは祓于つ・大小並忙發芽と種 

「の色とのIHJtcは一定の倾向がなかったと権 

第15表

産 地

～—- ー、;・「ー - , -,・•・=g .
新肩獵が在士別

C •< へ ・ §

普を
358 I/.7 33.4 27.7 30.1

土’
19.9 8.9 28.5 22.9 24.8

淡 6.7 64.3 34.0 26.0

混 25.1 63,2 45.1

申 50.9 57.1 42.7
IE股

谈 105 W 35,3 57.0 50.0

iR 3M 433 43.0 58.2 46.4
<KiV

中 询 ■ 34.2 53.8 55.0
海申

汰 41.0 22.? •H.8 61.6

11.2 *5.2 8.0 ら6 8コ
»»

tv- 巾 4.4 1-4 4.4 H.4 4.0
an軍

淡・ 1.0 2.8 2.8

的發
18 34.8 ■

33.3 33.9

茅 中 25.0 17.5 19.0 M 20.8
止令

淡 15.6 222 48.4 33.7 14.6

干炖 濃 65.6 54.8 46.9 7.7 22J
瞄 屮 24.3 33.4 38.6 30S 33.6
當合 10 1 ロ 14.5 61.5 44.3

•
1056? 11.123 12.210 8.77： 10.626

實

砒
■I* 11.162 11.007 12.917 9.771 9.845

淡 12274 11.031 13.262 10.791 11.670

じてゐる。以上の如く同-Wl'Uic對しても相異なった第果が示されて湍诚せられて居るが, 

之は結局各品種(!I!の将:皮の遺仰的性質(柚义の化學的必』弓筈の硏^結果により決定せらるべ 

まものと若察せられる。即ち同一粉抨研こ就ても濃色の如了•を産するものあり,之に反する場 

合あり,加辱は魏作物に於て普通に培られる如く遺仰:的なるものか否か在明碓にする必要カ: 

ある。次に師旋わ化爭的成分の双異により發芽カ:並に貯血力に相常の茬異を冇することと 

癸永一枝,村松榮兩艮が商梁のタンニン含・は白色即て少くて潞色帥に均 く,而も白色高梁 

は若色高梁に比して發歩步合が習しく劣る中みならず,席敗粒が多い寧を指摘Lた。懸等化 

項的成分と秘戍の色との:ft啷よ〇浪淡何れ只さか決定をあたへる根據となす形が出來初る 

ものと考寮鬼:られる。
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第16衰

ク“エゾ様皮の色と種丁の品質

産 址
下聞別名寄« fw|«AVF荊子队 

對“(鸟)(朝ほ)蕉)

泄 7.9皆 37資 5.扌 >
21.1 ■

松磐

対中・
申 3,9 245 3.3

-
23.7 2.1

1.9 9.7 6.7 23.3 13.3

ifi 6.4 35.5 58 I'M 2.1
風譯
芽

正率
中 4J 1 20.6 3-3 24.0 1.9

2.0 H.4 8.6 27.1 1X8

泌 3.6 4.0 42 3.2
鬱含

If 屮 け・〇 2.0 28 4.0 3.6
〇' •「

決 453
•

23.0 5.0 4.0

領 3,2 27.8 3.4 15.2 L2
瞥;5
芽’ 20 15.4 2.4 '• 08

展 0.6 5.8 4.4

ifi 59.3 81.3 60.7 81.7 60.0
風發
莎 巾 556 1 76,2 75.0 79J •W.4

1E勢 • • i . 1
淡 375 93.5 66.7 66.7

千敗 16 38.9 59.2 37.2 37.3 53.1
熟 中 依 39.5 1 62.0 32.9
醇 15.9 门 8.0 13.3 1-tO

■ 
*

i* * 1 74 f 2352 2"
阮

申 2.019 1.978 2255 1^7 J 2.159

淡 1.975 1.362, 2.113 1.时 2.322

第17表

アカエソ種皮の色と種了・の品質
•

1
康・ 名寄 荣川 第 

士別(
旭川 下戸別

・ー ・- 1 — — ・ ー

遣 10.9' 六
23.9 : 26.8* 22.。 雰

•
芽

;a率
中 13.1 27.0 6.6 16-8 18.5

38.3 21.4 4.6 18.1 11.9

11.7 29.0 20,8 38.3 27,5
a!灸
芽

正率
中 15.3 34.5 20.8 28.5 33.7

淡 48.4 24.9 2.0 21.7 21.6

7.4 178 33.6 '30.0 20.0
驟

中 16.6 22.8 583 41.0 45.4

21.0 14.2 no 18.0 44.7

谚 6.む 17.8 10.0 23.4 17.8
笄覆
芽 中 «.4 20.0 5.6 14.0 13力

迥分
30.8 20.0 4.0 1-1.4 7B

谚 6L1 74.8 7レ 873 80.9
ata
歹 •1' 65.6 75.2 81.8 83.3 75.0

正餘
淡 80.6 93.5 87.0 80.9 65.1

千蚊 洸 48.3 45.5 36.2 45.8 54.2
淑 •1' 36X 29.2 45.2 36V 34.7
做合 淡 14.9 25.3 18.6 11.1

3.143： 3.1厲 2.9冷 2・99尸 2刨(：

實
中 2.P06 3.673 2730 2X115 2.837

•1?
3.106 3.10』 2.016 3.047 2379

第18表

祗法得冇本 I 机數割合

演

弭通駐穿庫!

申 、淡 盛 •1' , 申

H 1 僧 * 詞 *• 稀
56.4 0.0 42.3 30.3 0.0 75.0 23.9
35.1. oj 33.3 3GA 16.7 19.2 73.1
0.0 |

0.0 75.0 100.0 100.。 j MS 63.9
i 28.0 25.0 g 68Q 75.0 68.8 26.9

泄
7.9“ 37資 す >

21.1 :'|'
松磐
BH； 申 3,9 245 3.3

-
23.7 2.1

1.9 9.7 6.7 23.3 13.3

風錢
ifi 6.4 35.5 58 I'M 2.1

芽
正率

中 4J 1 20.6 3-3 24.0 1.9
2.0 H.4 8.6 27.1

泌 3.6 4.0 42 3.2

If 
波申

屮 け・〇 2.0 2.8 4.0 3.6

決 453 23.0 5.0 4.0

咨漆
3,2 27.8 3.4 15.2 1.2

芬’ 20 15.4 2.4 '• 08

ほ 0.6 5.8 4.4

鴻發
ifi 59.3 81.3 60.7 81.7 60.0

存
1E勢

巾 556
• • i . 1

76,2 75.0 79J •H.4

淡 375 93.5 66.7 66.7

千敗
38.9 59.2 37.2 37.3 53.1

熟 中 依 39.5 1 62.0 32.9
醇 15.9 门 8.0 13.3 1-10

■ 
4* i* * 1 74 f 2352 2濒
Ft

申 2.019 1.978 2255 1^7 J 2.159
收

1.975 2.113 1.时 2.222

0.0
0.0

・
〇

 

T

5.2
5
 
5
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以上の點よりトト‘マッ,エゾマッの極子の色とその品質について視るに,トドマツに於て

同じ母樹に產した和:了・間に於てはその色の和逕は少いが,状の品種啊には明沒なづ異を有すI 

る。クロエソ,7•カエゾに於ては母樹に依っても又同一母樹に產した莅果內に於ても,種皮 

の色の濃淡が明であるが,同一曲樹・□場令・に於ては淡色のちのに紙はが多く發芽は不良であ 

った。而して多數:のWJtilUた精班郁子に於ても,一般に濃色のものが優艮なる種子・が多 

い。 • こ

結 言

如何なる舞街より如何なる種矛を選別すれば最優良なものが得られるかといふ問題は林木 

稲子に對する挾本問題であるが,御ゆ採栗她に何樹決定桂現例;:琢つ生现生態界的設立と遣 

傳學的研究とに掀リ品称間の拙性粉が關明せられると共に,他面環境が川樹並にその祯子に 

及ぼす影客炸に就ても幾多の實签的硏究を要L,必増が解決せられる暁に就めて確定し再る 

のである。亞算に關しては從來より多くの調在研究があるが,Rjficトドマツ,エゾマツ据就 

皆ては掖をなみた。その結果二,三氣付きたる點を列供すれば下紀の如くである。•

1) トドマツに就ては同一品種也に近惣稲間に於て大@果を産する母樹より採菜せる種r 

の方が,小毬果を產する舟樹より採堪したる麵孑に比して,優良で可及的に也:循の大にして 

且つ高さの大なる珏果を產する站樹上り種子'を件べきものとi2められた。此の關係はM-W 

樹の毬果III］に於ても同様であって,大秘果崩の郁子は小枝果蘆の郁子に比枚して同氏が良好 

であった。丁カエゾ,ク・エゾに就きては調佗何樹數が少なく明瞧でない。

2) 枝果つ舟生此置に依る種了•品質の笼異は,一般:林地のトドマツに於ては岫の上部産 

の種了•が他の飾あに生ぜるものより侵良である。

クロエゾ,つ・カエノは状料少く明らかでないが,クロエゾは中都のものが良好'であった。

3) 秘チの曲果內の位限に依る品?’［の差異は,トト‘マッに就•CIWS-C申火都が放も貝好

であるが,ク・エダ,アカ工!Zはそのをカ:明晾でない。

4) トドマツに於ては闹皮の色差は異;;廊即に於て｝よ明であるが,同一狙樹産のものは明 

確でない,。クロエゾ,7•カエゾは同一荏果戒に於ても桶皮に濃淡があり,•段に淡宣ものは 

机粒が多くて诚莎が悪く ,濃色のものが良如•であった。



44

參考文獻

«)佐鶏敬二 マッに席:ナる衆現逸怵學的研呢筆TH 寸梁の火小が网了の总・业菊水の生口

icftir-rw 東大眼有林報告 wo16M

2)原m塑,柳探史I雄 寒:知性榔収の£ヤ以ム・蜜姑一W M1&芥合H水林墨會丸會据!«集

め Mnyr Monogmhic dcr nbithiccn de» Jnuniscbc Rcich< 1890

<佐鬱散ニ ニ,三の針葉出に於ける但必唯状比の分類的償(rt II木林學會雜よ［倒〇避 昭6 

におる)

4, (>. S» Perry nnrj C, A. G>vcr Seed Source and Quality Journal of Forc<ty Vol. XXXI No.l 1333

5>熊IH丈之遡 2季の俐］“ I.均 W:「の品•im伽II木・學會灿エ:培1017卷10M

,；)Al-lulgafur Acruy 險各的こ岭ける,•糸:よ及:/Bの研究(4少最)日君椒?蜡推忌 昭］3 2喳1冲

7'史爷m孝三 林相｛于の白も"其"注:危 帝辛と軒局休更次&婚钮告 邸3 尊I登

S) Cicslar Aphorism仗 au* dem Gcbictc dcr foraiiichcri Samenkundc III Die (Jmilkat iks Fichtcuwnmcns*

nach <cincr I age Im Zo]>fcii C：nir.ilblatt fUr des gesamte KorW-wesen 1893 S153

••>ゆド促雄 は果«;如如旺•呢にするな御子の品四:大日水山林分弛火。 454监

10) 丹哲次 应；(邱・成生位光を哭にする=グマッ,トドマツ糊子の品!Xに此て 牝;酬!林戈會根

大1】心

U)

12?
""津 元 £1•栄樹v fs大小及湖卩生位親によるnw卩のな 筋ザm林宙利 大止17號 

は川均ー,取・&宗緊 秀性及弭快に於けあ沌孑の火小と了涕敏站の邮K.休割會雜洁 昭512¢

1】.12M

13) m保无,奔刊・I:ー 工ノヽ・つ,アカニノマッ,卜>マッの啓!U及種!•・に即i・る研完 北大诚咎林研

究根若 «!〇 8 •密い歌

M ノ 柵村時防 明枷7偵!K芯水火林妃;に於ける网了•及苗松驗仗M明沏7年林菜队啜刘吿

3 6?
肉)

預)

'7)

松浦作泌町t タイランアカマツ;」孑の・似瑟披莎&の福係 奈樹山林fあ 昭7. 2 ；J 6O5W • 

盼木 S： tキナハr ・ソ::ドの腐奔に:Hする北冽法 レ化ビ十 昭7 3准1貌

fi ・ 浚 ホキナハマツの毬果也に稲子に网ナる調設研呢く郊ー祁)

ン,レビャ昭8 4您3谀

J8) 招H充,明 傍國海冷餘饨償の火小及色が会芬牛0に「拓に及ぼす制岸口木林嗯臼雑冶

昭1()I7.ff 1 CS

J9)
如、

狩湃載次1&; 寿母閃の火小が苗木の牛初に及ぽ十彩容 H术休”印雄詰 昭B I9¢ 9 M

矣永一・技,村松染 クンン公北分侨1拱构が商柬の犹夕中及听段力に及ばす登・に祝て

札幌農林學會報昭81M就

森林植物花粉の發芽試験
Y. ILirada and T. Yanagizawa : —Germination 

of forest tree pollen.

寒帶性樹種の品種改良試驗(第四報)

Improvement of tree species in the subarctic regions. (4)

帝室林野局出仕原 田 泰

帝室林野肘出仕柳漂聴.雄

銘 営 ii) 培着暴の顚烦に依る發芽

I材・料及試驗方法 狀態の塑異

n實境結果及・察 iii) 7E級の發劣:に及ぼす溫座

｛)供試机稀の花粉粒の•火さ の影は

业に發弟洪盼結果 !v) 花粉貯蔵法に伽する試弟結果

a.モミ閱樹種 1 摘 要

h.タウヒ風樹期 結 菖

c・刃ラマツ腋樹桢 參 考 文鹼

緖 言

謀林柄物の優泉品迎の增館と利用,理林の兩目的に遊ふ蓊欲の俐造の爲に,人工交配をー 

手段として迅ばなければならぬが.この交配な城功せしめる基礎條件として,開花期に於け 

る花器の生现に就て知悉すuを要する。特に林木に於ては一般殺作物と異り, Jarovigation 

photoperiodism等の操作に依る開花の人工的調節に困雅を伴奴為に,交配の實行に株Lては 

花粉の生理の硏究が一層に京要であり,之に伴ひ花物の好賊及び修送の問題の解決が要求せ 

らる、のである。

謀林柄物の花物の形態的硏究役花粉分折(pollriu.Kdsye)の方而より.生理生愈的®！究は抖
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木育稲の方而より認!査研究が進められつ、あるが,日木產モミ威,タウヒ覇,カラマツ咬植 

物に就ては共にその粟仪は空々たる;伏熊であり,當埸に於ける木道產主要樹秘の品種改氏・  

憶を行ふに當り,特にそれ等に就て關明するの要あるを認め,昭叫5年以降狂春の資料を以 

て凋査;：•瞼な行った。斯にその淑絲’i果の一端を必芸し,參考に贸せんとする次第である。

終りに堆花採物(;の他飯々なる抑援助を賜った和幌,旭川兩支局長を初め關係出弭所長, 

Mi!部蜘當陽丸山技手に塊く感翩ハ慮を長す。

!材料及試驗方法

昭印15年度には七ミ屬,クウヒ爛,カラマツ鄭泰 

朴杭构花伪の發井状皎を行つて,花粉粒の火さ遂に 

ハ済液の濃度•林小による我・殺祝に就て».L, 

交卜!•.マツ‘エゾマッの財殴i£［淀と花紛の占命に期 

して别に賞驗全行ひ,翌16年は前年度に於て盃然發 

芽堂現なかったカラマツ花粉に對し各稲の辯養液を 

使用して發芽:誓!をMみ,又トドマツ,エゾマッに 

就「師年麼ぐ引铉を花粉の片企に及ぼす心藏温度今 

蹈むに四し,又同17年度に於てはトドマツ,エゾす 

ツ花粉の凝•芽と沮戻のU係;こ就いて訓査を行った。

而丨て實故材料は各母樹より也花潛生枝條を採集 

して實・室內に於て,花粉の黑聚を行ったが,その 

叫保は第！应ぐ示すが如くである。雄花滔生枝驗と 

して送付を受けたものゝ内址花未熟なるものは廣口 

朕引!!し,實蛉窒內に保存・し大部分開荷後黑色模造 

紙上に花粉をり;めて使用した。採集花粉の一般保存 

法と・て昭和15年には小型の管塚屮松花粉を入れ, 

タッヒの 辞を涂く外は総・てコルク枪を行ひその俺 

にシ十一:申,”［いた明所］苗:',患色供•造紙にて蔽 

った耿口瓶申に入れ冲嶼い£化カルシウユム 

畑マ入れた450c.cの慎空瓶中に保住した眞空炕貯

供試
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藏の三利Iに卩K別して宰四に保存した。

昭預16,17年度のカラマツ.トドマツ,エゾマツ花粉は綿栓をした小型の管瓶中に入れて 

宝內に貯双した。

人工花粉發芽試驗法に就ては秘々なる方法があるが,今囘用ひたものはホールオブヂエク 

卜砲于全用ひて繇滴ツ演を行なひ,之をシャーレ又は索塊の發芽皿で貿め作って检いた温室 

巾に安貿して.25 Cの恒温器中に入れ24時即經過後翱佐した。發な床として一般:には農揩液

第1表

瑯摘の狀況 |州花着生 奔讨

n u

花册採集

花即採集迄の慮墓決
n 日

廊ー间

1叫膈跋
塑

w 枝 車 |發・狄驗
奶2
Vt¥A

樹応 1採集II M H

is? •' III 昭!1115伯
6 小 011 6加1日 そのま、保雄す 6J打:り1 "脚 V.A. X

90 31 20
同 

5JJ29H 6月4卩 同 F m 6月4 ロ 13W?

220 44 22 同 
5M24H 5JJ27H 水に挿し中内に保なす 5月PH 6JJ 8 日 5做

120 59 2〇
同

5 月 25|] 初 2811 同 6月8H 同 心

15。 30 12 问 

5JJ31H 6月 3|| W "HI3H 6加3日 同

120 28 10 M 
5月31日 6月3日 冏 •VJ21H 6月いH M

100 38 23 W 
5M30B 5 M 3011 同 6刀3H 6月3日 F.P. 25

210 85 2ら
同

6JJI0II 6月 1 111 その堂'保林す 6JJ1* 6月 I3H ド•1ゝ33

86 25 21 间
5JJ3U1 5 月 3111 7kに称し宰內に保作す 6JJ 6» 6JJ 6 日 7徳

450 75 跆
冋

5JJ28H 611 111 S・、悚妗 6)1 IH 6H 1 B 1W

180 74 21 同

5刀 Mil 5 月 22H 水に挿し军內に保なす 5 月 3QH 5月31日 2饿

20() 40 15 同 

5JJ3IB 6JJ 3 日 同 6)1 6H 6月60 1腆

80 36 15 5 ノ戲6日 5/J30II モのす'保任す 5H30H 6 月 ?11 如

25 9 7 : 同
5 月 26H 5刀8U 水に揶し辛内に保・す &月5H 6刀8日! 同

25 13 ’ノ
同

5月2却 5月22円 同 り冷H 5H2HI 同

20 12 7 1 昭和16邮
4凹 2511 4 刀 2511 同 刃J 711 5JJI4H

30 18 ' 同

5 月 311 5JJ 7H 同 间

4S 24 16 | 同

5月5H 5J] 7H 衣ちに花朝を採集寸 M しI

120 42 18 1 昭向17年 

5JJ20H M20U 史のまゝ保な十 刃⑵|| $月2勺

80 25 ' 16 同
5 月 1411 5月 I4H

水に挿し家内に保#す！

功?; II VJ2-II 1
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(化學用サッカローゼを用ふ)又は制師敞を5,10,の三極の濃度に游し使用Lた。共 

の他茶溜水,西撕添加のゼラチン液,ヘテ・キシン,アルファナフクリン閱酸,アスコルビ 

ン酸’ジャスターゼ’オリザ=ン・拘ほ會,»グン加里導の水溶液セ使用した°10%皿沖f液 

の水素イオン濃度は比色法に依る調在の結果はpH 5.8であった,而して培卷液は使HJ每に 

疝に各濃度のものを作って使用した。又探作を異にする証に2回又は3 luJHtmして波栄,喚 

を行ひ,その結果の平均飾を算出Lた。發井の檢鏡には一戒财內で250粒以上の花粉敎を耳: 

へ?础妙合を斜・非した。又同時に花紛敘の大さ並花粉管の長さ,巾を接眼腕临•を用ひて泌 

定した。同洌杏は各“・倣腿每に15將以上の標率花粉勒を選び,又花粉悴測定は波非床上に水 

平に成:KLたもののみを用ふること|CTOLた。

U實驗結果及考察

i)供試•皆径の花朝粒の大さ並に發芽試阪結果

"•モミ腾榭弑

アカトドマツ(Abie* sachalincnsis Mast.)供”潘就2號

7・カトドマツ癡楸Q火さは127x86〜10" 5(；”の向にあり,燧眞1の如く兩翼｝て夫々網 

目双の漫成を有する策荒を1個宛儒へ,中央部より髭芽し花粉管を仲畏する。花粉管の長さ 

はれ澎波の澆座に依り異るが,火眼4〇〜80" のH肋璨:も多く,戒長110/,を示した。又花粉粒 

中には花粉がその種持仃の形態｛:備へす,不整形でス表面に緘を冇ナるもの,又多少銃縮し 

內容物を缺くもの等が含ま儿 明らか昆不稔性花粉と認められるものが存して居った。柴等 

の花物靱の含有率は0.5祁!!快座であった。培挡基に產惜水溶液を使用した發:菜率は第1岡の 

如く貯萩法に就て旎れば,蜂空散附浅の分が明所,响所貯裁に比L貯愁後日數の緑適と共に 

發:牛率の依.咬か甚しい。姑は用戡ヶ所の部產の:瓜係より眞空瓶中に入れた挺化カルシュムに 

よる姻阳〇密とふめられた。併【•餌空肮K藏は他の坎’金と哭り花物轴間に黴を發生する?:と 

少く・その內少幟のものか焼て長朋に涉り發蔭カ5せるものがあった。诙钠液の濃崖は10 

～15f,內外かn好なりと此めら儿 之日第2表に示す通りである。

以上の結果より叫Lば花物採倡後6 日以後に於て發芽率は20V以下に左り,實用上交配用 

花粉として他用に耐へない。豁し此の場合雄花着生け條採’母り花粉集聚に至る造6 F!以上 

經むせる全以て"根上で成湘た浙辭花彻奮用ひた場合とは旋分異ったあ棵であると認めら 

れる。
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第2表

部週 
FI吸

培養爲if;挽

5 % 10% 15 メ

〇 51.4 う爲 673 60

2 55.9 59.9 54.3 ro
4 32.5 35.9 43.3

6 24.9 36.9 32.4 40

8 4.3 7.5 11.5 30
12 1.7 1.4 5.4

16 0.3 1.3 L2

20 0.0 0.0 0.0
10

24 0.0 〇3 0.0

0.0 。•〇 0.0

第】园 アカトドーーッ花阪芬率

ウラジ ロモミ(Abies homolcpis Sicb. ct Zucc.)

花粉枕の大さは132X85〜122x05“にしてトドマツ花粉に比しや、大型であった。發芽試 

驗材料として哉叩衆,宇都宮逐の花粉を使用したが何れも發梦率惡く,共の結果は次の如く 

である。

藪原産ウラジロモミ(供茯糖尤3)6月8日處理

収惜液5 %の培探基,發芽构0.9”,花粉管長85〃,他の10吋,15海度のもの發芽せ 

るものなし。

宇都宮產ウラジ“モミ(供試一推號4)8月8日處理
庶前液5 グの培養基,發芽部1.3",花粉・長瑜•10%潔膳液.2；6為他の15%のも 

の發芽せるものなし。

共の後2 H目每に數囘絕返して試驗を行つたが何れも發芽を見なかった。昭和18年膜に於 

ても,灯光産のウラジ・モミfcKWf及び御荷前の1()",水尚夜を使用したか何れも發芽を紹 

められなかった。併し昭和17年废三段産のものを使用した結果は瑾的液5Wの培養塞發芽率 

S.0%,10%濃供は5..域で15%のものは發芽を見な力、った。

是幣發纳眇の原因としては花粉採集せタ際に晚心咨命を失って居ったためか,又發芽床 

が適さない爲か不明で今後の調査を要する〇尙木捌越は本州中部山岳地制こ於ける乘立分布 

から視ればモミとシラビソ又はアヲモリ!ドマッの!»］に即ち海拔1000m〜17(X)m附近に分布
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し,その開花期吓が札幌附近の低山地帶のトドマツに近战し,交雑用花粉・を適期に得るに好 

带合で昭和14,15兩年度共比皎的新衅と認められる花粉を多弁に採集し徊て多數人工交配を 

施行し德た。

シラペ(Abies Veitchii Lindl.)供試希號 5

本樹秋はウラジロモミ上節限界に接し,それ以上の高所に分布するもので,次のアヲモリ 

トドマツと共に札幌附近のトドマツ開花朋より蚊週間返 第3表

れるために,トドマ勺開花耕中に交雜用花粉を得るのが 

困難である。供状材料も雄花が未熟のために左期間室內 

で水に拝し開花せしめた傍發弟率が特に不良であった。

發芽床の瓯擀濃度別の發芽;率は第3表の如くである。即 

ち牌度が高まるにつれ狡象率の低下が認められる。

花粉村の大さは132x75〜94 x 66“ icして,發芽せる花粉 

管の長さは38〜122" の邸にあり,平均66魅を示した。

アヲモリトドマツ(Abies Mariesii Mast.)供試:芥號6

培養・就itt度

II K "% 10% 15% 水

〇
5胃 :;

1.5
并

0.0 3.7

2 5.7 4.9 2.4 —
6 U 〇お 1.0 一

10 2.6 0.0 0.7 —

14 1.4 0・3 0.0 —
18 of

0.0 0.0 —
位 0.0 0.0 0.0 -

本糊もハイマツ地微C績く亞南巾地帶に分布L,その上部限界は2550m內外にしてその開

花明5S <,トドマツとの交椎のため數囘王漩,項訪出張所より雄花莉生枝條の送付を受けた 

が,何れも来熱で,僅少筮花級採集をなし柯たのみであった。その7ビ物も發芽牢は非常に懇 

く読高5 %で大部分は發穿を見なかった。花粉幼の大さは122X75/4程度でおる。

b・タウヒ風樹称

エヅマッ(Picca jczocnsis Carr.)供は番號7

花粉枕の大さは132x76〜103X5伽にして,大部分長控!22～】13",烷徊75～(56"のもの 

疝多を占めて居る。(その發芥の狀況は口眞3, 4の如くで蹈る)よる發芽試験の結 

果を綜合すれば第2翩の如く,花勒採集後6QIII)は70%の發:芽:率を在する。それ以後は急速 

に或券力セ失ひ2〇口を斶督れば全然發芽を見なかった。

7幽貯汲ケ応と發芽部との關係は最初は一定の傾向が認められなカ、ったが,貯湖GH目に 

至って帮所,黄空瓶貯裁の分は花粉中の徴の發生激しく,遂に發必力を失ったが明所貯級の 

分は比絞的波生少く!6H目に於ては33.あの扱芽津を示した。是葬發芽率の減少は花粉自身 

の生理的消?｛に职因するが•他面花析粒Wに發生する股其の他徹芳物に依る害作用が甚し< 

鴻められる。故に貯蔵に際して風の發生を防止する:な味でも特に低沮に保ち上ヒ欧的乾燦した

狀態に保伊することが必要なりと,謎・めら 

れる。

拍茂液の濃樫に關して!i, 一駁に濃度 

の低い方が發芽艮好の傾向を示し,花粉 

傍畏測定の帯果も第4竅の如く,濃度の 

高世より低きに向ふ秘花粉だの生长が良 

好であった。又花粉の年齡を垛ると共に 

花粉管長もH長惑く短小になった。

第4號

押過: 培a妨濃度

11
・一

10%' 1 1 ■
U

〇 ー
235% P

4 186.7 146.6 136.0
6 185.9 157.7 119.2
8 136,5 122.3 113.0

12 68.3 68.2 66.0
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一雄花の中央篇の覇から採策せる花粉とその兩靖より採集せるものと比皎のため發弟云驗 

を行った結果は次か如く,

先端都50.8% 中火部57.2 末端部53.8叫

三者とも大差がないが幾分中火都のものが農好・であり.•⑥果に於ける称子•蒞生噺位:の貪芽卒 

の結果と同一の倾向5t示した。

不’稔性7幽と認められる形態的不4縛花粉の含有率は3,525粒渦笹の內32粒即ち0.91%刈・度 

であった。

アカエソマッ(Picea Glchnii Mast.)供試费耽9

花粉粒の大さは141X85〜103 X56〃 にして,畏担122〜133ハ,疤徑75〜66たの間最多全占あ, 

その形傾は以眞5, 6の如くである〇形態的不:％花粉は4,311110內その含・伯阳0.35 .,で 

ある。

旗理敞に依る發芽率を見るにクロエノに比し也く花紛採集後G 日迄は2艸內外を保つもそ 

れを經過すれぱ藤次低诚する。

唏所貯蔽は最初の14 n wは非‘常に廖芽が良好であるかそれ以後は明所貯瓶と的ー傾向をた
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どった。眞空瓶貯蔵は1〇日迄は20%內クトの發芽力を有するも是より急激に低下い4日に至れ

第5表

ゝ’

產のものは發革良好であるが,氣川產

、のものは惡く千頭產のものは4日以後

急激に發芽力を低下す。而して最初よ

り被芽良好でない氣田産も之に)丈する

千頭産も發芽力消失時期は网ーであっ

た。

千頭奇花粉に就を貯蔵法の差異に依

る發芽カ低波の傾向を視る!CJJ5 6表の

ハリ疋ミ(Pitta polita Carr.)供試希號10,11

梱は氣田,千頭出强所部內に於ては100〇〜1300m內外に分布し,開花期は札祝附近低山 

地帯のエヅマツ開花囲と一致し,ウシジ"モミと何様に交維用花粉を容功に乘聚し符る。

花彻妃>大さは132X113~113X56〃 の間にあり,氣旧産のものは千頭産に比して幾分小 

さく,短徑75〜66“,炭席122〜113〃 なるに,

にある。

發・試胶の結果は第4期の如く千頊

ば1%以下になるも全然發芽力を失ふに至らナ,24日に至りて初めて發芽力士失ふ。この傾 

向は7•カトドマツの場合と同樣である。遍和f液の淚度と簽劣紳との㈱係は役初の4日間は】〇 

〜15%のものに發身:が艮好であるが經過日數を経ると共に此の關係は不規則になる。次に花 

粉管仲長の狀態は第5表の如くエソマツの場合と同樣に澆度かき程伸長艮好である。又日セ 

経ると共に管長の短くなるを認められた。

万カエ射マツ花初發呀組

培陥奨濃度(暗所)f = ロ
H » 10% 15%

44)

〇 2215 182^ 乒 
158.0 3〇

2 197.3 194.3 119.3 20
6 218.8 270.0 188.0

10 1732 209.0 153.3 10

14 137.4 1 995 114.6
18 65.6 j 90.4 66.0

千頭産は短很85〜98〃,長後122〜132/<の範圍
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如く,明所貯澈は大閥徵の發生少く良好・であったが•眞空硬り貯藏は最初の一進間內外は他 

の貯藏法と異〇發芽卓が悪いが,長那尚發芽力を保ちこの航向は無印凍の花粉に就ても同樣 

である。苞描の澳度は簿走视大備發芽良好•であった。花 第7表

粉惨の佃艮は大體狡芝艮好なる千頭術のものに長くその

結果は第7表の如くである。 曙". 厂

タウヒ(Picca jczocnsis Carr. var. hondoensis Kchd.)供試満號!2

第6表
聊

? 108.0 80.0

押J3 貯 .:'■・方 法 播養募眾 10 110.0 62,7
ntt 叫所 Uri所 就焕 3ハ 10以 16% 网 15 97.芬

〇
*

55.0
%

7JJ
一S
43.9

X
50.0 » 聡 5 1223 59.7

4 57.7 51.6 54.4 53 4 50.7 59.5 10 84.7 50.3
6 39.9 34.7 32.8 51.5 32.9 23.0

X 方 じ 78.3 66.0
8 1 22.8 19.0 12.8 29.8 17.1 7 8

刀 !_j ____J1 »v

ip 8.1 9.0 6」 8.3 8,3 6.1 5 56.3 87.7

14 2.1 20 , 15.2 11.4 4.3 3.5 法 空 10 91.0 87.7

18 0.0 〇〇 5.0 0.0 4.4 0・6 双 15 76:7 503

221 0.0 0.0 Q0 0.0 0,0 0.0
21； 花槌;:SifcStG 過

木樹些つ花紛粒の大さは132 x 94〃 〜％ x 36/Si川にあり,暴供113〜】2部,*.*GG

I川のもの放多を占む。旳編こ際しては同一花粉をコルク栓衅綿1:、を冇する二郡の小皆炕に 

入iUttW^L^oその結果は第5岡の如くである。

帝源貯藏う場合は明所及び噌所貯蔵と议空脫0級に格段の采を生じ,就空脱貯普の我合旗 

4日目に!0如カセ失ひ退臨が發身:力に惡形’；藤を及ぼすか明.歐.である。PM IUJ所及び暗所貯双 

は長期伽!卩ちー、月以上破芽力を保った。ナルク拴貯萩は疲中に混気に保ち,じ:の殺生多］し 

てその用に發芽刀を失ふことが渤栓の場合に比し早い。コハク!;:の明所及び呼!所貯戲とi ［空 

杭停栽はその成績に大筮かないが•i!空粗盼眦〇方が幾分を3 Nが艮奸であった。圮エ E 

成溜淹の濃度と發外率との關係は10れのもの股も狱・平貝好でその拙果は第8表の如くであっ 

た。

花粉管長も發芽率艮測液10,;のものに於て火將發育艮好でめる。各濃度・つ平均氏は弟 

0妾の価りである。

不’整形花粉粒は3,38鮮立中】I烛にLて含冇・卒0.33•,に過ぎない。
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第5U タウヒ花訝!a勢率

ャツガタケクウヒ(Piccu Koyamai Shiragva)供,汰番祝13

〇 2 4 6 1〇 14 1B X2 ス 6 30 34 饵日故

8表 第9表

経過1 用诊波泌ゆ 心|

U數:

M 校 ルク 栓

日51 5% 性］ 15% 10% 15% I 5 10% 性

〇
髭

60.7 62.6 1 4
46.5

-.

〇
产195.6 287.6 ' 60苦 M P

1 .

41.1 47.8 44.5
2 139.2 139.0 1504 94.0 200.3 1503

4 44.7
48.3

62.2
55.2

45.3
4 732 113.0 1 75.2 103.3 188.0 127.845.0
6 I 197.3 195.3 135.0 103.3 141.0 IE

3fc " ルケ松M汎の5?
6 I

率秩はハケ麻山風海拔!5()0-1800m 〇カラマツ林中に生じるもので,花物粒の大さは122

X85-W3X&6/4 ©IIIIJCあり兼種103“,短復70八 の間のもの最多社占む。

發井試め紿果は第6IM!の如く,エゾマツに次で發井率髙く,叉發芽カ保持期川｝も1月以上

に及んだ。

明所R測・は喑所貯栽に比牧して發井不艮であり,文眞空瓶貯裁は6日間にて披芽率は20丄 

以下に低下z・るも發芽カ保持期川炽くら日何田至って初めて發芽力を失った。2〇日以後•發ゆ 

率の不说則なるは微’側状に發生して平均資料を得るH:困難!?あった爲である。理価液の濃 

度にむする液兆宰の藻異は顺祥に認められないが,大體濃曲薄きものが象柴良好・であった。

:
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不備形花粉粒の含冇率は他の樹技に比絞『て多く’5,6鈴斂中12綽冶ま"その率は2.2切,で 

ある。花粉倍の生長狀態は,第io我ノ:如’く濃座の簿せもの大億發育良好であろ。

本樹種の花洪 

粉粒の大さは7〇 

141 X 閃—94
60 

x5»/»の叩に 

あり毗!13切 

～1〇3“,短統1〇 

75-66/. |川の 

もの最多にし30 

て發ヰ力は10如 

11FIには殆ん 

ど失ふも之せ,〇 

戒撫液の濃度
6

WsS 1
H fft

"〇 所

5% | 10% ; 15%

2 113.。 i
尹i

97.3 | 53.0
«’ 151.0 112.6 60-8
•- 188-0 112.5 1 135。

1(, 131.7 , 134.7 105.0
"〇 72J Mq i 90,9
40 54.1 I 37.6 75.2

40 H H は iftg 瞬

第11表

w過！ 瘦

11 » '
1 竺 10北

〇 216*2
.If 

2FO2 ■ P
97.«

2 173.0 152.4 88.4

2 10 14 a枚
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別に闵示すれば第7网わ如く备浜度共陪んど同一で..5财のものが他亿比狡して少しく披芽 

良好である。貯双法による卖芽率«他の場合と同孫に影空版脇’、花籾の發オが腐好でないが 

その关は著しくない。

退化祂の會右率は(K0祂巾4 |i：；cして含fj’率0.61签である。花粉管は5〜1(Wの薄き濃度 

の分艮くその銘果/11表の如くである。

カナダタウヒ(White spruce) (Picca canadensis B. S. P.)供試帝號、15

木枝麻の花物發オ・馭の結果は诳和出淺液.5 %, 20.2%,1()%, 27.4 15*, であ

ったが舞初な航査は出來なかった。

c.キラマッ間樹圖

カラマツ(Lnrix Kaempferi Sarg.)供;t番號17,18

木甜巨の花坊枕は乾燃狀態と水汲を吸收した場合とは殊しく形態を異にする。即ち乾燥狀 

態にあるものJiVrjTfJOの如く,牛依狀をなすも址ゑ液中にある埸令«は袞讹11の如く,略球狀 

槌する。

•而して乾留:花粉却:の大さは,正而啊狀部は82x用〜G9X 65/.(にして伽而牛皿部は91X58〜 

60x50,”である。又坊答應中の花朽粒の大さは!08x80-80x74/!にして,95〜85〃 のもの 

此多を占むる。

又不封E花粉と日められるものとしては75X7O/Zの大さを示した。

"仇时Mと感められる赤花辙と宥花羅の花勒粒の火さを比紋ナれば赤花稀90.3XS6.7/?, 

膏花櫟应•7x87伽(百粒平均敏)であった。

不稔性花紡粒の含冇率は赤花種に於て3.2•械,閲花種は3.8う％でモミ成,クウヒ屬植物に 

比し多數てあった。

花なの彼芽站いに就ては昭和15年度に坍我花としてサッカS ーゼを使用し弘が全然發芽を 

兄なかった。依ってn;年度には紡に次の如き辩養庭を用ひて發弟"験上行ったが完全に破外 

したものぜ発WJ•很らitなかった。

・屮ッカロ ーゼ10”+窕犬1/

サッカu ーゼ10叱+ゼラチン2 *

朗推1()；+ヘテuキシン0.002?；

項愤10〃 +ナワクレン蘇酸0.002馅

ぬ№6% +オリザ=ン(若通品1ccjclfkc©水を加ふ)

•时

N浏卩5% + アスコルピン酸0.1怡

遊沸15必+ジャス・ターゼ1.0"

庶前15/イ。グン加里0.1%

へナロキシン0.002%

ナフタレン醐酸0.002%

オリザニン(普通品！ee IC水19ccを加へる)

アスコルビン酸〇 •1必,ジャスターゼ1.0-；

“ダン加里〇・",水道水,個萄鞄〇妬

第一回發芽試啜ん結果を滋堀:して新に曖ビ液,枸牌蔑全用ひて發芽众驗を行った。るの成 

鎮は第12,13表の如くである。

第12表 赤花感 カラマツ5月20日虐理

花 再 壮 の 状 況(有分動

希tw 培 茬 液
皿 li> 2a 2b ,3 4 6

1 Wr 花 淀 〇 20 1* 61 采・ 2

2 9 エンM 50% K» 〇 〇 〇 〇

3 ・同 10% 4 J 95 〇 〇 〇 〇

4 同 5% i： n 80 3 〇 3 〇

5 へう'”・シン 〇」％ 〇 〇 〇 13 87 〇 0

6 005% "〇 〇 〇 〇 100 〇 〇

% 7ス コルビン酸 10% ’〇 〇 6
,i
4 56 が 云・.

A 5X 〇・ 〇 ・ 〇 33 35 30 2

9 葡 我(燃汝 50% 〇 〇 〇 〇 100 0 〇

!O (■•1 30% 〇 〇 〇 ° 皿 0 0

笫13表 靑花故カラマツ5月20H虏训

« M 培 卷 ZA*
花 闵 の 狀 況 (百分率>

浪
1 ii> 3a

虹
:: 4

1 雑 花 波 〇
♦

〇 〇)
1

0 〇 6

2 ク ニ ン酸
林!

〇 〇 100 0 〇 〇 〇

3 ♦- 局 林 1 〇 49 50 〇 〇 〇

4 同 5% 7 6 34 38 〇 15 〇
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其の發:必狀況を次の如く分類して觀察した。

1) 花粉管の認められるもの

-In.長さ4〃 以上

lb,長さ"以下

2) 原形’質分炯狀熊をF・して居ると誡められるもの

2a.强度•2b・弱度

3) 水分を吸收L彫滿せるもの

4) 內容物を魇出せるもの

5) 不稔性花粉と認められるもの

以上の成績によれば完全に發芽をなしたのは枸牌酸10%及5 %滲液にして最高14必の發弟 

率を徂た。ヘテロキシン・葡鞘!?fの水滲液は刊度の原形質分削或:は膨滿となりて全燃扱なを 

認められなかった。

是の結果に依り有催酸が扱芽に有効なりと認められたので,アスコルビン酸.枸辭酸を使 

用して再び發芽試喧た行った。その結果は次の如くである。

第14表 赤花種 カラマツ5月2】R處理

59

花 份 粒 の 狀 況(Tf分率>

以上の結果に依りアスコルビン酸,枸照聘i?;能に於て共に發芬可恭で,アスコルビン酸は 

!〜10%の濃度に又构僦樓は0.5-5 %の範|閑に於ては共に濃度の濃世程發芽良好なる傾向が 

認められた。

将號 培 5 淀
花 村 tt の 状 況 く百分率)

In lb 2a 26 1 3 4 6

1 アK nルビン破 10% . 〇 6 8 10 14 〇・. 〇

2 同 7%- 〇 7、 5 II I 76 〇

3 同 5% 〇 5 6 11 3 74 1:

4 同 .3% ° 3 〇 33 25 ' 〇

5 In! 1% 〇 5 3 21 43 27 1

6 クエン醃 5% 〇 8 3 12 17 60 〇

7 . 屈 3% 〇 〇 1 23 H 62 〇

8 同 1% 〇 • 3 4 21 28 4-1 〇

9
侦・|

0.5% 〇 〇 4 8 50 38 〇

枸攝段に就て之を再び航阪し表結果は第16,17表の如く,靑花枸・酸5 う處理に於ては最 

髙31%の發芽率を构た。

第16表 赤花毬信州カラマツ5月22日応理

排は

-- 1-. ----i-- —=--

tg 茬
花 酎 W ? 狀 況 (百分半:

•*r m *n
la • 2I、 3 4 3一

1 クエン K 5% 5 4 44 * 1

2 同 3% 2 1 〇 57 1 羽・ 2

3 同 1% 〇 〇 〇 36 5 58 !

V 同 05% 〇 0 〇 27 7
4 I |

63 2
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第17表 尚花依 信揃カラマツ5月22日応理

&號 培 養

^
液

______ 7E 份 粒 の 狀 況く百分率>

U lb 幼 3 4 5

1 クエン酸 5% 17 14 33 19 〇 13, 4
,、枣 -M 3% 1 8 〇 50 1 * 39 . 1

3 圖 嫌 〇 2 〇 38 II 47 2

4 向 0.5% | 〇 3 〇 44 18 30 5

本種の發弗技唸結果を綜合して万察すれば次の如くである。

カラマツ花粉發芽の狀後を跋察すれば世眞12,13«】4の如く,我血の細胞膜が破れて佛側 

形の長律の・端より花粉管を伸厦せしむる。而してその花勒管長は最長5〃 程度にして,前 

紀公他の樹附r比汶して非常,こ坂小でおる。又址关液の水素イオン濃度を比色法により測定 

すれほ・拘憐駿5 %, pH.1.8,アスコルビン酸10%は2.6を示し酸性庄火である。

仙花粉營長は短小で他に更に適前した培签液の發見が必耍である。

欧用カラマツ(Larix euro西羿D. C.)供脚兢!8

本秋の花苗技め形能は,カラマツと技似するもやゝ小型である。即ち乾煙花馈粒の正面圓 

狀怖のたさは74x70~GGxG0z< lcして側而半側狀は90乂36〜G3又60"である。又培養塞中の 

花粉检の大さは!10x8o~91 x7?/« ICして,吁均PG.2X82.S//であった。不稔性花縁椅:は平均 

85x62刀ICして花份粒屮"會右率はカラマツに比牧して非常に多く19.28グである。

木珂わ發芽に憩當なる培養暴は,前紀カラマツの以;合と同樣に各種の培聲液を使用して就 

版セ行った結果矢泓;构撫％及びアスコルピン酸水滔液を使用した場合のみ花粉皆の伸長が認 

められた。その結果は第1&19, 20表の如くである。而して培於液の濃度に關Lてもカラマ 

ッの坊合と同换に枸槌酸5 %,アスコルビン酸10%が最(,發•芽がル好であつた。

第18表

在E? 依

1・ 〒•十・1* — ― -
花松粒の狀訳 (百分制)5JJ20日處理

培 溪
>〇 m 2a 2b 3 4 5

1 曜 花 波 〇 〇 15 35 50 〇 〇

2 ク エン械 50が 〇 〇 96 〇 1 ! 2

3 H ［〇% オ、 1 94 4 〇 〇 〇

4 M 琼 ! 5 8K 6 〇 2 〇
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第19表

番做 堵 $ rt
花Wtt ©tt» (甘时>________________

la lb 2a 2b 3 4 5

5 ヘテ"キレン 0.1% 〇 〇 81 2 17 〇 〇

6 同 0.05% 〇 〇 〇 27 69 〇 4
-•
7 ァ、nルビン 2% 〇 〇 16 16 〇 68 〇

8 同 5% 〇 〇 . 〇 40 22 38 〇

9 簡瀏堵波 50% ； 0 〇 〇 85 〇 〇 15

10 %% ° 〇 49 51 〇 〇 0

蓄M 培 « W
花粉韓の狀況(百分率)5刀田!]慮理

la lb 2' 21. 3 4 5

I アスnルビン滴 10% 〇 3 22 13 〇 62 〇

2 M 7% 3 2 29 18 〇 48 〇

3 M 5% 〇 〇 20 16 〇 64 〇

4 H 3% 2 〇 10 34 8 46 〇

5 1〇1 1% 2 1 14 44 4 35 〇

6 クエン酸 5% 〇 1 17 35 30 17 〇

7 '3% 〇 1 15 63 > I ； 20 〇

8 问 1% 〇 0 4 48 17 31 〇

9 问 0.5% 〇 〇 〇 24 67 6 3

第20表

希減 陪 釜 «
花饥紋の狀況(仃分率)5 ,]23|1]£^

la lb お,. '• 8 4 6

1 クエ ン 酸 5% 2 6 84 1 〇 7 〇

2 同 3% 〇 3 〇 74 6 16 7

9；： H 1ぎ 〇 1 〇 71 〇 20 8

4 同 0.5% 〇 〇 〇 55 〇 43 2

ii)培養基の種類に依る?3芽狀態の差異

人工花粉發・芽床として羊皮紙,水草蕖’豚の助胧膜,水,砌杭液,砂情液に塞天又はゼラ 

チンを添加せるもの,或は7 9ビャゴム液％が川ひられるが:｛晩はpHの濃度と適當左涅
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透哩濃度によって,花粉の水温の吸收を洲節する目的で花粉の為性に終:じて秋々者素せられ 

てゐる。

林木の人工花粉發葬床としてDcnglcr, A,及びScamoni, A.は水道水,雨氷,蒸溜水, 

1〜2%の寒天,種々濃度の娜£及ぴ此福丽液をHJひたが斜葉樹に於ける肢結は蒸溜水力:最 

も良好で,洩惜は布他m優り濃度は薄を程良く 2〇%以上は發劣を妨げ水逆水及温室中では 

發歩しない型を示した。

エゾマツ,アカエヅマッ,タッヒ,ヤツガクケタッヒに就きて旅［世液,成御f液にゼラチン 

添加のもの,滴帛水,ヘテロキシン液・ヘテ・キシピに诳惜液を加へたもの等を使用して發 

非試驗を行った結果は第21表の如くである。是に依れば何れの樹削て於てもゼラチンに诙椭 

波添加の分攻も發芽良好で之に次で遡糖液であった。漩溜水は何れの場合も良好なる結果を 

示さナDenglcrの場合と反對,つ結果を示した。ヘテ“ 万ウキシンが或る濃圧では•花粉の發 

芽を妨げるが义或る澆匯では著しく發白を良好にすることを把めたと吹川俗英は总じてゐる 

が,この場合に於て怵狡芽は何れも粗密せられ花份悴の艮さも特に虫好なる狀應が,必められ 

なかった。

第21表
d ・ー ・• " ■ - = a ■ ・一 ・二 _ _ -

螺

▲・い・ ・ ヨ

床 の

--- U・二三二— ・・ = 4 一ー ・ヨ

& M
水 Mi 呻 〇%

雀械波2%
+

ぜラナン2%
ヘテnキレ 

ン 0.005%
ヘテ"キレン 
〇•〇尿+耽

グ"よ ゾ ぶ S23
■・必83.7

" 一
35.8

潢_

7 ・ エ‘.. 10.5 30J 10.3 18.2

夕 •> - t .83 62.6 783 — 52.7
キツガタケクウ匕j 24.3 80.5 81.4 21.5 53.3

貞・惜液の濃壤に就てはトドマツが】〇〜15%濃度が5 %に比較して發芽良好であるが,是に 

/Zし他の甜印ハリモミ,タリヒ,ヤツガタケタウヒ,卜•イツタウヒは濃度薄定ものの方か慰 

好であった。

尙トドrツに鸵て点落,治;汎皆,アスコルピン酸,クエン酸,水道水を缗雍基とIた發芽 

N以の結果は第史表の如く,他匍阳5%水縉夜が技も發弟良好にLて次に同.10%, 5 %にし 

て「用浴命流牺に劣つた。アスコルビン酸,拘府岐はカラー'・ツ・のU:合と・異り發身が阻害せら 

れた。水道水は第21表わクウヒ屬植物と異り全然發芽が將められなかった。次にエソヾツ, 
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ハリモミ,ヤツガタケタウヒ,ドイツタウヒ,シラべに就て荘糖と菊苗皆の比絞を行つた钻 

果は第23表の如く,由応!宙攵に發芽良好なるもの壮エゾマッ・ヤツガタケタウヒ,シラべにし 

て之旧反するものはハリモミ,ドイックウヒでおつた。

第22表 •第23表

nルビン酸溶液に於て發芽した。

培 實 液 砌率

化
ザッ カーゼ 15% 4弟

同 10% 10.1

1<4 5% 8.2

布鏡 15% 16.9

1"! 10% 1R9

M 5霧 M3

7 x コルピンn& 财 6.7

同 5% 45

同 1% 0.6

ク ユン酸 5% 4.5

同 1% 6.7

同 0.5% 8.4

7k 证 水 0.0

後芬宰
w a 衆 地 liWT

n>%
将

駒! 外
ク ロ ・エ Z 定 III « ' 5.7 7.7

あ リ モ 1 r- 顼! 7.7 5.1

同 氣 H! I&6 7.7

十ッカ・タケダウヒ 泓M <-»> 8.8 27.9

何 (二麟) 17•〇 °249

ドイツタウヒ 旭 川 38.0 36.7

レ つ ペ E泡 (一映> 8.0 122

・同 (二離 4.2

カラマツ,欧洲カラマツ花粉行に對する發强狀況は前 

章に於て詳述した如く.モミ塔,タウヒ禺植物花粉伸に 

冇効である燕就,初制世水淮液に發芽せ祁康酸,つ・ス

花粉管長の成長の艮否は大睹發非率と平行する様であるが,花粉の發芽に対する最迫環境

と花粉管の生長に対する城適環境とは何時でも一致するものでないと志佐誠が福じて居る如 

く例外的な榭郁もあるが一般:的にみて濃度溥ざものが何受良好であった。

iii)花粉の發芽に及ぽす溜度の影落

樹傑により夫々特有のiELffiの眼界中でなければ,それ等の花粉!:發芽し難い。トドマツ, 

エノマッ花椅(供試驗将戒19, 20)を使用して花粉の發芽业に花粉怜長に及ぼす湿度の影第 

に就て剩如した結果は次の通りである。

第24表 トドマツ制制W 5 ”使用 .

S" 5 ・い度"

H - - ■ • • -'
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疼理HH
惧略・ |・恒 溫 器 ヽ W 冷 横 Mi

花射 
管Ji55* 1花粉

楚妻ー 度 技芽率
花份
V? Ji 温 度 '■

» 長
fi度 砌仲

5B29D
ド

71.7
芻

71.9
•c

4°
•i

OX)
R 15.3°(： 

12・6～205
苔

54.8 1 46.9
,ド

5 1.0 12.5

5W3OB 82.7 81.3 30 15.1 に・5 16,9
H.0-20.4 57.1 87.5 3 0.0

6月】n 122.5 30 15.1 12.5 14.2
11.0-17.3 41.3 50.0 — —

6/UH 81.0 763 35 8.6 12.5 15.9
13.7 〜25.2 69.3 57.5 一 —

6月 3 1! 83.4 77.5 30 16.7 18<8 19.3
15.8 ～ 25.2 76.5 65.0 一 — * »

6力9日 7.0
I

35 0.0 — 16.9 
13.6-21.9 0.0 - 一 —

第52表 エゾマツ葡鶴搪5%使用

_

處琦时
g姦 25"C ttl 温 宰 内

---------
令 依

發勞单
花紛 
vt a

ia度’發・芽・率 花T9 兰_ま|駐芽率i 花切i N及’ ia度 aw|額

5 月 27R 83.8 p :C ゴ ゴ 13.9BC 
9.0 ～ 20.6

/
74.6

J- IO°C
12～8

1 - 卜

5 JJ29R 75.4 '98J
40 0.0 -

15.3 
12.6-20.4 45.6 5 

4-7 12.5 12.5

5 月30H 72.2 95.0 30 21.1 27.5 16.9 
14.0-^20.4 69.7 110.0 一 〇〇 —

6 JJ 1 H 72.1 1 101.3 30 33.9 22.5 心
丨L〇〜173 34.6 56.3 — —

6月邛, 76.9 110.。 ' 35 24.7 21.3 09
13.7 ～ 20.4 54/! 60.0 — — —

6JJ3日 74.9 80.0 30 30.4 25,0 19.3
155 ～ 25.2 60.7 "3 _ — —

その成耕に依ればトドマツ,エヅマツ花粉の迎適發芽温度は25"C附近にあるものと蹈めら 

れその故成溫度は5¢で3Cでは全然發衆をしなかった。又最乱温度は35¢以上であるが, 

•10Cになれば發芽不能になった。エゾマッはトドマツに«比し發芽可能の限界温度に於て离溫 

に於ても低溫に對しても破芽率が盛好•であった。

卜1•マッ,エダマッ共Iこ花粉管の伸長は大«!に於て25C內外に顏:も長く,农迫溫度より低 

iH飽に高温では何れも苫しく仲長を阻害せられた。又トドマツ花粉の打喩に依れば花粉の年 

【论が程て發寿力が低下すれば,最圖fl斐以外の低髙诅に對しては全然發芽をなしえなくなっ 

た。

トドマツ閒花關に於けるトドマツ雖花附近の纸溫は昭和17年5月の觀測によれば日巾1〇〜 

15Cであるが日射下にある地花の俺溫は,氣溫より3〜5C上］けるものと思はれ明犬が績 

けば容易に受精が行はれ得るものと洛められるか农冷な日が績くと花粉の發芽が領る不良と 
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なり受精に惡影理を及ぼすものと見做L徊る。

iv)花粉貯繼法に關する試驗結果 ^

花粉貯藏に就て安m貞雄:ば大閥!に於て,乾燥3肅,噌黑及び酸素の供裕を減すること等 

總て休眠狀態に置くかよい樣であるが絕對就燥は却って花椅の生理を客すること少くなく特 

に短期の貯藏は一般にこの極端な條件を避けた方が好結果を與へる様であると述べ又佐々木 

面も花粉の發芽保右と温湮との關係に就て褊!じ,花粉を絕封乾煉狀態に貯へることは,花粉 

の生命の絶對的長さは大であるがその發芽少合は遊だ低いから花粉の短朋貯藏には,絕對乾 

燥は顧して不可で密閉甘ぬ器中に貯へる程度がよく,長期の貯藏なれば數種の例外を除いて

、は大體乾煉貯藏がよいとした。 ’

今囘調东した結果は昭却15年度には各務冋共乾煙軸入眞空脱盼藏は他の明・所貯蔽に比株 

して發芽:率が數:日中に急激るが,發芽カ保持期間は反って長い倾向を示した。併しタ 

ウヒの如く綿栓を持って线空瓶中に入れたものは,急激に花粉內容物が炒せられ發芽力を 

失った。

特に容器の密閉を要するか否かといふ點に關しても宗內に慣世短期貯藏を行ふに際しては 

小管版中に密閉する那は花粉耕內の呼吸作用により水蒸氣が必U此の密作用が,&められ反つ 

て管瓶に綿拎をするを艮好とした。次に明所並に曜所貯菽の優劣は各樹穢兆明瞭な傾向力罹 

められなかったが一般に暗所貯・のものが幾分艮好である。

この點に關し佐々木新は光を遮斷した方がよいが密閉せぬ器に入れて暗室に’置 < と却って 

徴を生じて生企を短くすると指摘した。

以上の外にトドマツ,エヅマツに就て貯蔽狀驗を猊行した。

昭和15年度にはトト•マツ,エゾマッ花希｝(供試滞:號1.8)をバラフィン紙に包み460c.cの 

眞空瓶中に次の如き装:燥剤と共に貯魅Lた。

a) アドソール1标+漂白粉M

b) 木灰15c

c) アドソール15g

d) 囊化カルシウム1〇4

e) 對照

その間自祀溫讷度針に依る観測の結果はG月上旬に於ては最涇15〜20C,泌度阳’內汴, 

下旬は2〇〜25'Cの70%內外であった。而して發平华鑑定の培養基として双物水海液5, W.



】5%の三段を用ひその平均耕を使用した。

貯戒結果は第幻岗の如くトドマツ,エゾマツ共木灰,アドソール使用の分が發芽率保持に 

良好で处こ反«.窪化カルシュ人は1〇日目,こは救煥劑を使用しない對照の分と同樣にま劣’力全 

央した。即ち一般に虫化カルシュムの如き吸沏ノj强a•乾焼剤は使用に注意を要し木灰,ド 

ソールの如をものが侵良なるを認められた。長黝!臓實行には区煉劑の段爛及使用策に注意

を拂ふを要する激が解せられる。 •

n,ア｝•ソールI毎:•卜肉川札: <1.臨化カ*・々ウム1pK

<«. ★ ffi 15g e. 7( 阻

c・ア・ドソール10«

尙昭和1G年变の掴％險として2C冷湖低15, 25Cの掠溫器,糸內の四ケ所に貯皴して 

•温度ど花粉のご命に就いて检討した。採集7豳・バラフィン紙に包み之を5。のアト•ソール 

を入れたかOc.cの滔色能口瓶中に入れて密即L作ケ助こ保存丨た。WCf!通｛祥に貯蔵の分は 

G月以降氣淑(：15 C以上に上昇する爲担溫に保ち得なかった。埒錢液としては菊制世5,10, 
15苗水溶液を便用してその三辙わ平均値セ%めた。

そわ紿果は第9,10圖の如くである。

トドマツ花粉に就いて視till,貯蔽前の波芽率が低いにも拘らず非常に發芽カ保持の期間 

长く喝日4:好.担してもなほ•宛衆力を冇するものがあった。

』饵网度と發劣:寧の8M针後果2 Cの分波も發身:率高率にして照膵I駐藏の府効なるを實 

依止られた。次に25Cの分は貯級初期に急速に發堺カセ失ふもそれ以後は15、C室約貯蔵の 

分と大羌が認められない。
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第9BQ トド、・ッ花倒!t牌・・；

次にエゾマッもトドマツの蝎合と同樣に“•粉の・Sが反く 2C貯"の分は(0日にして初め 

て發芽力を失った。併し他の15C, 25C,株內洲3沙上电兆20日で妙力を夾ってトド 

マッと同様にCの三稲に火龙が認められなかった。叩 g 空内,2すCのI i序にや、録g 

の低下を認められた。此の蔑交風上注惹を耍する啣’足％發・牙・保・の知!的coI：J]|in<なく岑 

ろ高率な結實步合を持続する期間でありこの6冲が納1上!; ?永こたるのである。

〇 J & 9 |2 16 2D " V JJT 40 4S 卯 if 6〇 6S
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H!摘 要

昭和15年以降毎春トドマツ,エヅマッ,力»マツの人工交配試！也施行に圍・り交配に使用す 

る花粉トドマツ,ウラジロモミ,シラベ,7•ヲモリトドマツ,エゾマッ,アカエゾマッ,ヤ 

ツガタケタウJ カラマ・ソ,タウヒ,ハリモミ,ドイツタウヒ,カナダタッ匕,吹洲カラマ 

ツの13節こ就て花粉の人工發芽試驗を行ひ發芽璋,花粉敌の大さ,花粉管の長さ等に就て調 

色すると共に,發暫床の極類,培猱液の浇度及び彳幽い發芽と溫废との關係に就て訓死試簡 

した。又花粉の壽命と貯期法に就ても二,三實驗を試みた。その結果を綜合すれば次の如く 

である。

1) 花担の採巣H內地诺,道産樹種共に開花前の地花落生枝條の採集を行ひ,賞驗室內に 

開題せしめて之を採果使用した。

2) 各術穗の花紛の安內に於ける役芽力糅持期間はトドマツ24日,エソマッ20日,アカエ 

ソマツ22 FI.ハリモミ18日,クウヒ300(ヤツガタケクウヒ40日,卜’イツタウヒ14日間であ 

ったが,20%以上發多率を把鉄する期間はトドマツ6日,エヅマッ12日,アカエジマッ14日 

ハリ疋・ミGO.タウヒ10日,ヤツガタケタウヒ12日,ドイツタッヒ6日間であった。

3) 花粉發非保存カと泌度々の関係はトドマツ,エヅマツに就ては鸵燥州として木灰,T 

ドソールが有効で,褒化カルシュムの如を吸濕性の强宜.乾燥劑を使用したものは乾蜩削を使

用せざる旳照のものと同徐に不良であつた。又各樹皿共コルク检4寸の管瓶中に花粉を入れ, 

たを必化カルシュム入りの眞空瓶中に保有したものはその虫、溉ロ瓶又はシャレー中に保な 

したるものに比段して,最初發芽率の低i或は急激であるが發衆力保存期間は反って長期間に 

及んだ。是等は乾煥削わ適當な使用が花纷つ長間貯藏に絶對的に必要であることが認めら 

る。

4) 花粉の貯;*I!庞とお命との關係は,トドマツ,エゾマッに就いては2'C冷栽h|iに貯鐵 

したものが故も發芽力保持期即長く.トドマツは85日以上エゾマッは60日發芽力を有し!5-, 

2テの蚀沮器,室内に保篇したものは陪同供でトドマツ緑65日エソマツは20日川岡命を有し

て居った。

5) 明所貯蔵と暗所貯栽の差は明庶でないが,大聽に於て咁所貯萩の分が良好であった。 

踏所貯蔵は最初發芽・率は明所貯截に比叡して依いあ,貯蔵日數が経切すると共に咁所の場合 

は股か發生して反って放紐不良なるものがあった«<
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6) トドマツ,エゾマッ花粉の發芽に及ぼす溫度の影野に就いて剥死した結果を視ると兩 

花榜共破適温废は2oCで最低溫废は5C最高は3o*Cであった。そして3マ及び40•〇で 

作何れも發芽しなかった。又花粉管の伸長は大將に於て25°C附近に最も良好で,最適汲度よ 

り低溫或は高溫では何れも若しく伸長を阻吿せられた。

7) 發弟床の期那:就ては,トドマツに於ては而萄牺液にしてタウヒ,エソマッ,アカエ 

ソマツ,ヤツガタケタウヒに於て,ゼラチン2%に族牺液10%を添加せるものが最も發栗艮 

好•であって,次で虜漁i液わもので蒸闹水は不農であつた。ヘテ・キシン0.005ん濃度のもの 

は發芽阻雷の傾向が認められた。

庶推液の濃度に關しては,トドマツ以外は火體に於て5 ～10%程度のものの發兆良好であ 

った。カラマツ’欧洲カラマツは湖批,节離!牺液等には發芽が潔められず,枸編酸,アスコ 

ルピン酸を使用する明に依り初めて發芽試驗に成功した。その沒度は枸酔酸5 %,アスコル 

ビン酸10%水溶液が及も發殊良好であった。培養液の水;版イオン濃度に就き嚣胱するに,モ 

ミ,タウヒ腾はPH5.8〜6.4に發芽良好にして酸性度强き場合は發芽が阻害せられたが,力 

ラマツあに於てはpH1.8~2.6に良好・なる發芽をなし培推液が强酸性であるを必要とした。 

花粉晋ゆ仲長狀況は發刃漆と平行し,一般に淚度薄さもの程花粉管長く,乂貯级日致を終る 

と共に管斐が短くなる傾向が認められた。

8) 各樹稀共少數宛形態的不稔性花粉が詔められたが,その創合なやミ風,タウヒ£5植物 

では火偏1的以下であるが,ヤツガタケタウヒは例外的に2.26%であった。又カラマツ,欧 

洲カラマツは何れも多く前者は3.57必・後者は】9.28%を舍冇して居った。

結 售

トドマツ,エゾマッ,カラマツ,並木州商山地帮会は瞬の联種に對する花粉波必M駁の結 

果,開花前の雄花精生枝條を採集枪送の後實驗崟にて花粉集聚を行ひ,室内无戏にて1m] 

以內に交配作業を實行する場合には實用上容易に受精せしめ仰る可・節性が多分にあることを 

碇め得た。又トト’マッ,エゾマッ花粉發芽の最速湛度は25Cで,姑寧のも脚.り隗花期に於て 

は晴天で氣沮の高い程受钠關係に好都合であると推察することが出來る。

而して今後乾燥港の合理的使用と低恒温貯藏の硏究に依り更に花粉を長哪耿蔵し再て. 

人工交配を容易ならしめると共忙・皿,濕度が花粉に及ばす生班現象を明かにし以て受輔: 

生理の硏窕K進む後定である〇
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埒釜波 水泣水!040.6理

澈眞6. アカエジ !2111«« x80
培養液 サッカローゼ10% I府所む藏1940.G.10JS理



点眞7. ハリモキ 氣0J卒X80
培釜波 サッカ"ーゼ6 % Hff所时藏 1940.0.9處理

寫眞8. タウヒ 王龍衆X80
焙舞波 卄ッカ0一昌〇为 畤所听蔵 !940.6.10,4理



z

/

55JB9. ヤツガタケタウヒ 敏幼帝x80
粉舞彼 サッカ"ーゼ5% 曜所貯米 】940.6.9成理 敏の發生せるを示す

SK10-
カラマツ 寿!花!4? X120乾煤状鼬のもの



mu- カラマツ 赤花種X120
焙斐旅 ヘテ-キシン〇•05% W41.fi. 20虐理

寫眞12. カラマツ 赤花re xi2o
’咅釜被 アスコルビン酸10%1941.5.23鷹理



8X3-

井花俺X120
伟魅洼 クエン№3% №1.6.23な理

カラマツ 赤花棒X120
埒安破 クエン欧5%1911.5.23|S?6

寫真14



寫眞15. 歐州カラマツX120
培羨液 アスnルビン酸む % 1941.5.21處理

寫眞16. 欧州カクマッXI20
培養波 サッカ» 一せ10%1941.5.21応理



トドマツの人工交配に關する硏究

V. Harada an<l I'. V.inagizawa :—Experiments,、n the 

crossing tipnn Todo-fir,

寒帶性樹種の品種改良試驗(第五:報)

Improvement of tree species in the subarctic rccions. (5)

帝室林野局出仕原 田 泰

帝室林野局出仕柳澤聰雄

!絲 首

I!交您技術に關する幕礎訥杏

i渕布方法

ii剥包結果

n.雄眺花の着生狀i兄

b・開花に及ぼす外的條件

c.雑花の受精疏カと花扮のお命

B人工交讃に關する試驗

3試旅方法

i:試驗結果

a.交粧毬果の形態

&交雜獄予の形態

c・交祝:極子・の稔性

I7結 宮

參考艾曝

!緖 首

林地の銀位而積當リの收獲v:を極力增大する侃こは郭ら林您技希の進少に依仔すべをであ 

るが,その中でも林木品穂改艮は一つのm要なる中根を占めて居るものである。即ち林木存
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種は林木の推及び貿の増産方法として最も暴本的な造林技術的方策として泌めら、れ,現時に 

於でも之の方而の硏究の血:要必站以倍加するものと考察せられる。而して林木YJW法は實 

際的な方法から分離育種法と交備存岡法に分ち得る。寒制細舐を對照とした自種は何れの 

方法に於ても未だその緒に莉いたばかりで援業に於けるが如を坝善な業鎮を認め倬ない。伸 

し本法を缺極的に利用硏究し新品秋の育成に努刀する左らば,甲晚m<o目的を连成でを粗 

るものと特富し得え。

本道產主要針糜樹たるトドマツ,エソマッの品秋改良找騎として.站tトドマッ品顾の探究 

とその性狀に就て報告する處が有ったが,玆に昭和14年春以來述年實施中のトドマツ人工交 

配に岡し調农硏究した可•特に交配疚術に關するボ戻調卉と人工交尊に關する試險を琅綿め 

諸賢の參者に供する次第である〇

本爾??に降Lては交細母樹を設定した定山溪,札视兩出張所及び花粉採集を烦せる王澈 

薮原,遇城・宇紗们H張所職日各・件に驾し種々御援助を賜り,且又花驗遂行に阻・•ては蕾・場 

技乎丸山光矣氏及び冊尖戶淸次,東野讴艮兩君に多大の那芳助を得た。姓に記して深謝の意 

を表する。

n交配技術に閲する基礎調養

謀林机制お給木の交配作業は温室內で實施L佃る型作物と異なり,将Mなる困難と危險 

を伸ふものである。即ら外固條件を制累し難い野外の10m內外の樹上で袋掛,授粉挽作を碗 

はに遂行「るには,細密な注せ力と觀察力に基く特異な交配技術を要する。而して森林植物 

結にトト・マッ,エゾマツの開花及び授精現象には末だ不詳なSW稀る多く今後交游育種法の 

遂展と共に次第に闘明ならしめねばならない。玆に交樣試験より将たる二,三の冬去資料を 

祀す。

=.百松涔苗Ml附近に於ける調査

雌堆花影生狀況’朋花に及ぼす氣象條件•開花期に 

於ける花粉飛散狀況,授粉滴朋’辛の諸調在の爲昭和17 

年存辛札綿出茂所都內百松澤TfitHI«-J近に次の如く 3本 

の性樹を火定」之に寫眞L 2.場の如を權を作成し 

て,很察及び實驗を容易にした。
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•母樹所在地は豊平川に沿ふ河律平坦地の針渊混淆林にして,トドマツ幼肚樹に富む疎林で 

ある。

各母樹の雄班花落生位｛Hとその開花底i序並せ開花前後に於ける地花の生菸伏熊に就き綢査 

した。

開花聊の处象観測として同苗网拆埸百乘箱中に自記温度計,自記濕度計による涇沮度の 、例 

測と百交1號母樹の樹上I0.20m及び地上!.20mに於けるアースマン氏吸氣温度計に依る溫 

洒度及びアネモメーターに依る風速に就き比较飯測した。

花粉飛散時期にDcnglcr氏の花扮採集裝置即ちスライドガラスにグリセリン寒天液を塗布 

して址上又は百交1,2號母樹榕上に一定時間放政しそれに附新した花粉數を求めて花粉の飛 

散狀態を訓杏した。

次に百交】,2, 3附琳脚:舟し雌花の開花程度に応じ人工交配或は自然交配により授精せ 

しめて,雌花の間花程度と授粘との關係を明らかならしめた。即ち師に袋掛むな・る雌花に 

開花程度に應じて人工交配を行ひ又は開花程度に應じ順序袋損操作をなし,是等より得たる 

郁子・の內容セ柯在じて如何なる時期に授精なさしめたものが振:も髙い發芽率を示すかな關査

した。

b•定山溪に於ける法死.

木調杏トドマツの垂直的開花期を知る目的で昭和17年6月3日定山溪那業陽無窟根岳, 

定山溪市街地附症,百松澤苗廁に海抜高別に18本の母樹を股定し,その雌雄花を採集して開 

花狀況を綢如した。

ii調査結果

a・嫌堆花の若生耿況

トドマ/ツ继軍花の樹冠上の芾生位欲を見るに,雌花は樹冠上部の枝條の先蹣飾に若生し.

雄花はそれより下方の枝條に附辯する。雌雌花の藉生狀況を剥査I・た母樹百交!.2號の例 

を示せば!號木は頂陟より,1.79mの下部迄雌花を視・それ以下に雄花が2.00m下方迄生す 

る。

2號木に於て、も谊點より2.22mの下俗迄雌花の莉生を硯,それ以下陞花か1.50m下飾迄生 

する。

次に摩瑜花は主として前年度伸長した(開花期に觀察して)枝條に荒生する。

郎-…一
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前記の1,2號木の雌花济生度況は第1,2圖の如くであって,之を地上髙別,方位別に整 

班すれば笫!,'2衣の如くである。

第1表 百交トド.マツ1我维花お生表

y
北 *«£

»
東 東博 ifi 宿网 北叫 叶

E8 
0-50 13 3 23 I 0 2】 22 12 2 96

TO-I〇〇 19 16 〇 12 1 23 〇 〇 0 70

109-150 〇 II 〇 >3 〇 2 〇 9 35

I50~：00 3 〇 〇 〇 〇 0 ：' 6 6

計 35 30 23 25 44 24 15 11 207

- . - -
第2表 百交トドマツ2挟雌花魅心

—、方位!

ノりのy!点
北・ « At 車用

• •
南 it泗i l,1

4t四i
叶

CDI | 
〇'50 〇 〇 〇 〇 〇 〇

.._

〇 〇

匕0～100 2 2 〇 〇 2 0 〇 0 «'

10〇〜150 24 〇 6 〇 4 5 1 6 46

150-200 12 〇 10 7 9 i) 17 〇 55

200-250 〇 〇 〇 〇 8 0 , 5 〇 13

計 38 2 , 16 7 23 L_ 1 23
•: 1

1120

即ち將生圆に視らる、如く雌花は第一次分枝义は第二次分枝の先綿よりう0cm以內の位置 

に若生する。而して是等小採木の01花は方位による希生數の選異は徳められない。又!H鞘よ 

りの距擊による滞生數も枝絲の分岐の狀況に麒!r樣々であるが,頂點より2.00m以下となれ 

ば治花敢が急诚する。

次に百交トドマツ3我木に就き雄花の邢生狀況を調荷するに,即:花は地上高5.C0～10.60m 

刀絶圍の枝條に必生する。而して各方位別に地上10.00mのケ處の雄花莉生校條を採集して 

その游生狀況を"するに第3, 4, 5. 6岡の通りである。何れも前年伸艮した枝條の先端 

近くに着里し,少きは1街より多忠は30數術の雄花を我生する。一般に「1當り良好な南面又 

は制1面の太建秋・條に若生多 <,反對に北面又は北束而の日農にある枝條ii« 數が少い。

75
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第3圏 百交トドマツ3發木離花野生BI

北側(«L花梅數〔由流)縮尺七cm

第4H 仃史トドマツ3賊水坂花“生即 

東側(维花档ft如I演>福尺V-'"



笏5 |£| ti交トドマツ:;做木燃花生圖

由伽(雄花岫慟.)浦尺»an

第G倒 百交トドでッ:;我オWL花若生岡

网期(您花出せ262め泌尺Jc-..

b.間花に及ぼす外的條件

79

1年中の開花の時vはトドマツ,エゾマッ等の矣林植物では殆んど一定してゐる。伯:L尚 

細に假浅すれ出用花明たる春下の薫象條件»に編!Jとn射によって左右せられる。

又母樹の所在rる,置によっても由象徐件.•つ化に件って閔花期が夏化する。

或は伽こ開花期に逹した桢物に於ても1h中の如何なる時期に如何なる同序で開花するか 

が問扣となる。

この關係は農作物に於ては實によく剥去せられて7コるが森朴植盼に就ては不詳な點が少く 

ないが,Sramoni, A. 良がマッのヨ花「開花に及ぼすタト的條件を間佇した結果に據れば,低沒 

燧煙の年には著しく開花が起れ又南:穴の多い年にも多少閱花耕［れるのがおれられるが,開 

花狀態への非・建に％ずる最も定要な因r•は溫页であるとしてゐる。

又單木的に視たる開牛の定速わ來す偉件としては先ず太喝の也仲こよる温度が第一に數・ヽ 

られ,庇！卸Iあるものは常に開花が近れるこiセ諜めた。

次に本實驗の結果あ示せば次の如くである。

(1)開茏と氣象條件とり顚係

札槻!地方の低山壊帶に於けるトドマツは5月中旬泡跋たる日に開花し始めるのであるが•

5月中の木道に於呼る氣象锋件は一般にイ御iで二,三日混賤なるHが續けば次には數日卩豚 

冷な高谯な日が続くといった樣な展化挪1返しっゝ次舟に氣温が上界する。而してトドマッ 

は低沿世暖なF!に丽花するに至るのでおる。

昭初冲谜に於けるTi松濕苗圃附近のトドマツの開花狀況を記すれば次の如くである。

6 fl1311 (贖>R!逖花は顎状の!！5片坡藩十るに至る。 •

5)114^1811 は株离) 付ペ£花の1浜的［け。

6月IVH 荧该明) /网顷より仃妄 > 卜、 ッ3弑木堆花L初"。

n )J2(ni g) 蜘川以内":曲!花し仞M,百史卜 VI,顼杞成花花粉爪騎し叽•あも

め布リ。

AW2UI (峭) 自然状仞の竺倒切花するに笙らふ又花叫の狀浪松る’のタからす。

G月お日(気燈甫) 前IL と屍揺にしてん・後から版出・ろ〇 〇

6カ邱H 5わ H屮敏温富<大訊分・の耶H花尚花十。

6月24II Qめ ¢1111')引代Ii混HE先了十。

njl«H 5め け・花・.•ド爪し’•芯・："。

自う月G 日至5月310閭硕けるー百-松,酬砌に胶ける直配混泌旋の配錄は第3. 」我の如



so

く又百交トドマツ】暁木所在地の地上1.20m及枱上の地上の10.20m箇応の開花當時の乘象 

條件は第5表の如くである。

第3表

敏 mb
月Fl g 6時 8時 K嘴 12時 14畤 ,16時 | 18nj I20BJ 1221¢ r24峰|3妈 理

4 11 
5・6 4.6 4.8 5.0 <弓 8.6 11.6 11.2 7.2

L
・;.() 3.9 6.8 会

7 ' 3.8 尸 9.7 100 105 11.0 9.7 5.4 2.6 2& 66 同

8 3.3 4.0
£

-4.8 12 11£ 14.0 12.6 8.3 7.0 6.0 82 间

9 5.3 5.0 8.7 13.8 M.4 1-1-2 、、、12.3 ,• 5.2 5.0 -U 8.5 •R

10 2.6 2.0 5.2 10.7 13.0 16.3 17.3 15.2 11.3 8.2 8.5 1 8.6 9.9 岡

11 10.0 11.0 11.2 15.0 18.6 183 19,5 173 16.8 1 10.3 1 13.0 10.6 14.4 屍

12 93 86 85 '13,0 IH.0 193 17.0 1 14.6 13.9 」3.4 13.1 13.2 13.5

13 13.5 13.7 . 11.0 11.2 134 16.4 18.0 170 14.4 * 11.6 心 9.3 13.3

14 9.0 8ユ 100 13.4 00 13.3 12.4 12.2 II方 10.3 9.0 8.5 11.0 雨

ノ5 86 8.3 8.5 10.0 12.0 117 9,6 10.0 9.8 103 11.0 10.9 10.1 同

16 10.4 2.5 107 I0X) “.4 90
■

8.9 7-8 12 72 7.4 7.3 8.8

17 7.! 7.1 7.2 80 75 6.7 5.9 5J 4/' 4.7 6.7 £

18 4.8 5.1 5.4 85 7.7 7.5 6」 • 5.0 4.6 4.0 26 5.5 同

19 2.4 2.7 4・6 5.7 7.1 8.5 &8 7.9 7.0 5.5 5.3 8.0

20 4,7 3序 33 9.0 58 6.6 8.5 6.8 9.3 6.0 5.2 3.0 6.0 睹

21 VI う.0 73 9.3 10.9 IL6 10.3 10-8 9.6 8.2 7.1 7.0 &4 同

22 7.0 6.9, 6.7 8.7 1(X8 11.0 H.0 11.6 8心 5.6 1.9 3.0 8.0 间

23 2.0 1.7 4.0 1?.0 17.3 16.7 1,6.7 16.9 15.0
成’;
14.8 14.0 100 12.0 同

24 8.0 7.7 ; B0 16,2 18.5 21.0 24.〇 23.3 19.0 16.3 15.0 1 14.0 03 M
25 82 , 12.0 17.2 22.0 22.6 24.0 1 22.0 20.5 18.0 1 17.3 1 \22 17N 同

26 10.6 ； 10.0 10.5 16.4 17.3 2似 23.1 22.2 20.7 | 18.4 | 17.。 1 »4-5 ； 17.1 同

21 13.2 12.8 12.0 13.3 16,3 17.8 18.0 ! 16.0 13.0 9.0 t 66 7.4 13.0 同

28 8.5 8.2 7.0' 4.0 7.6 9.0 8.6 8.4 7.7 6.6 6.2 63 7.6 同

29 5.1 10,0 14.9 17.2 19.4 20.3 19.6 15.1 11.0 10.0 9.3 ' 13.2
30 8〇 8.8 14.0 20.0 20.7 215 20.9 16.0 13.3 11.3 10.6 11.8 , 14.8 晴

31 11.4 10.3 | 10.7 1 11.8 15.5 叮 15.7 15.4 “4.0 12.0 10.0 9.5 12.7 ft
平均’ 7・3 7.1 8.1 脆 13.1 14.3 14.5 13.6 H.7「 95 8.8 7.9

■
10.3 '
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弟4表

BIJ
I. (%)

r :' =

降水量
2應 4 nJ 6時 1 8時 1邮 "冲 IM糸 18咛 衲 "海 加時

果均

« n
5. 6 92,0 91.8 98.0 30 .〇/ 75.0 67.0 58.6 7S.0 91.6 92.3 94.0 81.8

7 93.8 96.0 93.0 79.0 70.0 69.5 66X) 65.0 71.1 94.0 100.0 96.8 825 0.0

8 92.4 93.5 94.5 .95.0 81.0 65.0 51.4 51.0 7LO | 89.0 92J 95.0 8S 10.0

9 94.4 92.5 86.0 no 60.0 57.0 57.0 58.0 72.0 $3.5 84.0 ：'89.0 75.5 〇

10 93.0 93.4 80.0 63.0 57.0 51.0 51.0 62.8 84.0 78.9 79.0 ：70.5 72.0
! 〇

H 52.0 53.3 49.0, 1 13.0 43.0 48.0 49.5 59.0 92.0 92.0 96.0 96.U 64.4 〇

12 95.7 96.4 8?.〇 69J〇 5&0 65.0 89.0 89.0 92.5 93.0 71.0 85.0 82.6 〇

13 75.8 74.0 61.0 i 50.5 .42.6 39.0 42.0 39.5 49.0 71.4 76.0 82.0 ,58.6 16.5

14 83.5 88.0 77.0 | 69Q 87.5 86,5 80.0 72» 78.0 78.6 75・〇 8[•〇 79.7 1.2

15 88.0 92.5 87.5 I 825 76.4 11£ 76.0 72.0 78.0 74.0 723 70.4 79Q 26.0

16 68.6 70.0 70N I 77.0 84.0 77.0 81.0 84.2 85.0 88.5 88.2 90田 80.4 \2

17 85.0 84.0 79.0 理・〇 .74.0 74.2 60.0 82.5 \763 83.0 88.0 932 80-8 3.0

18 94.0 963 90.0 84.0 I 67.0 83.0 77.2 85.0 87.7 92.0 87.5 96.0 86.7 3•〇

19 93.0 97.0 小) 7Q0 59.5 58.0 57.5 61.0 69.5 78.0 82.0 83.0 74.0 2.4

20 88.0 92.4 76.0 65.0 60.0 6L0 46.2 66.0 82.5 92.0 皿 92.3 76.0 〇

21 9Z0 90.0 70.6 63.0 67.5 64.0 •H.0 67.5 75.0 S4.-1 86.0 82.5 74.5 ft

22 85.0 93.5 91.0 87.5 74.0 68.5 78.0 62.4 66.5 89.7 89.0 9皿 81.4 1.5

23 92.4 91A 7M 49.8 45.0 48.0 53.0 49.0 502• <1 51.2 63.0 820 62.6 0.5

24 90.0 942? 67.0 ,,7 57.0 51.0 49.2 42W j 56.6 6" 64.4 63.0 63.7 〇

25 86.0 90.5 75.8 45.0 -14.8 47.0 49.6 58.0 65.0 89.3 87.5 90.8 69.1 〇

26 92.0 92.0 91.5 67.7 55.5 46.5 19.4 55.8 | 89.0 91.0 9!.〇 72.1 〇

27 91,5 92.0 89.5 78.0 56.0 44.0 39.5
爲

320 89.5 82.0 69.3 2Z0

28 7L0 72.0 90,0 86.4 77.0 65.5 •65,5 61.0 55•〇 70.6 705 689 7L0 2.2

29 69.4 70.5 66.0 50.0 50.4 53.0 52«〇 51.0 : 86.0 86.0 865 65•〇 1.5

30 85.0 75.4 65.0 37.0 40.6 41.0 44.0 62J)； 823 893 91.5 75.0 • 65.7 〇

72.0 90.0 99.0 86.0 | 67.0 63.0 65.0 6 ノ・う 7即 86.0 W-6 78.9 9.0

平均! 85.4 87.0 79.9 | 68.6 611 60,6 59.9 71.4 1 810 83>8 85.3 742
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次に開花當時の雜花の生長狀i兄を輙作するに第6, 7, 8, 9表/)如くである。

•第5表

_ i«_ 氣 ift & 度 ! 既
-一 一 -] 變量

n n IU
1•-

m tn
12 JU.O

m
i 2

«u

5 JJ20Q 8時沁分
•〇・

10.6
^

8.8 )
w 

54 •
m加〇 
03

m/w 
2d 4

同 10時35 I5X) ILO 36 0.7 1.6 3

回30分 14.2 11.7 41 46 0.8 2.2 4

同 M時30分 12.2 10.9 42 44 0.0 1.2 5

間 1¢畤30分 10/1 9Q 58 57 0.6 L2 5

5月22日 8盼30分 &6 7.9 74 79 0.4 け 度

同 ICB5W 10.8 10.9 60 58 ヽ0.3 2.7 8

W I2DJ30 分 心 11.1 74 60 0.3 2.4 7

M 14贴3〇分 11.2 IL2 65 54 0.04 1-4 8

5刀23日 IG吟00分 88.2 I7;7 37 32 0,2 3.9 5

W goo分 17£ 17.6 1_ 3S 1.41 • !
3.2 3

第6表 トドマツ百交1取RJ樹雄低生長狀祝く商さ)

TJEnsj
M) 同 同 W 冋 冋

• f
詞 同 G月 同 6/121 ii

_7° 1 9 II 11 n 叫1 ion ； 1竺! 2211 22 H 25 H 2711 I 1 H !
•:沈 !

si n し.

1
I cm ' 5

1.5
«»•

1.7
cni

20
a»»

2・・:
cm

2.6
cm 

3.0
<311

3・う
F eni c*»l 14.6 1

5 
1^25

2 1.3 15 2.0 2.1 2.2 2.3 2.6 3.5 3.7 4.6
> *

5.2 2.030

3 15 1. \& 2」 23 2.5 2.6 3J 3.7 4.2 4,2 5.5 2.0OT

1.1 1.2 I 1.6 1.7 1.8 2.0 2.1 3.2 3.3 3.3 4.! 1^25

5 1.2 1.5 1.5 1.7 1.9 2.2 2.4 4.5 3.7 4.6 1.850

•6 7.0 2.2 2.9 ； 4.3 6」 i055

7 1.8 2.0 2.2 2.6 27 2.9 •• 4.8 4.5 i 6.1 2.035

8 1.8 2.0 • 2.3 2.5 2.8 .1 3.4 4.0 4.7 4.8 5.1 2.145

9 1.7 '2.2 | 2.2 2.5 2S 3.4 4.0 4・3 4.5 4” '6.1 2.110

平均 ! 1.5 1.7 L2J 2.3 ! 23 3.1 | 3.7 4.3 5.4 1.987

第7表 トドマツ百交2覺餌樹雎花生艮狀況(ド注・後HP>分

we™ 1

sss^ssss
w
7 H f H 'ini J3H

l'-ll
22 H 顷1 1

6 丿J l<i| 16JI 21 ii
1 II 21 H 1 iff在

1
cm ；

1.2
1ず1 2ず| 2罗 2.6

eni '
2.8

ctn
3.1

Cm
4.0

crn i Ct\i i on
4.5 5.0 1 1.64 ソ

1 1

S3

で aft fill
5 JJ 
1311

同
1 1511

晶
區

,2HI
问 

25H
N

2711
W 
1 II

•謨
膈睥

i iff a

1
an

J.8
cm

2.0
cm

2.1
cm

2.3
CTO 

25
cm cni

33
an

4 J
cm

5.4 IS苗

2 2.1 2.2 2.3 2.5 2.7 3.7 4.2 4.2 5.5 1.810

3 Zl 2.5 2.6 2.6 3.1 4-1 4.6 4.6 6.1 1.805

4 2.3 24 2.6 2.7 3.0 4.1 • 4.4 6.1 M50

5 2.0 22 25 2・6 2.7 ?-2 4.0 4.2 5：l 1.795

6 舞 2.5 2.6 2.7 3.0 4.0 4.3 4.7 6J I.SO5

7 2.2 2.5 2.7 3.0 4.0 4.6 5.0 6.7 1.955

ヽS 20 2.1 2-2 23 2.5 3.1 4.2 4.4 5：4 1.705

$> 折 2.2 2.3 24 2,6 33 4.2 40 5.7 1.770
砂わ! 2.1 23 2.4 2.5

_______
3.6

4.2 | 4.5 1
1.823

第9表 ’トドマツ召交3號母樹雌花生快狀況 商う

DlflPW
5 JI'Oil rt 18.0 1"! 20H 同 3211' 沁肺II M 2711 〇 n 1 ii H «ll

・し
皿

2.0
E

2 J
一 一u い

前 
2-7

CUI
3,7

cm
3.9

cm
5.1

2 ・虾・ 2.4 2お 2S 3.7 3.8 40 5.2

3 2.2 2.6 ね 12 3.9 4.1 « 5.0

4 2.5 2.9 3.1 3.6 4.5
•

4.6 4.8 5.5

2-1 2.3 25
暮I

3.7 17 3.8 3.9
6 2.7 2与 2.9 3.4 4.5 七5 4.5 5.0
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ヽ Mffnoi 

a<»s«xj
5月16日 WJ 180 【司20 H M兜日 1"!を日 W 27 H G丿J1目 何210

1
7

cm
26 z 3.2

cm
4.2

cni 
可好

C111
5.1

CTU 皿
6.2

8 2.8 33 3.4 4.3 5.5 54 .% 6.5

9 2.7 3.0 3.3 42 5J 55 5.6 7.0

10 2,0 心 2.3 2.7 3.7 4.4 45 5.2

II 2.5 2.5 2.6 32 4J •；.6 4.6 4N

12 2.8 23 2.9 3.2 4.7 4.7 6.2

13 2.5 2.7 2.8 3.6 3.9 4.5 4.6

14 2.7 3.0 32 3.6 4.6 4.7 4.7 6.1

15 28 3.1 33 3.6 4.7 4.8 5.0 62

千均 2-5 2.6 2.9 3.4 4.3 4.5 4.6 5.5
----.一 一 ー ー・

又トドマツ開花期の花粉飛散:狀況をスライドガラスにグリセリン宏犬液を塗布して一定時 

叫水平げ放置したる後地整純で剧査したる卦早果は弟io衣の如くであつた。

第10表 •

二^^^*"'"*" ー』日 5 月2〇日 5 月 2111 5 JJ 23 11

呻 8.30 12.30 8.30 8.00 10.00 12.00
間 *** 〜 〜

頤番我 一位羅 12.30 i 145.30 10.00 也)〇 丨••
m | " J ■'卩ふ・:二:

白文 1 BS 〇 23 5 7 /8 187 370

«〇 11 7 • 48 51 185 235

百丈2號 〇 4 5 180 124 76

10 ド2 が 54 199 152

以上の精果を綜合すれぱ (

〇トドマツ開花期である5月申の天煖は非常に不順で數日側溫跋低温な日と寒冷高温な 

Hが跺返し來て5月中,下旬頃の溫吸なる日に㈱佗するに至る。

2)地上1.20mと樹幣附近の!0.20mに於ける条象條件の比枝を見れば氣溫は哨天の場合 

は上低下髙の航向が撤:皆であるが,降剤の場合は均等义は逆将を示す揚合がある〇

歟は咕天の場合は下層が低いが雨六又は降雨後は反對に下届か尚い傾向を示した。風速 

に於ては上詹は下府に比し常に幾分の風が有し視測時W中下府は上沽"4.6僖に筱當した。

4)トト・マッ雌栄花は大備劑H］氣溫(地上1.20cm百葉拓內温理)15¢以上で開花するに 

至るも雉花は之より低灣で開菊Lて花粉を飛散せしめるものがある。
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4) 混度も低い程開花を促也せしめるが如く特に雄花の開弱には多火の影響ありと芻めら 

れる。

5) •開花に及ぼす氣象條件として知煎,泌度の外に価要なりと認められるのは日射であっ 

て,雌雄花が日光の匹射を受けて居るか否かに依って植物展溫に非常な搬を及ぼすもので 

あって,日光由:射の際には知沮に比Iて数度為いことは屈々報吿せられる虐である。故に開 

花期に於ける雌堆花附近の氣温が17 C內外としても直射を受けたる雌雄:花體溫は20C以上 

上界するものと・められる。故に野外に於ては册花の盟速を來す條件としては先づ太陟の直 

射による浪度が第一・と考へられる。

6) 雌佗の生長に及ぼす性剧條件を視るに氣溫低き間は生长はiSきも晴天績き氣混髙き場 

合は急激に仲長を開始する。

7) 袋掛を行った雌花は袋內の氣温庵き岛こ開花が促進せられ又地花の伸長も自然狀貶の

ものに比して1割內外大きい。 •

8) トドマツ花捞わ飛散歌況を視るに5月20日,21日は花掛の飛澈少く,虫日の開花故盛 

期に於てはその數员が急壇する。

次に地上高別に視ハば大脇に於て地上の方が10m上空より落下數が多い。又時間別に視れ 

ば之もその畤の犬候に影營せられるが温疫な12待前後が最も多いものと的められる。

(2)雌堆花の着生位置と開花との㈱係

雌佗の治生位座と開花噸序の厂係を超るに百交トドマツ1號似横の5月20日に於ける曜花 

の伸長钦戒と鱗片の開き程度を視るに弟11麦の如くである。

第】1表 bドマッ百交19啸生位近と開如伏況

〇〜KOcm 50500cm I00-*150cm 150- 200cm 計
合

方化

い花少含
上 中

a4： -1
下 上 |; 上 'I' 下 1. '1' 1 下 -h 中 下

計

北
! •ft花ft q 4 3 10 7 5 — -1 — —! 3 — 1 M ' 36
1 雌花高cm 3.6 2.7 2.3 11 2,2 ■ —

2・』
23 j 23

北束
1
1
若花敷 2 1 — 10 3 1 — 1 "～ 2 : 13 | 5 1 20
Bft花編』 3.4 一 2.() — — 2.7 — 3』 二’' 22 2,6

1 着花败 — 17 5 _ 17 5 
」T I2

束 1
理花嘉E

哲花破 一 一
JUIM \

雌花X6en, 一 ー ー
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即ち聞花步合は(上)•殆んi:全部の「研が波き初む。下)•全蜘片互に桁若す。(中). 

上,下の中仰 Eのの三様に區別して诚佢した。その却’果に依れば,

1) 方依別に開花の:Z柴全昶れば本田樹には北方に出た枝條に浩生した雄花の開花が速や 

かであった“ E•憾の頂上僞に君生する執條は上方及び側方開放I |』山に阳光の照射を受ける 

を以て,方住による開花雜の捲は掐められない株である。

2) 利’由U扌する地上高別の他純に就て祖れば,之も特別の尤異・は留められないが,大館 

に於て掬先上都に着生する觥花はI周花が却い傾向が捐められる。

以上の伽佬開始當時紛¥を宥丨て居っても気沮上坪して溫唆となれば殆んど甲,乙なく同 

時広’聞茫するに至る。即ち5月23日開花常時の視察によ利ば伯前中に於ては開花剛に藻異 

が;3めうれたが牛後からは殆んど同時に全開するに至った。

次は的花邳J花狀況を魏察訓・するに5月22日午後百交・トドマツ3號水に於て四方ftXSUrc 

採您I・た蜂花の大さ及び開花敛は第12亥の如く ,跳花 第12表

の大さ注滔生枝條の大さ及び堆花群の數によって異る 抽要 花 花輟！ttlt
ものである。的 花粉無く開始後は次第に花絲を伸畏 方位 智! Ji

•.• 茄
r<分や

して济興形より必糾!形に變形するに至る。又方位に
cm

〇•,-46
an *

1.044 33.3

よ•デ花侨飛故は南胡又は東而の日當りよ宜ケ處の枝條 0.502 1 0X88 〇

より開治して北而及び西而は返れる様である。况は雌 也 〇•473 〇<887 61.!

北 0.498 0.932 56
花と異なり雉花潜生住條が榭縦の此綾的下部網有る爲 - …一- •

37*

方位による陽光の照射に溯5生十るものと$められる。このッに關し前述のScamoni. A. 

ツ雄花の開花は北而に此し南而;」芯花致も少いし開花も那れる事を溜めて居る。

(3)海拔応の:>:羿が開花に及ぼす影弥

海扱高.の无決によって氣斜糸杵が異なるがその內氣溫の索直的泛诚率は勿跄拳節及び况府 

によって多少の注異があるが,赤道から挤度約8〇°史での間では平均して大簡0-5TCであ〇 

と澗はれて居る。 ]

共他潟度,降水暈,日射時間が高さによっては化を生,るからそれに伴ってトドマツ俚花 

も低所より髙所にかけ開花が痢次近,廷することは明らかである。。月3日無意根岳及び定山 

溪’市宙堆,百松滝苗冊I闹近でトドマツ開花狀態を訓杏しな結果は命3表の如く:當日は紹殳 

商700mに於て丁度開花中であって之より低い応は何れも間花が過ぎ,反立に商い史池之か 

ら開花せんとする狀態であった:その狀況は口餌4. 5. 6. 7. 8. 9.10.1Iの如 < である。 

その結果に依れば訶志當時の犬領によって勿疏異るものであるが,海拔髙10Om ICJ.) L開花 

は約2日宛建延する事となる。

c.應花の授朝能力と花粉の満雄

トドマツ雌花の開花程任i度粘との期係を求むる富に百交1脱琲榻に就き閘花鼠初!UJO 5 

月20日,初明5月22日,開花岐盛期の5月23日に按•作菜を行ひ疣後の花粉の附浴を防止し 

て秋明その落果を採栗して內容を諛死するに第U表の如くである。

第14表

优樹 校條!

,ゝ ・ ■—丄------ ーエニーI

插 V

■---- "Sr：
内

h - ：・一 —_ -

咨 .'

^
■. %

能な*

ニー亠

TT ©
待或 内wア 

ルモ‘ :. 渋 & 害
ス刀 T1

—■•气• VI J i ■ 一 ’.•一 ・ 一・
底 :

〃交】 •1 5峻H袋掛 1.6 98.4 0.0 〇・? ILA222

|») b 同 (12 99.8 0.0 0.0 01 i •
同 C M !g 98.2 0.0 0.0 レ代河)

同 <1 5月2以は1I卜 0.4 1 99.4 〇,? 〇・〇 0.2 膑旭

同 C 同 4.4 95.6 0.0 0.0 \& 頌6
f 同 5.6 W.4 0.0 0.0 3.5 12.3921

- M Vi 1；J23|1K^ 17.4 82.4 D.2 0.0 12.7’ 12.7526

同 I>1: M 39£ 60/1 20 0.0 刀,7 13.3 如

同 h W 36.6 63ふ 0.0 〇〇 2I」 I2Q第)

岡 1 q f！然交配 • 34.7 65.0 0.0 海 147079

M 时 si-0 •助 0.3 0.0 心 IW04
同

1 >
同 89.3 6.0

'・ ・・-

〇・〇 17.6 
■^―・ ,

10^101
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百交b V 2^木でゆめ遂掛をなしたる離花に時期な異:にして人工交您全行った結果は

第13表 海拔高による卜

址切

呑就
SU商
iff寧 樹M 芽色 海技髙 化 {s 做一花!U!花狀況

I
CJH ru

15 寄芽
Ml

1050 依憲极小成”.部 m修片先描;k ノ皿レ 
ル

2 34 15 1020 H !曲片= lftハレ ル

3 35 侣 M 920 常他坂上部 苞P｝ヤ、開や始ム

4 由 18 中川I色 8«0 U! 中段 同

5 28 W穿 800 In] 開花2. 3 H前

6 29 ロ 寺芽 800 , 同

7 F ほ
同 700 小川徒湖« 陽花中

8 30 拓 'ft » 700 同 叫

9 如 18 祢芽 «» ykas»«22中央部 開花 ャ、返ギル

10 If 申舟色 600 同

11 努 把 500 閑花提!!起蛙下帷ス

12 21 12 - 500 M i同

・诊 22； 13 — 400 薄別休祐小辩羅近 苞前完仝二下垂ス

14 27 2 - 400 M 同

15 M 7 ■■ 300 定山溪材J沔・澤苗關 » 成乘ノ形磯ラナメ .

16 22 9 300 M W
17 55 2, 一 ・ 250 育松淳苗剛 同

18 48 19 — 250 同 同

尙その降の雄花及ぴ郁沾の火さを測定せおに第L徹 第15表

の如くでめる。 ,、普日|:力

以上の結果に依れ,ばめ片の未だ開かさる未熟雌花 火さ -if
3月

23 H
―

に【•て很散:花粉の少き時尼交配せしめたものは授精少 雌花髙

Otu
3Z760

cm
4.403 4.450

く岱んど$:師のみである〇之に反して花粉の飛散多く 同 彻 

雌花も完全に站花せる時は投情只好でその種「の賤が 冊’"

伺 W
率は良好であった。 「

0.900

0,710

0.582

0.955

0.753

0.617 |

0.975

0^15

0.621

弟16我の如くである。
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ドPツ開 花 狀 況 昭却17隼G月3日牌诉
ユー “ n
雑 花 種 ® •/

雄花IK!花状況
花 し…

矗 K 徊

?CTU
0.W5

cm
I.62J

rni
0-387

ail0.513 1股贞期片少ンク攻レル

cm etn Dull Purplish Black

0.605 1.638. 0373 0.573 同 - Deep C腿

0.650 2678 0.4S 0.667 説片垠レヤ、大ケナル 〇.N5 0.769 Course Green

0.625 1.300 〇・-!04 0572 同 0.424 1 0.763 Grnpe (been

0.877 2.293 0.583 0.691 花初探阪e• 3 II前 0.470 : 0.911 Citron Green

0.925 2.035 0.490 0635 M 一 一 Andover Green

0.820 2.6*0 0.498 0.730 花钧总做ン始ム 〇.-130 0.809 KmAn如心 Green

1.027 3.008 : 0.594 0.782 岡 0.517 0.997 Ydk'wish Green

0.865 2.464 | 0.490 0.625 花粉暗ンド飛(!攵ス 0.483 100 Dusky Brown

0358 2.568 0.512 0.599 同 0.158 095 Dork Gmyinh Bn)uu

1.325 0.657 0.763 在湖飛敞レ終座 — Lime Green

1.124 3.157 0.6S4 0.833 — Dork Olive Buff

1.223 4.379 0.747 0.847 收花側英・ - MlQioncHa Clttcn

1^07 3力32 0.683 〇<829 同 一 Doric (Mire Buff

1.396 4好?8 0816 0.947 向 iirounkh Olive

1.198 0.766 0S35 I-J J . i Drab
1.125 3,600 0.743 0.906 同 — - Deep Chrywlhc Gnicri

1.184 4.674 0^27 0.942 ra1 ヱ,一 ・- ! .• 一 .
— や Grape Green
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同 f M 16.6 70 0.0 1 4齒 10.1 11.9784

I n 5月23日人工交快 4.0 冷 〇〇 08 2.1 135758

同 b イ8 ’町 0.0 04 L6 125395

同 c 4.4 95.0 | 0.0 0.6 0.0 I2J632

同 1 n 然交冊 湖, 知 0.0 3.0 X?•〇 14.4173

岡 k 岡 aa? | 0.0 0.7 18.6 13.4956

(•1 w 同 3!.] j 64.0 0.0 E 24.5 | 14.5314
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その結果に依れば価花の災掛操作によって您內の瓶沮が上昇し開花が促也せられた笛暖花 

は野外のものより昭花が進みう月20日頃カ捌花後盛期とほめられ5月23日には盛りが過ぎ種 

鱗が少しく下曜し初めて居った〇その結果カ:极切:'”係にも影密を及ぼし早期に人工交此を行 

ったものカ:姓枚が少く我篇が貝好であった。

即ち雄花の授精能力は2〜3日間に涉ると思料せられろ。而して股捕能力の彻!mf>!蹄の 

狀態即ち開花初哪£花の種:阳斜上して各稲明が殆んど互に密かしてゐるが次第に互の利険 

に間隙が出來初め花粉の侵入を容易ならしめる。この時が授精に最も適當・なる時である。次 

忙际买の先端が水平となり次第に下推し初める。この時朋と左れば交配は遅れ過ぎ雌花の授 

篇能力は次第に失はれるものと思はれる。

。細".Am Wettstein, w"雨氏はマツの雑花の花粉を受ける能力は数日間に及ぶが,そ 

の內最大の紺實步合を示す期叩は一兩日に過?•ないと協じた。 ;

トドマツに於ても岡樣に堰花の授精弛力は相當艮時間に涉るカヾ眞に狷容の結實少合を示す 

朋間U:比仗的證明間であると思はれる。

而して授粉の衆:ずな時期は他花の最劫な受粘能力を示し花紛管の伸艮に都合のよい离温な

F!中に在ると思はれる。 .

花粉の:,・命に飾ては別途赍表せ不處であるが,次にその要點あ記せば次の如くである。

トドマツ花粉戸室內の發芽カ保持期間は24日間であるが,實用に供し代る發芽力の保持明 

仰は大隘4〜5日である。併し2Cの冷蔵車に貯栽したも〇i165B以上發芽力があった。又 

トト‘マッ發芽に及ぼ野沮近の修•斥に就て;I愀した結果を視れば最適溫废は25・Cで照低溫度は 

5 C,最髙剛な35Cであった。

そして3C及び40Cでは何れも狼半しなかった。又花粉管の伸長は大代に於て25C附近 

に最も良好•で最適溫皮より低沮我は商溫では何れも著しく伸長を眼密せられた。故にトドマ 

ツ雌花の翌精に際しては,痢Y:なる花粉と花母管仲長に好適なる溫度全必要とする。とドマ 

ツ聞花期に於て低湿多混なる場合特に’需用なる時は授精が音しく阻密せられる。

n!人工交雑に關する威驗

當斷こ於ける!・ドマツ人工交机,懈の目爾は異寿士嵐モミ屬植物とトドマツ間の利加’交雑 

或なトドー•・ツ罷種間わ交號に基き更に生任優良にして篇療性,耐病性强き品種を粗んとする 

に冇る。之が富嗜和11率以降毎春交neを施行し來って居るが今その經過を視るに昭和!4年 
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春取旣に發斐せるが如く,當年彦は凶伯!:して洛花非常に少く開花木を見出すに困懲であっ 

てgに二,三衣施行し彳3たのみであった。昭柯5年度は畑乍時に該當し定山溪全中心とし 

て41木な何:樹に交雑し何た。

昭印16年度は同14年度と同拶に着花せる殆んど無く交雑を新念するに至った。次の陷 

和17年世は二,三年來の,拭弘により前述の如く交瓠母樹に楸を造成して詩,細に5K察押養する 

と共に?本の性樹に就き各種の交椎を△し彳&た。

是尊の交殺状驗の結果により得られた斑染竝に破子の形態及毯性専に就き調査した結果を 

報吿する。尙交艇破子より發生育したF奇•郵に就ては後日その戒・を發表する見込である。

i試驗方法
昭和14年以後的!年交罪を行った緑樹は札幌地方局管內定山溪,小棚內川,瓏舞平業Xに堤 

在し,主として定山溪,薄別,冷水,小揃内・百松澤 樹;冷1〇〇年内外の犬然生トドマツで 

谷品睡のものが含まれて居った。 ・

交粮花勒は木竹竝に日光増ウラジロモミ,アヲモリトドマツ及定山渓,席??產トドマツの 

ものを使用し.その他木曾地方よりモミ,シラベ•新城より砍戶モミの花粉の送付矽受けた 

が,モミは開花泌ドしてシラベはアヲモリトド••ッと共に常に於花若く瓶培採集をする环が 

困難であった。花粉採果に際しては各地より雄花,皆生枝條5, 6寸ハものの送付を受け之を 

實段室內又はガラス室內で開豹せ・しめて花粉を弟眞しそ水をせ砒就中に入れ,隱化カルシ 

ウム入乾燥器中に策存した。而して一週圳以上保寿の要あるものは冷栽’:［內函以た。

交轶m樹:土開花前袋出採作を行った。即ら隔峻袋は枝锋に着生なる雑花が外郡のめ片を二; 

M0當成熟せる時に之を嬌し.その袋の大さは枝条の火さ雌花數に應じ迫當なるものを用ひ 

た。發掛操作は袋の口に當る枝條の周圍t甫梅梱で包み後枝條を转に入心3の配分を件ぱつ 

て花粉の佼入を防止した。 °

隔雄袋は最初セロハン,ハトロン純溫床紙等を便用したが,その內沮応柢が股も段技が 

良好なるは専ら之を使用した。

セロハン紙成石原,松川兩嚴:胡めらIしる様心匀註し耕主岱と日尤の遅射に依り免’3擦; 

花が茶初色となり枯死する那がある奇,對•外にては不通常’泌められ之に反して混床紙を二 

鱼找とし外袋は油爛を楸^して使用した。

授物は最初毛糠によったがその操作が不便なる伍花份入の小和全携へて樹上に至り応のテ 

-プを弛め同時に四の小憩を待って盜枕の花粉を炮nより也接技內に注ぎ後出びテープ;:紬
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め枝を斐と共に反轉する方法をとった。

數日後交雑雑花の陶:・が下垂し附近に花紛の如散が見うけられざる時に隔怨我の除去を行 

うた。 ,

交配せる枝條には交配沛號を紀した做板製札をつけ採集時に誤らざる株特に帛惹した。

9月上毎稽吊期に交挺£果の採樂を行ひ,その冊效,淌::を洲定後毬果の形慫色彩を調充 

した。乾燥精選した穢すはその大さを測定したる後發芽»〔股を行ひその殛部をI闹堤に播林し 

た。

ii試験結果

a.交推毬果の形態

人工交配によって生じた毬果が花粉の直接必易・を受けるか否か即ち Metaxeniaの現象を' 

示すかの問苗に就ては從來多數E燃交配によって勾られた芯果蚊に昭和15,17榊年後の交配 

試驗の關果より視れば,苞鴻 種囲の秋況に丈異は岛められない。

即らアオトドマツC,型を母樹:亡アヲトドマツF型の花勒を交配した時も逆にアカトドマツ 

F型の跛花,こアオトドマツG型公花粉を交虱した何れり翊合に於ても,耕勞及ぴ也密の找況 

は離花のみから山來するもので花份によって何等の影您を受けぬことを知り徂たのである。

この邪は球,色に就ても同樣であつて,之も建花から山來するものであることが制明し 

た。

尙浦紀百交2號但樹に就き保花前より冊脂後なし花粉を遮斷してそのま'交酮をなさし 

めずに秋期探集して調在したが,その斑果｝よ自然交食!のものと何志異る応なく,珪果の生長 

には授精の必要なく從って腫の發育を要せす邪保結果(parthenocorpy)と同様な現象が認め 

られた。 •

花粉を楚斷せる科果と自然交配の珑果の苞源•及果談の姫さを甜定した結果は第17表の如く 

玷んど兩者の明にょ異は認められない。

第17表

毬果,"M 
畜虹始塞

短 _ま_ fft
毬果
排就

宀
_______

苞 酸 師

H D Lil H ー丄」

疝?〇 |花紛全理 
日父 籍せ

cm 
0S71 |

cm '
首史曲. 自然鄭 0.9/7 cni

1334
I

6.425

同2 词 0/M8 N597 5.665 同2 间 0.965 1.525 6.770

W 3 M 0.^16 1.512- 6450 同3’
同 0.972 1.543 7.10 弓
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,性苞85H曲采巾喪部のもの】〇简湖定

強警は Wetutein, W.氏がPinus silvcstrisに於て單爲結果と同樣な現象があろらしい％

曲果 
番源

锁嘤
翌 辭 枝果

番M 麴要
毯 e 馳

II
|

D FT U D |' » ■

3«2 u4 花府をSS 
雄せいの

cm
0.9/5

E
1.575 6.775 百史2u-l £ib%k

c«u
1.013

cm
1.585

m
6.980

同 5 局 1.00】 1.702 6.470 TO 5 同 0.985 1 1.498 5.945
• H 6 同 0.983 1.591 7.375 冋 6 同 0.994 1.540 6,510

7 同 1.023 1.701 7X155 间 7 同 1.044 M15 &855

同 8 I-J 0.965 1.579 6.175 同 8 同 0.965 1.505 5.950

9 同 〇.如 1.547 6.150 1'4 9 同 0395 1553 5.560

合 叶 8.689 14.242 52.715 合 叶 同 &873 13898 5aia)

斗 均 M 0.965 1.582 6.589 平 均 H 0286 1.544 6-456

を注目して居る。この點野原刃太氏はスギに關し授粉せざるものでも毬果として或な度發育 

した導を認めて居る。次に交配及び交紙珪果と自然交配の毬果の大さの比較に就て調荏した 

結果は第18表の如くてあって,曲果の直經は一般に交卷僅果が小さく反對に显果の為さが火

きい。

•鬼等の現象は現在の建花紛による斜?•か又は開花期に於ける發折探作によるものが明らか 

でないが多分斐掛揉作によって惹起せられるものと好へられる。

b.交強館子の形態

トドマツ厠子•及極子•翅色に表はれる花物の影審に就ては佐藤,山口兩氏の研究があって種 

子•及種子翅色は交配盛扱によれに花粉の右無によって何等の影礬も受けなく種子•拶色は雌花 

のみから山來するものであるとせられた。

著者•瞽も交風找驗竝:に多數の水地の毬果に於ける现察に依って種子の形狀蚊に毎皮の色は 

花粉による影・は認め得なかった。Xeniaの現象は認められなかった。

即ち第18表のトドマツ百交3的關の自家交配の期皮の翅都はSnuff Brownで她の爲鄙 

はCinnomon Buffであり題を除いた稲子はPinkish Cinnamonであったがウラジロモミ花 

粉を交椎せる種子も之と同様な色を示してゐる。

然るに花粉に使用した傳捌のウラジロモミ種子・ハ殂はSepiaで種皮はSaccardo's umberを 

示した。又昭和】15年施行したトドマツ品附川の交即に噬してむ之の侷係は,用められた。



次に種子の大さ
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c.交維稲子の卷姓

人工交配を施行し尼均合に生港せられた巷子の玲性に就ては次の三種を庶別【て者へ彳リら 

れる。

1)自家授粉によって稲子を徊た場合 自殖 .

25異品顾に於て交雜した場合 ・

3)異が間に於て交雜した場合

次にその三つの場合によって生応せられた弑子の稔性に就て述べる。

L自払靴子

森林柄物では自航に關する硏^が比构旳少く:僅かに二.三の樹稲に就て調在せられてゐ 

い ・ 一
るのみであるが,VVcttstcin, VV.氏はPinus silvestris し就さ自宗耕帯並びに之によって羯た 

毬子の發育が可能であるか否かの間題を取扱ひ,その紬果マツの仃和には系統を分離したり 

優良な•性四を固定したりするHには口宗授精の方法をとる业は出來ないと述べてゐる。

又DcnSler氏はPinus silvestrisに就富自家授粉のと金は必す結實するが,常に多くの批 

椅が見受けられると述べAcmy, A・氏,の實驗に依れば發琲力に關L何れも自宗授精による 

ものカ:他家授枷こよるものに比し非常に扱が率が劣るとせられてゐる。

又野说踱太氏は自家受師秘子の發务命不艮な點を肉めて居る。

トドマツに到し％和17年度に施行した成績は次の如く,內容充實率は自然交配に比して約 

半分匕あつた。

第20表

■

毋 加 * 要
內 弁關売％

砌率
« 1E 
砌:宰 實m内容ア 

ルモノ 机 & U害

卜いッ«7魂3騒 自家受間脩期 38.8 6).2 0.0 0.0
萍

18.6
霧

34,5
〇

9.5093

同 M 後期 498 19.9 0.0 03 31.7 10.0966

M- 白然 交ne 73.8 26.2 0.0 〇-〇 | 34.4 42.4 10.6166

併し特,こ门踊によって內容充實獄子の發芽部の不良なる加创［誌められなかった。この點 

に関し再调査を行ふ建定である。

2.異品酬!!｝て於て交雜した場合 ^

トドマツ品或;IJの交配成功歩合を昭和15年實厕した成銘で示せ・ば次の如くである。
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その異品種即交敏颈子の發芽率は交憶技術や外界の條件に1って左右せられるが,トト‘マ 

ツ品仙川相五は人爲的に同系間交§!fcなし彳5る淋が判明した。

第21表

母 胡 花 粉 樹 傳

内” 
ルモノ

専珥!E :名 3 it
8 , 5 桃 溢、 毋害

災オ率:定芬率
r ・归買皿

トドマ ッド.A 3 R5! トト・マッド・A. 7 J裂 9・4 89,0 0-8 0.8
客! 

2.0
若

21.3 8.9771

同 F.A 5 ESJ トドマッタ1戳ド型 14.2 82.6 0.0 3.2 7.7 338 8.3834

同 F.A 9 A型 同 同 23.8 75.4 0.0 0.8 8.9 34.5 12.9432

同 F.AUG& 同 同 24.2 75B 0.0 0.0 5.1 20.7 9.6055

同 F.A12D型 同 同 20.0 78.2 00 1.8 10.8 | 52.0 7.90C0

同 F.A14D81 同 同 42.4 56.2 0.0 1.4 13.9 292 12.8447

同 F A16C2X! トドマツF.A.7E利 9.0 89.0 08 L2 2.8 40.0 •

同 ト田マッタ】跋F堕 73.6 0.2 08 10£ 40.9 11.0770

同 F.A18A 貌 bドニッF.A.7CV塑 膑 48.2 1.0 1.0 253 48.2 9.3656

局 F.A20G 型 同 同 6.6 93.0 0.0 1.4 0.5| 3.0 8.8800

M F.A25 5 •- M 网 3* 933 .10 1.4 0.5 5.3 乙 4004

同 F.A58ぐ絕 トト・マツタ1苗F41 398 59.2 0.0 1.0 23.9 46 2 14.0340

3.剛間に於て交雑した場合(種間交雜)

交雜の可能性は交配の技術や外界の像件に細係するが,生物學的には舞種の紐合せによつ 

て非常に異つて來る。依って砌山親和性を知る専が人工交淮上爪要なる堺と思符せられる。

次にトドマツにウラジロモミ及アヲモリトドマツを交雑した場合の稽性を示せば次の如く 

である。

第22表

交推
年携

母 樹 
?

花 粉 tff
3

內容网:K % 1 

率

典
芽 

正牢
實皿iWr 

た2 ノ lit 養 aw

トドマツド•A1日型 クケジ・ モミ輟師1氓 5.6 0-8 0.8
奪

I" 2M
C

8.9515

同 同 KA 2 E 型 1-1 小木皆!M 3.4 • 3J 1.4 0.4 |鸠 7.5M5

ra • F.A 4 1)架 M 蔵原1摧 8.0 1.4 •u 4.3 40.0 10.4050

同 同 F.A GC|型 M H知叫 3,8 哄 0.4 2.0 03 5.3 9.^03

同 IM F.A 7 C| ^ 同 ■EM 1II \22 85.4 1.4 1.0 164 124298

由 同 F.A 8 II 同 同 5.0 91.4 〇^ 3.4 03 4.0 11.3238
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その結果に依ればウラジロモミ花物史授精せしめたちのは何れも發芽率がほい。之はウラ 

ジロモミの花物を內地より送付を受け發芽カカ溺って居るために起因すると思はれる。

交绞

年度

IM 
8

花 轮 楓

S

內容牌光％ 察

率

岫”

何沱
1 W 椎 洁 皿 讴率

肖
1315 トドマッド・AMC】型 ウラジロ Eミ站原1羔 19.8 79.0 02 し。 5.9 27.6 9.726?

同 同 F.A13C颅 同 H光〔魂 20.4 792 0.2 0.2 9J 46.1 9.5803

同 同 F.AI7B 墨 同 蔽摩］號 6』 893 2.0 1.8 3.2 500 10.7518

同 同 F.A19B 型 同 同 3.4 96.6 0.0 0.0 0.8 23.5 I0J802

局 同 F.A21 B 型 同 同 38.0 61.0 0.0 1.0 1.4 2.1 12.4852

同 同 F.,\22l£ 塑 M 小水抻2披 2は 76 4 0.0 1-8 3.7 14.8 12.0516

同 同 F.A24A型 M 既螺2诫 23.6 75.2 0.0 1.2 7.5 22.0 13.9797

H F.A29B® 同 日光1號 73 893] 0.0 24 3.5 43.6 9.8352

昭17 トト・マッ日・交3渋F型 M 三殿1畦 1.0 98.7 •0,3 0.0 03 0.0 8.6549

H 同 3號F ,砲 同 03 98.6 0.6 0.0 05 20.0 9.5627

M W 4號H型 同 1"1 1-8 98.2 0.0 0.0 〇>9 44.4 11.3523

W 冷史［站％型 用 同 3.0 97.0 〇〇, 0.0 • 1.0 20.0 12.4623

M 同 2MCs® W 同・ 13-8 86.0 0.0 0.2 7.9 52.2 9.0528

同 1»1 38«Ci« アクモリ 卜Sツ
王飜1挑 28.0 69.2 0.0 2.8 22£ 78.6 7.8929

アヲモリトドマツ花粉を交後せしめたのは一例のみで之れだけでは啊然としない。

即ちウラジ"モミ花粉交我種丁ーの發:芽率は何れの場合もio%以下三內容充實率力建〇%以上 

のものが有つても發芽をしないものか多い。

IV結 S

今やM木の品種啓良で間題となるのはYT種が可能であるか否かといふ巩でなく,如何にし 

て最抵日月を以て最大の効果あ雄げることが出來るか其の微榊と方法如何と云ふ點である。 

而Lて斯に述べた交把法は育種雑の木流をなすもので優良形質のみを組合せた新品種の査成 

も決して令日の育種:の技衔を以て不可能ではない。併し打種の可能［生と共の勲易とは又別問 

四であり,林木育稲の硏究な未間拓であるだけに種々の困難と・勞を覺悟しなければならな 

い。

交漁の第•・に必要となっているのは各版林木の生紘生理に期する諸間題であって本初も交 

恨技術及び樹木の生««生理iて關する二,三の事項を叙察訓査した結果を染觌し將來特異性全 

冶・する林木の交法の發展の一賣料に供したいと思ふ。
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窩眞3.

トドマツ宵交3孰EJ:耕



SK4. 母樹在我】の雑就花開花狀況

»R5. 母曲番58 4の雑城花閭花状況



SK6. 母锚番戒5の仗堆花W!花状況

寫眞7. 毋樹嗇眦(;の雌也花開花秋況



春真8. 母出番戒0の雌雄花W!花状況

寫眞9. 母W｛存祇11の嶼堪花開花狀況



母樹番机圧の雌雄花

母㈱番Q«】3の觥维花



トドマツ品種間の二、三の性状に就て

Y. Harada : —Several characters of the 

Todo-fir forms.

寒帶性樹種の品種改良試驗(第六報)

Improvement of tree species in the subarctic regions. (6)

帝室林野局出仕 原 田 泰

I

緖 1T

水素イオン浪度のお與 !V 者 察

n ベン］.ーザン及びメチルベン V 摘 要

〇

トーザン含冇泉の去異 引

螺索酸加里に對する抗尚性

用 交 獻

緖 首

トドマツの品桢に關しては,第1報で共の大要を發切 た次第であるが,共の性狀临に關 

しては尙喪されてゐない。

北海道床トドマツ郁翩群史二大別にして,77トドマツ’7* I・ドマツ網分類されるが, 

兩種は極めて近親の間係にあって,分類學者に依り・或る時は嗅秘とせられ・成る時は亞種 

とせられたりした。事實呼外で假察して见ると,万才トドマツと万カトト‘ヤツの即の自然交 

配に依り,顔々なる舞種をなして,判然と分印することの困・なに合が少くない。依って採 

取し何た資料を・蜘",荏果の外硃的の特径 殊に苞に阿泌の狀況に依り,F紀の八枷!分 

類した。
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アオトドマツ 苞靖大で抽出背反す。

A型 苞器密に生じ,(下眼)背反甚しきもの。

B型 苞湫にして.背反するう蒲にして輙:3の国列隸大左るもの。

C型 苞褂大にして,背反著しからず,若しくは宜立せるもの。

C,® 砌の配列規期的なるもの。

G型也普の配列梢不規則的なるもの。

D型 苞稣の抽出背反するも著しからざるもの。・,

アカトドマツ 苞韓はffi韓より短きか,又は僅かに姫し,光瑞は眞直又は少しく背反す。

E型 苞持は秘靖より僅カ 、に农く,D型より寧ろF型に近きもの。

F型修は僅かに表れ,’框5;大なるもの。・

G型苞舁極めて僅矛に以られるもの。

H型 苞舊は舲より短く,殆んど見られさるもの。

而してA型をアオトドの暴準型として,B. C,. C> D型迄を,從來の所湖アオトドマツ 

(Abies Mayriana) |C含まるるものと見做し,アカトドマツは姑にf!して,G型を凿準芟と 

して,E. F. H型を合して,從來の分爛のアカトドマツ(Abies SnchHincnsめとした。•

H型はM哲rが始めて記戒したネムロトドマツに類似L： •ざ部,工藤兩博土に依れば,ネ 
t 1 * * / 

ムロトドマツほアカトドマツの極めて我なるー異型とせられてゐる。

以上の細別を暴として,其の後羽続き各品種罚の交配,交罪・首を行って居り,尙これと平 

行して,堪にこれら性狀に就ても御査硏究を進めて居る。因てはに共の內水素イオン濃度や 

ベントーザン.メチルペントーザンの含有並に就ての,乱础IJの陞異と盛素酸加里液を使用 

した制令・の,抗毒性缶に関して申述べる専とする。

尙本實駿に到しては,帝室林费丿ふ化海道林業試磴場安倍出ft•柳滓出ttの助力お客諷する 

次第である。

I水素イオン浪度の姜異

植物制泡の水素イオン濃変の測定は,,極めて用炸すとる庭で,购皆I液は時間にょ 加化 

するものがあり,又我白質及びコズイドの特在によって誤方を生じ,その誤碧の原因として 

考へられるもの心よ,⑴指示薬によって,博辩度を吴にすること。⑵細胞物Mによって, 

指示藥の吸殺カ:行はるペく•特にリポイドによって色索がお解せらるること多きこと。⑶ 
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技白質誤浅。(1)ゆ形找のDirh-ctric Constantが次のものと異るために指示藥の解離度を 

變化し,pHの料化すべ愛こと。囲色志•つアルコーん液を使用するが爲の誤卷専であ 

る。

植物A5直接測定の方法としては•毛制;？5~7nmiの氏さのものを使用するWalther及 

Ulrichの方法を可とせられ,同怖に指示繁を入れて置いたものを用ひ直に試液を混会するも・ 

ので,外界との接觸を避けるため液龍パラフ中ンを用ひて避位してゐる。

而し姑等の万法は同時に多數の奏料・を取扱ふ上に不便であり•且つ斜嘆栃に對しては實行 

容易でないので,次の如き方法を以て測定した。

1) 賦料瀏製 .

苗加から採集したトドマツの作品帝の二年生祐木の葉史約8gを採り・これせ徴製の乳鉢 

の中で破碎し,その後を枫共微て孙凡し,これに族句水1〇巨を加へて振襟機にJ:って2 

剛网:・した後,汁液を呐出し,遠心分淮器にかけ1分間3,3001田で10分冊冋榔し,後上澄 

液を淌過した。

2) 實驗方法 ^

上記の如くして何られた洛液は,燃かに綠色を帶びた黄福色の透明な澹液であり,これを 

キンヒK »ン電傑を用ふるケムブdップ・型のボテンチオメーターに依り起牴力を測定し次 

式に依りpHそ・算出した。

0J541-0.00033 (T-181—E>
牌= 0,0577 十0.0002 (K -18) •

玆にEiは測定した起電力全状ルトで表したものでTは測定時病且度でおる。

3) 宜驗結果

上紀の如き方法で測定した結駐を取縄めると,第1衣に示した如くである。

(本實驗は昭和18年1月15日より同月28日に至る間7囘に涉って實施した)

pHに慰じて土壤塑が特’茂を現はすことや,柚物詳落即ち朴団も特右の型相を示すことは・ 

旣に幾多の文献により知られる倡であり,又械物の揷珀や樹阶てよってPH價の異ることが 

云はれて居るのであるが,その品種により•又立抽(生在地方)忙よって興ることは注意す 

べき現象である。此の結果を耍約すると函僧出浅所部內の争均はり得た徴水のpH H 4.48で 

あって,江お部內.り平均4.64であるが、これらを平均して洒南地方とすれば,道南« pH = 

4.5(5である。乂札哓4.56・Weent北海道な中都&してPHは4.62である。
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第1表 •苗木液汁の水素イオン濃度測定結果

» ■ ・ 一 — — - - ・一 "・・ ー ー - —一 一 _ ‘一・— ■ _ — 一ー.

曹內由(5.や 养地名 
«出蜘伽〕)

你樹 
香泌

E.M.F 
(mV) t ph 半均 地蝕J 晋內刖

札

鯉

旭

川

繹!
大！

G45

B 2

X 1

D n
Iff

E 6

ら4

A 34

B36

C03

C-W

A 7

K10

C>3V

A40

(?:2y

EM

C|52

BCB

E23

•

B19

C|2(>

D・r

E18

CjlG

E66

K20

B30

F 1 |

F】2

風 必

江あ
.-•
M

同

M

同Z

同

札 ess

w

® w

同

M

同

M

な鹿PF

W

M

旭 川

M

!••!

«

M
年二虫别

间

下」 川

M-

弟子袍

泊 K-

同

9町

I7K

她

8M

1】味

M將

0N 

i»se

2M 

側 

3飛 

橄

2GM

19皺

, 啊

11瞼

8載 

皿

7K

1RM

2M 

映 
.
2•度

睥?

13fet

198

188

189

182

190

187

188

203 

2C6

187 

1% 

202

195

173

188

185

191

174

178

182

175

195

172

174

IJW

173

106

181

177

心

!3"

ir

16*

I6・

I6a

21-

戚

9-

9*

J 3、

n°

ゲ

9°

21°

16-

16-

16*

21-

2r

2r

2r

戚

2r

21-

16
・〇

16*
心!

16°

4.48

4.72

4.73

4.76

4.62 !

4.67

4.57

4.39

4.49

4.63

4.74

4.60

4.56

449

433

4.46

4.7J

4.60

4.79

4.76

•歸

4.79

4.84 1

4泡1

4.66

4.83

452

4.78

4.85 !

4.48
•

4.64

} *56

4.68

4.65

4.71

| 4.85

| 4.75

4.52

| 4*2

4.% 
(剛)

,4.62 
(中部!

• 4/9 
(北部)

I

1 4.59

4.69

次5川支局管内の富良野では4.66,旭川では4.71,第二士別4.83,下川4.液 弟户屈4.52
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郎でこれを平均して出制を很,pH值が次第に大となる傾向が窮はれる。殊に札幌哭局瞥內 

の總平均は,4.59で旭川支局悼內4.69,律太は 

4.82である處から見ると,漸次北に向ってpH 

谊の大となることが®!はれ,南部のトドマツ品 

極の樹葉の液は酸性が强いと云ふWが那へられ 

る。勿跪これらは資料が充分でないことと,尙 

測定時の溫度共の他に關して更に吟味して追技 

する必要もあるが,大股わ傾向を示すものとあ 

へられる。

此の關係を圖示すると第］圖の如くである。

第1图
飨方別卜！•・マッ程花のpllの續向

第2表

&種职 A >■ 匚
1

い E F G

ph m 4.63 4.63 w' 4.73 •1.64 4.69 4.75 4.76

次に品種別に常慮した場合にはpHの陌位は第2表の如く B. D, C,. A, E. C- F. G

となる。 .

從ってA. B, C, D好のアオトドマツの系統に風するものは酸性でpH價は低く,E.

F, G警のアカトドマツ系に入る品種はpH價が火であった。唯この際Jが4.73であって 

EとFの中間に介在してるが,これは實瞼:效も.少なかったためと思はれる。斯くてpHの壇 

大と时寒性のIII!には正の相闢が存在するものと思はれる。

從って璜境因子が同一•なる揚合は此の!国係は一精明瞭となり•pHの測定結果を以て,再 

寒性啊定の一因子たらしむる堺を得るであらう。

玆に注なすべきゝは病習阱木のpHであって,號にエゾマッの话样堆に於て囲・皮の级翌少き 

シ・エノ・.•ツに・屬するものがエゾ、・ッカ(I- rプラの被"を吃くること少く,玩翌多きク"エ 

ヅマツ系統のものに被害多企を提,めたのでpHを湖定して兒た山被密木は土明で•您被・本 

は4.54を示した。匕れは被麻木»t無缺杏木よ！»酸性が囲い專を示すが,シ〇エヅマッとクa 

エソマッとのあ異は將來の硏5Cに件たな;・ればなちないが.！!的’:性,刪料性又は耐貞性と衣 

ったもの颂にはーJR關肺した件』炽潞んで:,の口上なからう加とも考へてゐる。何れ將來 

の硏究に譲ることやする。 I
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今共の品卸则のpHの傾向を直線を以て示rと弟2岡の如くである。尙道凯道北では夫々第

第

品!4別piIの伺(向派緣

第3圖
叩 沮RTに於ける乱将刖pHの切向直繰
«

4.7 -

乂 ________________ I________ _—

3岡•乃至第」惻の如證狀態を示して居りアオト 

ドマツの暴準型から赤トドマツの:i钟阍に向

ってpHの價は增火して行く辨或:知られる。

追北に於ける品磁型pHの凯向iff耕!

n ベントーザン及びメチルベントーザン含有/の差異

Rosa, Hooker, Dalong等により研究せられた忠によると,潞襄性の如何が植物組織の水分 

保持能力如何によるとし,これに那脚して桢物卻极の水分保持能力を増大せしむるものは, 

ベントーザン含右料の作用が大であると稱とら儿 他方之の含冇!1；:は栽坍條件の如何によづ 

て鉄敏に夏化することが述べられてゐる。

筆者は救に前記トドマツ品種間に於て,これらの那!係カ;如何なる狀熊にあ:5かを知り,以 

て対寒杜判定の賛たらしめんとL,同一除件を以て養成しありし,トドマツん’雨め二年生稚 

苗に期して實驗した。

1) 試料の調裂

苗洲から新に採収した稚苗の葉を除去して,その幼牌を細分し-,直£に水分を常法に依っ 

て定妝すると同B导に佐甘;料の約2gをとり,次の如くベントーザン及メチルベントーザンを 

定糸し,無水物に換尊して含朋とした。

2) 實驗方法
"判を內容2503のコルベンに採り,12%の從液(比皿1.03〇) tlOOcc珈へて瀚し,此 

の際火焰を加滅して】〇分閲に30ccの溜出液を得る如く L,溜出液は之・メスシリンダーに 
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採り,AOccを得る每に該コルベン上に阪ML・た點商滤’卜から同容检の・価發を滴下せ•しめ・寇 

制圳胛時間半,洵出液OSQccIc注し,1 萼酸ア" ')部楣:紙に野してフルフロー几の反感您 

きに到らしめて落布を終へた。

次で溜出液を1,001Dec容M:のベツヘルに參し,シ 、)ンダーは鹽喉で洗愁し,洗源液をこれ 

K加へ,更にフ»“グルチンの•盥酸溶液(フロログルチンを12Lの既酸に濬解せしめ飽和せ 

しもの)40ccを加へて拠拌し,16時f111放置Lた後,恒术とな«•る相子トリヒター G4を用ひ 

て譚過吸引した。フロログルチット‘の沈赧は後少贵の在酸を以て洗滌し,更に約lOOccの蒸 

溜水を以て洗滌し,後4時！111 97 Cに乾煥し,恒近(A)を徊た。

次に拝風した梢子i'AI・を!00c£容のべツヘル內に故き•95”のアルコーノIを!0cc加へて授 

4-|!し,ペツヘルを約10分’用6〇・〇の慎温F扪卩に靜躍せしめた後メチルフ・"グルチッドのア 

ルコール洛液を吸引險去し.該採作を反您する?KG囘に及び遂に全くアルコールの莉色せざ 

るに至らしめた。然る後該住子遇"を同様乾燥して恒妣(B)に達せしめ,フロログルチツ 

ドの抵から表に依つてペントーザンを算出し,溶出L去ったメテルフb ロク・ルナッドの荒即 

ちA-Bより別表に依ってメチルペントーザンの•駐を算出した。

3)實驗結果

以上の如 < して阳た結果は第3表の如くである。

第3表

品蒲型,
(かK所名;

名 氷 分 ベントザン
«やルベン 
トーデン 合 ft

A 江 55 皿
fi

59.41 8.187 4,697 12.884

c2 莅 n (•砍 60-ao 8.559 *706 1X2免

G 机 川
打敝 59.88 8,976 5.106 1初32

15 第 二士刖 168¢ 61.00 9.567 4.738 1-1305
-*•, ifi W 57.64 10.063 3.593 I3Z62

即ち表で明かな如く水分はG型の尬川,;:の斑桝よりのた礼子の發井Lた茁木が住かに減少 

してるゐが,尙忸川地方の平均な见ると"」・］で札粮支R管内の甲00.12i〇僅かに电加【ー 

て居る。唯段太産に於て诚少が歩・い。然しこれは恥來史に多くの安料によって砲めたいと酒 

へてわる。

ペントーザンの含有由!は地方的に見ても担南から逍北に・更に枠太に次第に増加して行<



108

のが認められ,尙品照的に見ても网樣A. G, G. E, Fとアオトドマツの恭準型に少く, 

アカトト・マツの基準型に增加か喪はれる。

これらの數字は從來の賞験結果より得られた敏字より多い様であるが,從來の數字はトド 

第5H マツの大拠木であった网係」:,稚苗の結果より少 

いものと思はれる。石原,約見兩氏が野視での實 

驗結果で见ると・上部は4.150で,中部は邊材は 

5.825,下部では波材は5.160,心村は6.500となっ 

て,心材筛が多い事になってゐる。メチルベント 

ーザンは水分と同様な関係にあって地方的に見る 

ときは本L帽菅內は4.701%で旭川管內は,4.922を 

示して寒地に向っせ却)加どる怀向を潔めたが,梯 

太は僅に3.593%に価ぎなかった。

從って地方的にも又品種的にも明確な差異はペ 

ントーザンの舍冇鱼によって表明せられるものと思はれる。

n!鹽素酸加里に對する抗毒性

上紀トドマツ品祢の生理的特性を一顕り臆ならしむるために,北海迪•間料地內の母樹上\) 

採取した依子から荟成した苗水全用ひ,更5•素酸加里!cyj-r<抗扇性を試吸した結果を申 

述べる。

1) 實驗材料

實玲材料としては昭利13年欧戒の顶子全現雑播机し,滿2年を經過した苗木を使用した。

2) 實驗方法

肪記の如く月寒試驗制印にある苗木を,床简を深く掘ると同時に濃水して,土壤を柔軟な 

らしめ,根部を切新せざる様に採集して實除室に移し,この內より15木を選び,是等を水道 

水で上以の附精してない樣に叮摩に洗ひ,頹耶以下は,里ラシャ紙で藏った小形の三角フラス 

コに舞人L.て水淵21時冊經;茵の後更に10本を区び水秋の!易合と同〜の容雑に入れた5 %の鹽 

素険加巩溶液中に移!,2時喩置後・思除去してよく冰洗した後,前同操に水耨匂續け, 

題素酸加里に当する抗说性の技聞:狀態を破f檢定した。尙襟準として佇供試资料別に唆り5 

木宛を以て純粹の水杵を何携の取扱でj蹭Iて,/素酸加里のド瞬檢定の削照に供した。
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斯くして水耕を績行した成が,一遊夜蹭て一部破藥による赤密の徴候を現はし初めたの 

で第一囘の翻察をなし,その後2日毎に,無害(〇)・極微(1).微(2).中(3).著(4). 

激(5).枯死(6)として書徴を記載し,1〇本の平均値セ6にして除し,その百分率を以て杏 

徵率とした。

3)實驗結果

上記の實驗結果を取纏t/ると第4表の如く ・站を各品種別に平均すると,第5炎の如く , 

又アオトドマッ,アカトドマツ別に吿徴率の分布狀態を示すと第6表の如くである。尙産地 

別に江逐,札幌,定山溪,羽幌,芻艄出張所產を甫临トト’マッ,下川’用子れ岩见澤,名 

寄,旭川,下芦別凍を北部トドマツとして,その吿微卒を示すと茹7表の如くである。

第4表

Stt &W1A V子京地
皿 a • 率

•存W M Vi
I I B

•

1 1 A rt 267
!・

51.7 :E)
算

143.4 47.奇

2 A 札 帆 16.7 M7 63.3 116.7 38.90
3 1 A 定 III 溪 58.3 7.00 75.0 203.3 6y初

4 A お 見 •滝 28.3 46J・ 65.0 140.0 46.67

5 B if. 羌 53.3 61.7 76.7 191.7 63.90

6 B 札 幌 41.7 55.0 68.3 165.0 55.8

4 B ド 川 46.7 60.0 66.7 173.4 57幽

8
i
B 弟 中 楓 56.7 75.0 833 215.0 71あ7

9 |
C| 是 -16.7 66.7 75.0 188.4 62月〇

10 C| 宿 幌 40.。 ' 58.6 683 (66.6 55.53

11 q 江 法 35.0 "7 700 166.7 55.57

12 c= 定 111 摸 31.7 53.3 倒 I6L7 53.90

13 Cs 札 n 28.3 50.0 61.7 1100 46.67

14 c- 下、 川 *10.0 55.0 65X) ff».O 53.33

16 D 江 强 35.〇, 51.7 68.3 155.0 51.67

16 D 札 40.0 58.3 儿6 169.9 56.63

17 Li 名 367 55.0 両 168.4 56.13

18 E 釜 60.0 76.7 80.0 , 2167 72-25 .

19 E JL 潭
・的 70,0 73.3 200.0 66.67

20 E , 名 容 W 知.3 73.3 168.3 56.10 i
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第5表

时 孫稀塹楠予•産培ー
推 BV 审

I H
づ.%

21 F タ 换 433 60.0
2« F 恩 川 36.7 60.0

23 F 甜 廣 45,0 56.7

以 ド 中子M ' 50.0 65.0

26 <： 1;や別 55.0 68.3

26 夕 m 45.0 61.7

27 (; 下 川 63.3 68.3

2S G 弟子皿 45.0 7(.7

ー賊に便別にs!ると火治に於てアオトドマツ純系に

品 柯
•J；

>
*

◎ ,.i- 小均
I 以

A • 67J
・・

153.9 50.30

« 49.6 62.9 733 1863 62.10

*G 37.0 57.5 69.5 161.0 54.67

D 37,2 55I〇 72.2 164.4 54.80

a v r j 38.9 56.9 70.4 MA 1662 55.40

E 51.1 时3 75.5 1 J94;9 64.97

43.8 i 60.4 75.0 179.2 59.73

G 52.1 | 67.5 睥 193.4 61.47

卷
トド1

48.8 却2 1
74.7 188.7 62.90

合 ；it や 均
u
景 け ・・

63.3 166.6 55.53

75.0 171.7 57.23

86.7 188.4 62加

75.0 艸・〇 63.33

71.7 195.0 65.00

75X) 181.7 60.57

75Q 20.66 68.87

73.3 190.0 63.33 .

第 6表

街借伞
7 
卜K

才
•Zツ

ア カ
トドマッ

5
10 J (6) *—
20 3 岡 —
30 4 (23) ,2 (18)
40 6 (35) •» (37)
50 3 (18) 3 (2?)
60 — 2泌)

第 7表

産粉
ァ・卜
ドマy ；-'；

1
;平均

rfi 方 | 37.8 52.5 (玖9
北方 41.7 45.7 45.7

|；\ r > 1 \ J M 21

近いものが抗莎性強く•アカトドマツ純系に近いものが抗寿性が射い結果となり,B型は他 

のアオトドマッ系品種と異り抗拒性が弱い。即 

ち那网:の祝押の傾に並べるとA, 〇, 〇. F. B,

筋6圈
电志酸加Q6 %独にょ.る益師別抗誰年向at糅

E,(;となってる。

又傾向直糠で見ると第G岡の如く慮部程抗毒 

性が强い事が加られ,C Hらの右布作用は自己 

作用ではなく,それが還元されて生成した次亞 

妹酸の作用であるH出I月かにされてゐる。即
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■'
品種視の抗J计Eの墨異は机物器中の還元性物貿含右並の差異に暴くのであって.木道南西斜 

の比絞・沮唄な地方に主として分布するA, C. D型は,北盛部の塞冷な地方に主として分布 

するE, E, G型に比して鹽・素酸加里に依る抗苗性が强く.從って他の杭物と同株に曲宾性ゆ 

强留と負の相昧關係がッめられるものと考へられる。

■
IV考 察

從來泄査せる結果は發:弟率はG型が飲大で.胶小はG型でおった。眞1E發芽•率はE,F型 

が良く、G型が燈愁であった。これは枝果の形狀比や苞丁:から分!Hした品郁の仞絶關係に相 

雄し,温暖な地方に生育LたA, C型に於て發井勢が上く,比件的高寒地の母尚たる’G・!- 

型は悪かった。

然しこれらは損氏25度の気溫の場合であって,各品称毎に5C,15C. 25C©三株の氾度 

で航驗した結果,アカトト’マッの系統であるF, G,"型に於ては低混の埸合)土 25Cの畦牙: 

够と反對疋發邪坚度早き傾向義思め,發芽勢の傾向を直綵で示すと第】帳の第1圖の如く, 

5Pで砌泓聆した場合はA型より11型に上兄・する傾向を示すが.15'Cの揚合は玷んどヾ化 

なく,25Cの电合には反むに下障の傾向を示してゐる。從って7•カトドマツ系統かアオトI- 

マツ系統に比して雄寒性心;也ものと若へEfl,' Aやよ〇 G児火至るに從って丽寒性になむ 

ものと者へてよいとして來たが今前紀の,知仞匸より,北方に偏出すると共に,又アカトトマ 

ツの羅準期に近づく程pHは大となる傾向を碰思し 更にペン・トー・ンの含右荒は时専に魅 

•と一致•することを知り,〇!に慟素酸加里による抗麻试廠の袖果は是を師孫せ・しむるものがあ 

る。

從ってのpH價やペントーザンの含阳算は又反對に耐寒性の判定に驾しては最も必魁な判 

定要素であると思はれる。 !

V摘 要

1) 1・ドマッ・恥毬壊,特に苞學皿能の狀況から、R. C, 〇• I； R GC8上酒に分 

類し・批に品税川］の水紊イオン澳度の:顼ベントーザン,メチルベントーザン含冇・•のろ性 

•及嚥条酸加用に軒する抗塩の狀態な件・した。

2) トドマツの水素イオン溷Kは北方に阡E程大となり•膚方に次弟に被少す％街向: 

認められる。即ち南方沛:の!・ド・・ッ和・"您の緡！・は北方のそれよDも般性が强い。
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3) この關係は又上祀卜ヤマッの品帅こ於ても見られ,A型によりG型に至るに從ひ水素 

イオン濃成の坪功!!が削はれる。

4) ペントーザンの含右おは南方より北方に至るに從って大となり,この闕係はA型より 

G型に至ろに從ひ大となる。

5) メチポペントーザン及含水贵の關係は俘太產のもの等に異例を見たが,道內に於ては 

尖地に向って增加の傾向が:见はれる。

6) 睫素酸加里に均する抗版性ほA, C, D, F, B, E, G型の煎序を示したが,北海道帝 

四地方に主として分布するA, C, D型は抗尚性が强く,是に反して北東地方に主点して分 

布するE, G型は抗寿性が弱い坦實を認めた。

7) 以上の乎實によっても水素イオン濃度やペントーザンの含・右折:は耐寒性の判光にはJR 

嬰な要素の一つと野へられる。
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道南地方に於けるトドマツ品種の生長狀態

T. Yanagizawa :—Growth of the Todo-firs 

…5

• 寒帶性樹種の品種改良試驗(第匕報)

Improvement of tree species in the subarctic regions. (7)

, 帝室林野局出仕柳澤聰雄

1. 舗 窗

2. 誠だ資料採集ケ處の狀況业に

顾方法

3. 調査灿果並に野察

i胸高直癌生長

* i!樹高生長

ii!胸高斷而帳生間

' •,‘ヽ,, iv材械生長

4•總 ・括 .

附・知內事業區キりタチ深流城に

於けるトドマツ林に就いて .

■1•緒 < "".*

從來道市地方のトドー厂ソ度然木の生炭は,"小跡に於てな,壯上地方に比して決して劣 

らす寧ろ凌说する火合がありとせられて居るが•出訪生尺に於ては殊に中徑木に述した後は 

著しく遜色があると言はれて覆如'?;'の姻係がが岡uに羌対心.ゝられ〇か否か追究する 

必要があり,且又把林丛種冏呷:相剧連を仃するのである。拽ってトド"乱叫の形”に四 

する硏究のー咨料として,佻』林料仅倒のは 合せて枷泠折解用問洩の採果を行ひ,トドマ
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ツ品恥生長狀態を比絞調死しW。 •

木調査賣料の採栗は尖戶技丁,掛律析解內席は東野技丁カ郸為•し,その取纏めを抑潭技手 

か行った。

2•調査資お採集ケ處の狀況竝に調査方法

本佻成資料は昭和13年;濒せる!.ドマッ付•枷の一都にして,每年毬果の採.集を行ひ品稲の 

決定せるものであろ。その所在地は,札幌充局替內江於出張所邯內備即業瑚倒班229ばに 

風し,球野川流域矢撤澤支流房滓々異都にあり,第1岡の如く,北東及び南東に走る小峯に 

帶狀に分布するアスナロ林中に部坐:Tる卜I•’マッ樹畔中にある。

前紀母樹は緞牧20本にL-こ,その品祯はんB, C„ G, D, E型を含み,A, C塑最多で, 

D, E刖は!本宛含史れて居るのみである。供队資料は是常;の弁品談を含み,A型のみ2本 

にして舍計6本仪倒した。伐倒前には:凹あ木を巾心とする樹冠の观死岡な調充し,常法によ 

って側盤の採集を行った。仇I盤は、本場に直ちに送付して實喩•室に於て內業を行った。

3調査結果並に考察

供・木の出感•樹齡,樹高,對髙直龍,枝下高は第1表・つ如くである。

i)脂髙直徑生殳

各供航木の胸あ・押總生丧・を比絞すいば次 

表の如 <.冊々に生長経遇は非常な龙異を冇し 

て居る。戀生長堂は19號A型を除いては何れも 

年倫模を冇して居り.殊に11洗A型ぱ5, 60年 

卽の被堆時代と經過して居る。その生長並を知 

内川漿區のI・ドマ"絞比仗するに,18號並に9 

號は優芽・木延他は總て劣纷木にして,Wir1J號

第1表

木の幼時の生長は不良である。即ち供袱・の陷高直和生長は.知內曲方或は國も・林槍山辜業 

试のトド、•ツに比して生艮カ:辰好:・ないものが多い。次に定期生氏,那年生長平均生畏率を 

示せば第3〜8表の如くである。 <-

亢期生跡及ぴ述誉長並を幌るに被啤骤お建纜ぜざなものは,4〇〜50年に飛大生長•・吊: 

を示し以後次第に生長のi,淀を示すが,長明の>被理を箭たものは最近に至！)次第に生長辛:を

通
一
蛛
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増加する。

第2表

齢陆
生 呉 量

1IMAM 1R號A題 1)據B四 s & J盟

15
•

0.70 0.46

20 — 5.37 2-86 1.15 2.20

25 一 9.68 '5.03 2.61 3码

30 13.95 684 331 5.51

35 — 18.22 8.62 <1.23 6.01

40 一 23.23 1333 1.83 6,48 1.27

45 k 27.37 17.15 5.25 ,№7 2.77

50 — 30.58 21.8り 5.36 7.21 g

55 — 32.94 25.96 6.13 8.03 4.28

60 1.35 29.76 6.52 8.67 5.22 •

65 2.97 »■■ 32.73 6,80 9.71 6.41

70 4.41 36.03 7.23 10.49 7.60

75 5.55 • —7 • 38.21 7.58 11.02 7.76

80 683 Z・63 11.74 9.79

85 油 — 9.84 H.77 10.94

90 9.21 —• 12.18 18.93 12.30

95 9.83 — 一 15.36 24.30 H31

100 10.20 •— 一 I?.9I 29.21 17.%

105 I0.S0 — 20.09 32.47 2M0

110 11.25 — — 23,01 35.01 26.»S

115 11.64 — — 25.27 37.31 29.21

120 13.65 2&26 39.44 31.5Z
125 18.16 — —

一
*4

130 24.16 J •— 39.45

135 29.86 — — — 4必

M0 — 一 1 —

145 38.79 ・ ・ —

150 41.80 •— —

155 43.76 — —I •・ーニ
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第3表 11號A型
&陟

定期 
牛7I话

!靈华 
生」丄fit

|平均
(生:駐 生艮率

定JU1 Sfi年 平均 走長率蹄M 1. jjia ま!4钺 5〇,
w 

3.2! ;繡 cn»
041

骨
1.50

<50
vni

135
喚 

021 17.(5 55 2.36 0.42 0.60 0.61

1 65 ..62 0.32 0.05 8.76 58 LOI 0.20 1
059 —

70 1.44 〇・29 0.05 5.03
—— 1 • —

75 0,25 0,0/ <19
第5表 B型9號

・ー K 『―～ 」—-■—一よ^^

8〇・ 1.28 0.26 009 0.37
酔階啓感 诙畢

生取
平均
生艮划 生心

85 1.11 0.22 0.09 3.01 1 ・・・・” 一

貝 1.27 025 0.10 X3O 20 2.品,.
CIU 

0.57 o.iT 12.00

95 062 〇」2 0.10 2.64 25 2.17 0.43 0,20 6.23

103 037 0.07 , 0.10 1.14 30 1-81 0.36 6.23 4.98

J05 0.60 0.12 0.10 082 35 1.78 0.36 0-25 9JI

!!〇 Q.15 〇皿 0.10 0.75 40 4.71 〇伽 0.33 5.30

115 0.39 0*03 0.10 2,27 45 382 0,76 0.38 5.03

120 2.01 0.40 0.12 6.75 50 4.74 0.95 0.44 3.49

IJ5 4.51 0.90 0.15 泌 55 4.07 0.8! 0.47 338

130 6X)0 1.20 0.19 4.40 bO 3^0 0.76 0.50 1.92

135 5.70 1.14 0.22 3.91 65 297 0-59 0.50 1.94

140 g 1.01 0.25 2.01 70 330 0.66 〇;52 L7I

145 3.72 0.74 0.27 1.51 75 2.18 0.44 0-51 0.30

150 3.01 〇加 0.28 0.92 Tl 0.58 0.12 0.50 —

1.55 1.96 039 0.91
158 1 201 0.40 0-29 第6表 2貌G型

第4表 18賊A型 陌R?, 定明 
生也よ.

辿眼 
生嵌斌

平均!
生盛缺 生長率

定B»
毎巨虻［ 生好"

中均 
宣竺

..I・・ー・ーコM

妙率

cin
EI5

1A6

〇・翌

029

诚

0.10

17,8?

7.86
nn

0.70
cm 

0.1-1 50.31 30 1.20 0J3 2.11

20 4.67 奶 0.27 12.51 35 0.42 0.08 0.12 23

25 仲 0.86 039 7.58. -K) 0-6J 0.12 0.12 1.60

30 4.27 0.85 047 5.49 45 0,40 0.08 0.12, 略5

35 •>2fi 〇>85 0.52 - 4.98 0.53 0.11 0.12 1.25
5.01* 1.00 0.59 333 -- 0.37 0.07 0.11 1.24

«»5 0.83 062 2.24 60 OR 0.08 0.11 0.34
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m陶;
定期
生农鼠

連邮 
yfeliM

平均 
生艮敏 生心 »階

定期
生艮斌

5¢ M
庄竅fit

乎均 
生心 生芟率

ヽ

65
0U

0.28
au 

0.05
cm

0.10 以 100
cm 

49 0.98 〇.蜀 2.14

70 0.43 0.09 0.10 0.95 105 326 0.65 031 1.52

75 0.35 0.07 0.10' 0.13 110 2.54 0.51 0.32 1^8

80 6,05 0.01 aio 5辺 230 0.46 0.32 1.12

85 2.21 0.14 0.12 4.36 120 2.13 0.43 0.33 0.34

90 234 0.47 0.13 4.75 122 ft68 0.14 0.33

3.18 0.64 0.16 3.12

100 2.55 051 0.18 232 菊8表

• 105 2.18 0.-H 0.13 2.75 定5H I
1 ®年 
生あ4H0 2.92 058 0.21 1.89

酬陪 千や
生長地 疝率

115 226 〇.-15 022 2.26 44 a»« 
l<27 〇蜀 16.83 ・

120 259 0.60 0.24 45 1.50 0,06 4.97

50 0.76 0.13 0.07 3-93
第7表 8炒型 55 0.75 0.15 0.03 4.05

t» PR 生長:R
速机 
qgt

千埼 
生心 心屮

60

65

70

0.9-1

1.19

1.19

0.19

024

0.24

0.09

0.10

0.11

4.19

3.46

0.42
cm

0.46 0.6™ ctn 
0.03

20 1.74 0.35 0.11 1181 75 0.16 0.03 0.10 4.16
25 槌5 0.33 0.15 6.68

80 2.03 0.41 0.12 皿
3Q I.-I6 〇29 0.18 2.61

85 1.15 0.23 0.13 2.37
35 0,73 0.15 0.17 1.42

90 1.36 027 0.14 3.07
40 〇:44 0.0? 0.16 1.20

95 2.01 0.40 0J5 165
45 0.39 0,08 0.15 0.97

100 345 0.73 0.18 W
50 034 0.07 0.14 4.57

105 392 0.78 0.21 3.57
55 0B2 0.16 0.15 2.01

110 KO 0.84 〇函 1.74
60 0.84 0.17 0.15 |防

'115 3.13 Q63 025 1.5?
65 0,84 0.17 0.15 1.56

70 0.78 0.16 0.15 0.99
120 2.36 0.53 0.26 2.13

125 4.37 03? 029 I3S
75

80

0.53 0.11 0.15 1.27
130 3.51 0.70 0.30 215

0.72 0.14 0.15 4.70
135 4.43 0.87 0.32

85 3.03 0.6! 0.17 5.09

90 4.16 083 0.21 42 ii)樹高生:S
弟・ 5.37 1.07 0.26 3.75

弁的诚木の総樹离生長・地は弟V表の通りで
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ある。

第9表

師陪 1僦A型

&,

18说A型

,上

,9就【;型

匹 U

2法G溯

:・〇

S舗(即 4號I •:型

5： 0.17 0.17 0.17 0.16 0.17 0J7 •

10 . 0.22 0.92 0-33 0.33 0.36 0.33

15 0.30 2.00 〇出 1.45 0.50

20 0.40 3.87 2.45 1.39 2.70 0.67

25 0.50 537 3.50 1.70 4.06 0.33

30 0.60 9.20 4.28 2X)1 5.70 1.00 •

35 0.70 13.20 5.20 2.33 7.37 1.17

• 40 0.80 15.70 7.87 2.64 7.78 1.62

45 0.90 17.42 10.70 295 8.20 2.15

50 098 19.66 13.20 3.26 8昭2 267

55 1.18 19.43 15,53 3.58 9.03 3^0

60 1.98 19.90 17.20 3*89 9.47 3.87

65 2.58 — 18.45 4.20 9.93 %53

70 3.37 — 20.20 4.47 10.38 5.20

75 4.20 一 20.28 4.78 10.84 6.03

80 5.03 — 一 5.08 11.40 6.87

85 5.70 6.06 12.40 7.75

90 633 / — — 7却 1360 8.65

95 6.95 — ■■ ■ 9.60 15,60 9.87

100 7.63
•

— 11.70 17.70
* ' <• * j

11.60

,〇5 7鄭 ■ ■■ — 13.70 1937 13.53
110 8.24 — 14.95 21.70 15.20
115 8.64 一 — 16.80 22.59 16.63
120 9.04 — 16.90 23.56 18.07

125 10.10 — — 一 — 18.85

130 12.00 — — — — 19.50
135 14.70 — ー ー — 一 20.05
140 16.53 — •-* 一 —
145 18.40 一 — — — —

150 19.95 — — — • 1三专’

155 20.43 — — — A
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道南地方トドマツの糊髙生長が奥地に比して劣れると言はれて居るが,本地方のトドマツ 

に於ても同樣な傾向が認められる。次にその定明,連年’乍均生!a;遊に生农率を視ると祁

10～】5史の如くである。C型,E型は,100年內外に樹高生琰の狼火期に姓して居る。伸【一生 

長艮好な均號A型及び9眺B型は,3070年で芯大町に迷する。

而して.幼齢期に長朔腕m狀態にめるもの也 被惟を脫すると共に急激に上長利長を開 

始して同地方の標準崩高迄生長する」併!し幼齢期に旺盛な胡髙生長を左して標準樹高に達し

たものは,その後の和邸$生長は低めて悪い傾向堂右する様である。

第1陵 11號A型
M阳

定期
生畏景

連雄 
生挞斌

|年均
归撷 生艮卓

定!91 
生艮做

連年
生心K囲

平均
!业心 •心牢

125
m

1.36 〇・ 0.08 2高

：5
III

0.17
0.0矿

0.03 / 130 1.60 032 0.09 4J4

10 0.05 0.01 0.02 5.97 135 2.70 〇•54 0.11 2.37

15 0.08 0,02 0.02 592 !40 1£3 037 012 3.25

20 0.10 0.02 0.02 436 !45 1-87 037 0.13 l£3

25 0.10 0.02 0.02 3.71 150 1.55 031 0.13 0.48

30 0.10 0.02 0.02 3.13 155 0,48 0.10 0.13 〇.46

35 aio 0.02 • 002 •2.71 158 0.47 0.09 0J3

40 0.10 0.02 0.02 2.38

45 0.10 0.02 0.02 1.72 第11表 18號A型

50

55

0.03

0.20

0.02

0.01

Q02

aoz

3.78

11.02
M阳
細1睛 斗払 却率

へご
60 0.80 0.16 0.03 6.24 0.1? 003 001 403/

65 0.60 0.12 0.01 5.49 10 0.75 015 0.09 16£0

70 0.79 0.16 aos 4.50 15 IOS 022 0J4 14.11

75 083 0.17 0.05 3.67 20 】£7 037 0.19 8.69

80 0.83 0.17 0.05 2.53 25 2.03 040 0.23 9.40

85 0.67 〇」3 0.07 2.12 30 3.33 0.67 0.31 7.49
90 0.63 0J3 0.07 1.8〇 35 4.00 〇£0 0.38 3.»

0.62 0.12 0.07 2.02 40 250 050 0.39 2J0
100 0.73 0.15 0；08 055

〇>1 0.59 138
!05

no
0.18 0.04 0.0Z 0.95

时 也 0.25 0.37 081
038

〇・-10

0.03 0.07
0.08

0,95
55 0.77 015 0.35 Q48

115 0.03 0.91

120 0.40 0X)3 0.08 2£\
58, 047 0.09 0.31
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第12表

ホ 定W1 
疝泉

室
不均 

/klitt (企聞

5 〇・我 0.0?
邢14.19

10. 0.16 0.03 0.03 29.46

15 0^7 〇・!7 0.03 15.34

'20 您 0.45 0.12 7.39

25 1.05 051 0.14 4.11

30 0.78 0.16 0.14 3.97

35 0.9i 0J8 0.15 8A4

40 2.67 0.53 0.20 6,34

45 2.83 0.57 0.24 4.29

50 2.50 0.50 〇.?6 3.30

55 233 0.47 028 2.03

to 1.67 0.33 0.29 1.41

65 1.25 0.45 0,28 2.04

70 1.75 0.35 0.29 0.03

75 0.68 0.14 0.27 0,-16

77 0.47 0,09. 0.26

第13表 2號G型

齢FK I 生股
連年！ 

以量
平均
四］

!生艮率

5
m

0.16
m

0.03
10

().03 1558

10 0J7 0.03 0.03 20.54

い 051 0.10 〇・06 10.60

0.55 0.11 007 4JI

0.31 006 0.07 3.41

10 0.31 0,06 aoz 3.00

032 0.06 0.07 2.53

40 〇•11 0.06 0.0/ 2.25
031 0.06 0.07 2.02

50 031 0.06 0.07 1X9

55 0.32 0.06 0.07 1,67

&) 0.31 0.06 0.M 1.55

®隋 1定明 
’生艮量

'速耶

好飛

平均1 ’姓舉

65
tn

031
III 

0.05 no： .,

70 0.27 0.05 0,05 135

75 0.31 0.06 0.05 1^2

80 0.30 0.06 0.06 3.59

85 0.93 0.20 0.07 4.63

90 154 0.31 0.03 4.78

95 2.00 0.40 0.10 4.04

100 2.10 0.42 〇」2 3.20

J05 2.09 0.40 0.13 1.76

110 1.25 0.25 0.14 2.36

105 1.85 0.37 0.15 0.12

120 0.10 0.02 —

第T4表 理C観

K«階
1定期］ 
！生長量(

連年
生长は

平均 
母量

生心

5
• m 二 

0.17 0.03 0.03 38.30

10 0.69 0.H 0-0? 11.01

15 0.59 0J2 0.10 13.01

20 1.25 025 0.14 8.50

25 1.36 0.27 0.16 657

30 1.64 0.33 0.19 5.27

', 1.67 0,33 0.21 10.09

0.41 0.08 〇.!9 10.06

・め 0.42 0.03 0.18 10C0

50 0.42 0.08 0.17 0.93

55 041 0.03 0.16 0.96

0.44 0.09 0.16 .095

65 0.46 0.09 0.15 0.89

70 0.45 〇加 0.15 0^7

0.46 0.09 0.14 t£5

80 〇・% 0.11 0.14 1.70

89 1.03 0.20 0.15 1£6

は,第!6-2I表の如くである。

險帝 定SJ
・生瑚腐

連・雄1 
米蝕1

平均1 
生艮忙! 心率 診R? 定m

生長疑

浊邮1 

生畏試

平乌i
炫暴

一好率

r ill 
t.20

IM
〇H

«»» 
0.15 2.78 115

111
1.43 0.29

m
0.14 1爵

95 ZOO 0.40 0.16 2.56 120 0.29 0.15 0.85

100 2.10 0.42 0.18 234 125 0.78 〇.!6 0.15 〇・68

105 2.17 0.43 0.19 1.73 130 065 0.13 0.15 0.56

.no №3 0.37 0.20 0.81 135 055 0.11 0.15 —

115 089 0.18 0.20 08J

120 0.97 0.17 0.20 0.33 iii) fi母础面積生長

122 0.39 0.08 0.20 — 簡高新而執生長を各品種［別に湖充した結果

第15表 4號E型
ーーー—ーニー 第1腰 11號A型

CW階! ■? '01
4長景- •

建年

•生JW
T均 
生長JA

■ - - ・すM

4出率
齢階 & 定 JBll 

44阳#

齢5•ほG牛•艮率

5

10

0.17

0J6

IH I 
00.5

00.3

〇・〇,;,

0.03

14.81

8.67 60 0.006? nd
0.00Oi

・ ーー I 

0.0 成’ 0.0300

1 • 0.17 00,3 0.03 6.09 .
65 0.0007 0.0CO5 0.0301 0.0000 16由

20 0.17 0.03 0.03 4.12 70 0.1X115 0.0002 0.00GO 9£6

25 0.16 0.03 0-03 3殉 75 0.0024 0.0XJ9 0.0002 0.0000 9.04

30 0.17 0.03 0.03 3.19
60 0.0037 0.0013 0.0003 0.0001 5.43

35 0.17 0.03 0.03 6.72 85 0.0050 0.0313 0.0003 0.0301 6.03

40 0.45 0.09 0.04 5.74 90 0.0067 0.0017 0.0003 0.0001 2?9

45 0.53 0.11 0.05 4.43 95 0X)377 0.0010 0.0002 0.0001 0.09

50 0.52 0.10 0.05 3.69 100 0.0032 0.0035 0.0001 0,0001 2.33

55 0.53 0.11 0.06 3.B8 105 〇’(XP2 0.0010 0.0002 (MXJOI CM2

60 0.67 0.15 0W 询
HO 00099 0.00” 0.0001 0.0001 1.38

65 0.66 0.13 0.07 2.80 H5 0.0105 0.0007 0.0001 0.0001 6.61

70 0& 0.13 aoz 3.01 120 0046 OS;〇 0.0003 0.0001 Iil5

75 033 0.17 0.08 2.64 125 0X)259 0.0113 0.0023 o.a»2 2.79

80 084 0.17 0.0? 2.44 130 0.0158 0.0199 O.COW 0.0OH 8.58

85 0^8 0.18 0.09 2.22 135 0.0700 0.0242 0.0018 0.0035 2皿

90 0.90 0.18 0.10 2.67 no g%6 0.0266 0.0053 aooor 2J1

95 1.22 0.29 0.10 3.28 145 0.1182 0.0216 〇•0043 0.00〇?5 3X13

100 L73 0.37 0.12 3.13 150 0.1372 00190 0.00 埒 〇" 喚

105 1.93 0.30 0J3 235 155 0.1504 0.0132 0.00X aooio 商

110 1.67 0.33 0.H 13! 153 0.1645 0.0141 1 0.0028 〇・OHO
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第17表 】8號A型

WK a
生聞

■:' '■ . •』・
生艮杂/fellAt

乎JfJ 
•iuui 生艮率

20
m2

0.0023 〇,002? 0.00052 O.OCU? 26.33

25 0.0374 0.0351 0.00I〇 0.0003 15.64

30 0.0153 0.0079 0.0016 0.C005 11.27

35 0.0261 0,0103 0.0022 0.0007 10.20

40 0.0424 0.0163 0.0033 0.0011 6.76

45 0.0588 0.0164 0.0333 0.0013 4.54

.,丨 0.0734 0.0146 O.CO29*•' 1 «S * 0.0015 3.03

55 0.0852 0.0113 O.CO24 0.0315 1.21

58 ,0.0?05 0X053 0.0011 0.0016 --■

第18表 9耽B型

蹄:
宴 し一
聖 連爪

,/fefia

め

20
い

〇妙6 0.00 O.OMI

0.0001

27£

25 0.0020 〇•OOM 0.00)3 2.47

30 0.0037 0.0017 0.C003 00001 9.44

35 0,0053 0.0021 awxH 0.C002 9.30

40 0.0140 0.0082 0.0316 O.OOW 0,16

45 0.0231 0.0(y>i 0.0018 0.0005 ,1023

50 0.0376 0.0145 0.0029 0.0008 7.01

55 0.0529 0.0153 0.0931 O.COIO 2.03

E 0.0696 0.0167 0.0033 0.0012 3.88

65 06841 0.0115 0.0029 0.0013 3.91

70 0-1019 0.0178 0.0036 0.00!5 4.12

75 0.1 H7 0.0128 0.0026 0.0015 0J2

77 0.118? 0.0035 0.0027 0,0015

第19表 2耽C,型

齡儒
a
也竺1

& mi!
生艮扯

浊俳 
生心・:

平灼1 
皿斜 生尖率

20
「议 

〇-〇001
•心!

0.0001
in^l 

〇-〇 〇:)
Itcl

0.0100 | .■ /

25 0.0005 0.0001 O.OCOI 0.0003 [ 17.08

齡隋 嬴
i定朋［建质
也!・技止生恳址

;小均 ,生艮率

30 0,001 丨 0.0006' 0.0001'
IU

0.0000
:日

4.94

35 0.0014 0.0203 0.0001 0.0000 6.30

40 0.0019 0.0005 0XXJ01 0.0000 2.02

45 0.0021 0.0002 0.0000 0.0000 4.36

50 0.0026 0.C005 00001 0.0001 2.90

55 0.0030 0.0001 0.0001 0.0001 1.92

60 0.0033 0.0003 0.0201 O.COOI 1.72

65 0.0036 0.0003 〇<0001 0.0001 2.64

70 0.0041 0.0035 0.0001 0.0001 1.88

.75 0.0045 0.0001 O.OCOI 0.0001 0.44

80 0.0046 0.0001 0.0000 0.0001 10.56

85 0.0076 0.0030 O.OCOG 0.0001 9.01

90 0.0117 0.0041 0.0008 0.0001 9.60

95 0.0185 0.0068 0.0014 〇•0002 6.38

100 0,0252 0.0067 00013 0.C002 4.70

105 0.0317 0.0065 0.0013 0.0003 5.59

JIO 0.0416 0.C099 0.0020 0.0004 3.83

115 0.0502 0.0386 〇»C0I7 O.0CO4 4.55

120 0.0627 0.0125 J 0.0025 0.00051

第20表 8號G型

齢・

—1--—・ー顷

S& 定 5>1
4”母生長成

=.:二=一ー.^^^y
迎年平!/J

生長率

15 O.CCOO 0.0000 O.COOO 0.0000! 〇瓷

20 0.00H 0.0001 0.0001 0.0303 24.57

25 0.0012 0.0003 0.0002 0.0000 12.89

30 0.0022 0.C010 0.0002 0.0C00 5.68

35 0.0329 O.CXX)7 O.OCOI 0.0001 8.19

40 0.0033 0.000'J O.OCOI 0.0001 1.76

45 0.0036 0.0002 0.0000 0.0001 2.64

50 0.0311 1 O.COO'i O.OCOI 0.0001 4.55

55 0.005I 〇t00/〇 O.C002 0.0001 3；98

0,0062 0.0311 0X002 0：0001 3.60
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咐 總
业S

’定91
頫观

’述.机
生触

平均
,104it__

65
眼 

0.0074 0.00 U
ru«

U.OD1 - -

70 0.836 0.0312 〇〇>31 O.OXJI 2.01

75 0.0395 0.00J9 0.0032 0.0001 2.60

80 0.0103 0.0013 0.0003 aooui 9.63

85 0.0171 0.0003 0.0013
♦

0.0002 2.44

9J 0.0281 0.0110 0.0922 0.0003 10.55

95 0.0164 0.0183 0.0037 0.0035 7£2

100 0.0670 0.0206 0.0011 0.0007 4.33

105 0.0328 0.0158 0.0932 0.0038 3.07

JI0 0.0953 0.。 卜35 0£0?7 0.000> 2.56

115 0.183 0.0130 i 0.0026 0.0010 2.26

120 0.1222 0.0129 '0.0326 0.0010 0.68

122 0.1264 0.0J42 ；0.0lX)8 0.C0I0

第21表 4號E型

a 1 定 HJI 
板顷

I沁华「不MJ 構咻

40
HU

0.0001
m2

0.0001 O.OXXI* . '1

45 〇皿％ 0.0005 0.0001 O.O"XX) !〇.«

50 0.00I〇" 0.0001 0.0031 0.030) &96

55 0.001-! 0.0001 0.0))1 0.0003 8.45 -

60 0,0021 0.0307 0.0031 0.0W0 8.79

65 0.0332 0.0311 0.0002 0.0000 7.05
70 0.004S 0.0313 O.OJOJ 0.0001 087

75 0.0017 0.0002 0.000) 0.0001 9^0

80 0.0075 O.OJ28 0 0036 0.0031 4.62

85 0Q初 〇,0019 〇,0034 0.0001 4.83

90 0.0119 U.0J25 0.0035 0.0001 6.23

95 aoi6i 0.0012 o.oco3 0.00〇(? 9.16

100 0.0253 0.0092 〇0)18 O.COO? 8お

105 0.0376 0.0123 0.0035 0.000» 7.27

no 0.0534 0.015R 0.0032 0.0035 4.61

115 0^670 J 0.01% 0.0)" O.O YM | 3.17

嚇
蟲 ’定朋抵年由妃 

生及就生長众生氏斌! 生心!

1:〇
心 侦I m2

0.07め 0.0113 ( 0.0023 0.0007
♦ N

5.30

125 | 0.1014 0.0231 ' 0.0346 0.0038 3£0

•130 〇」222 0,0203 • 0.0012 〇>00 4.37

135 0.1513 0.0291 0.0058 0.0011 —

iv)材積生長

材新生艮を各品秘別に鴻如した結果は第22 

〜27表の如くである。

幹村紡を申島氏つ針葉樹立木材功表に比絞 

すれば第28表の如<.直径の割合に樹高の低 

い11號A型及び4號E型は中』3氏材頂の75% 

に該密するか,9號B型及び8晚(乙型の如く 

90・以上に達するものがあり,落篇地方に此 

牧すれば一般にその航や、大である。

次に鈴木編詞製せる下川,士別街!料地Q 

!・ドマツ材・所表に比すれば,巾岛氏の場含と 

略同様な結果を示した。

即ら咎也方の杜研が奥地に比し僅少版を示 

すは,脚高直徑に上匕I一樹髙低き爲に起因すろ 

ものと詰められる。

第22表 11號A型
■ , ■—

蔵隅

, 一 ・一…二ーーー・•一・.- 

鋼盥・! wM幸

25
皿 

0.00 J0
|心 

0.0000
nn

〇rOOJO
'0.003〇, 江 

003

30 0.0001 o.otx)l 〇•0033 0.000J aoo

35 0.0301 0.0003 0.00〇 0.0000 003

40 0.0301 0.0000 00900 0.00

•15• 〇.003} 0.0000 0.0000 0.0000 心了

50 0.0302 ； 0.0001 〇«>»
〇・ow | 8.45
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腺,‘I羸 |定朋
1派W：

僅房 牛・聞 彫陪 秘 
生心

］定!W連纽
|生・甚泣

1中坞 
じ呼

［期

广•
.55

m3 
aooo^ 00〇;7 rn>

OXXJX) •・今牝14.87 50
.ml 

0.6391
m3 

0J805 0.0法’ 0.0128
*4.26

60 0.C005 0.0005 0.0001 00300 14.93 55 0.7875 0.1484 0.0299 0.0146 M2

65 acoi7 0.0011 0.0032 0.0000 16.0b 58 〇刀616 0.0741 0.0148 0.0148 —

70 OCO37 0.0020 0.0031 0.0301 11.46

75 0X)063 0.0016 0.0305 0,0001 0.72 第24表 9眺B型

80 aoios 〇<0043 0.0板 0.0901 8.58 :・レ mi
85 0X)160

1 1
0.0054

1■ -
0.0011 0.0002 7必

娜 也岡:
！址®1 
生長st

小

生颇
平«1 
生艮炕

90 0.0235 0.0075 0.0015 0.0003 070 10
m3 

O.OXX)
|»3

0.0000 0.005? M
0.000*' 〇・あ

95 0.0283 〇・〇｛M8 0.0310 0.0003 2右7 15 0.0002 0.0002 0.0300 0.0000 4,37
100 0.0326 0.0343 0.000? 0.0003 3.37 20 0.0015 0.0 JI 3 0.0003 00501 27.73
25 0.0 鴻 5 0.0059 0.0012 0.0001 2.90 - 25 0.0050 0.0335 0.0007 0.0002 13.94

HO 0.0133 o,mtB 0.0010 QOXM 2M 30 0.0096 0.0516 0.0309 0.0903 12.37
115 0.0479 0.0346 0.00〇? 0.0004 8.91 35 0071 0.0375 0.0015 0.0005 25-25

120 0.0722 a0243 0.0049 0.00os 7觀 40 0.0527 0.03% 〇<0371 0.0013 17.14

125 0.1418 0.0596 ' 0.0019 0.0011 14.43 45 0.1176 0.0649 0.0130 6.0039 15.15

130 0.2784 。俠: 0.0273 0.0321 11.39 50 0,2383 0.1207 0.0241 0.0048 11.57

<35 0,4653 0.1869 : 0.0374 0.0035 8.91 55 64" 0.1736 0.0547 0.0075 7.96

140 0.7130 0.2477 [ 0.0195 0.0350 6.33 <50 0.6012 0.1923 0.0385 0.0101 6.31

145 Q9692 0.2562 : 0.0512 0.0067 4.78 <5 〇» 189 0.2147 0.0129 0.0126 5.62

150 12238 0.2546 0.0509 0.C082 3.25 70 1.0762 0.2573 0.0515 0,0154 3.24

155 1.4361 0^123 ' 0.0426 Q0093 2.28 75 1.2521 0.1759 0.0352 0.0167 2.03

158 L側6 j 0.1715 ' ao343 0.0100 — 77 1.3879 0.1358 0.0272 0.0180■

第23表 18號A型 第25表 2號G型

・ . =5 . “へ「- 二 工 3」,；—・一・srr- !«■' ■ “- ［
m准 愁;定期:連邮丨斗 ^LfcP.j, 

m书 師潜顽梅生い生長址生Uは1-3

15
m3 

0.0005 :0.006? 0.0001 O.OJOJ 3.71 >5
m3； tn3

QOXW 0,0003
m3 

0.0000 0.00(S' 0.CO

20 0.0030 <〇・网 5 0.00H OXXJ03 30.03 20 0.0003 00003 0.0001 0.0000 21.67
冬
25 0.0223 ,0.0163 0,0033 〇:0039 21.48 25 0.0038 0.0W5 0.0001 0.0000 13.40

30 〇•0590 0.0167 0.0073 00012 20421 30 0.0315 0.0007 0.0031 0.0301 17.08
35 0.1431 0XK91 0.0178 0,0042 1439 35 0.0033 0.0318 00054 0.0001 5.9】

40 0^901 0.1420 0.028-1 0.0073 9.59• 43 0.0044 0.0011 0.0032 0.0001 259
45 0,4W« 0.16S5 0.0337 0.0102 6.89 45 0.0050 0X)006 0.06ji 0.03Qf., 仍

125

E！階 定期
.1湛依 虫跡

i
50

ー畐
0.0063 0.03【罗 0.0003

m3 
0.0031
京

55 0,0*4 0.0011 0.00)2 〇•0031 2.57

60 0.0334 0.0010 0.0002 0X)001

65 0.0096 0.C012 0.0032 0.0001 4.56

70 0.0120 0.0024 0.0905 0.0032 3.刃

75 0,0143 0.0023 0.0305 0.0002 2.11

80 0.0159 0.0016 0：W03 0.0902 7.38

85 0.0277 0.0118 0.0324 0.0003 11.43

90 0.0474 O.OJ97 0.0037 00305 12.73

95 0.0363 0.0389 0.0078 0・〇»9 11.96

100 0.1518 0.0755 0.0151 0.0015 8.43

105 0.2275 0.0752 0.0151 0.0022 8.03

no 0.3347 0.1072 0.0214 0.0030 6.15

115 0.4510 0.1763 0.0233 0.0039 5.53

120 0.5903 0.1393 0.0277 0.0049
— ;一:11 ______ •

第28表 8耽G型

牛・及仙 佃姓

連E 
生艮盆:

平
生噂

生及率
- 1 .• -— [E'Uナ•.ヽ -— - -< :_ . J

10 0.0趙 0.000〇, W
O.OOJO 0.00

15 0.0002 00002 0.(X»0 35.10

20 0.0009 0.0007 0.0001 aoooo 30.45

25 O.OJM 0.0025 0.0005 00001 18.37

30 0.0079 0.0045 0.0009 0.0002 7.99

35 0.0116 0.0337 0.0037 0.0003 554

40 0,0152 0.00.36 0X1007 0.0001 4.01

45 0.0F85 0.0033 00»7 4.81

50 0.0234 0.03 抄 0.0010 0.0005 5.30

55 0,0303 0.0069 0.0014 0.0006 3.16

60 0,0364 0.0015! 00012 0.0006 5.7 i

65 0.0481 0.0117 0.0023 0.0037 3.8!>

70 0.0582 0.0101 0.0020 0.0093 252

75 0.0659 0.0077 0XXJI5 0.0009 2.62

KR；
’峑1«期

,生見M
：»雄
生出・ 1 生｝ya 生殳率

80
ml 

0.0734
m3

0.0075 0.00 骨 ua
0.0309 9.85

85 0.1174 0.0W 0.0088 0.0014 ia66

93 0.1950 0.0776 0.0153 0.0022 11.40

95 03347 0.1397 0.0279 0.0035 9.60

100 0.5292 0.1945 0.0589 O.W53 6.83

105 0.2070 0.04M 球

110 0.9282 0.1920 0.0384 0.0085 i 4.•総

115 1.1557 0.2275 0.0455 0.0100 3加

120 13842 0.2285 0.0459 0.0115 : 〇£5

!22 1.・143? 0.0595 0.0119 0,0118 •—

第2?表 4此E型
E ・-—r：；：：：： 一 ・

邮
絶 定Rii

:皿燉
速华 
生艮庶

千均 
供誌 生心

15
till

apxo 0.00<5〇, 0.003〇, 0.006〇, 講

20 0.0001 0.0031 0.00〇) 0-0003 0.00

25 0.0000 O.COOO 0.0000 aoo

M 0.0001 0.0000 0.0003 0.0039 14.87
35 0.0002 0.0001 0.0300 0.0000 1457
40 O.030-I 0.0032 OXXKX) 0.0000 20JI

0.0010 0.0006 o.ocoi o.oxn 18.13

50 0.0023 0.0013 0.0005 0.0000 8.13

55 0.0034 0.0311 aooo2 0.0001 W

<?0 Q0D54、 0.0020 0X004 0.0001 9.75

65 0.0036 0.0332 0.0ox 〇.网1 11.01

70 0X)bl5 0.0059 <3.0012 0.0002 5.33

75 0.0183 0.0009 〇.'0003 リ食

80 0.0298 0.0110 O.OXM 渤

85 0.0413 0.0023 0.0005 6-13

90 0.0556 0.0143 0.0006 8印

95 0.0843 0.0287 0.0057 12.31

(60 0.1506 0.0663 0.0153 0.48

105 0,2%? OJOW 0 0417 : 00024 9.52
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斜J «, 
生;;量

定fin
史艮(i

建牟中也1 
・此量:ゴ浜・統!

蛙車
第28表

阡"匕 ・, > -ゲ ・・・：

110
詩

0.40U 0J476
心 >m1

0.0^95 ； 0.0016 6笏 林砌 祥村依
巾烏氐 
岫假・

魚瓠

115 0.5%〇 0.1619 0.0324 0.0019 4.70 II A
m3

75.8 76.4

120

125 0.9533

0.1460

0.2418

¢0292 0.005 ソ

0.0-184 0.0376
•" 1

6,02

4,26

18 A •
9 R

2 C,

0.9379
1.3879

0.6451

87J

928

88.0

83.7

94.9

9IJ
130 1.1751 〇.?213 :0X)113 0.0)90 4.30 8 <u 1.5697 93.1 •>5.0

135 I.4W7 0.2756 00551 0.0107 — 4 E 1.5659 78.6
•

75.5

4•總 括

本3"の結果;附!IJの生息否｝れ供尚よ料か作少でR挪・・を瘀エLた天然木なる琢 

斜;普は勿二LRめ用らHない。今後多"の,部により又品秋別份人工堵林木の成紬こより刺定 

E下す外はない。赭 本諏地のトドマツの生畏渙注,從荘帽・せられて砒った如く, 

胸高也おこ於てはり地のものに比して遜色はないが,樹高生長は調しく劣る富に.幹材仙も同 

ー胸商区税の奥地產に比し平均85.9%に技當して.迫爾地力・づ犬然生トドマツの生 、 

特異性を認め衍た。
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附 知內寧樂區キリタチ潦流域に於けるトドマツ林に盘て

知内K駅冊のトドマツ天斜林はトドマツ用限分布屈にして,知內川添城の低地に斜城は 

圏狀に小而技づつ弟生し,その主なる分’布地をQる二,知內川のよ流出石川中流:罚マれ〇 

イ及びキリタチ渾流域區副班2じ2, 203. 20-1, 2%に听在する。昭狷”年12月憩3分布推の・ 

內キリタチ譯流域のトドマツ芙然朴のTR調究L也たので,その結果を取玲怕た。

キリタチ滓流域のトドマツ林は,湯消ノ溥地或は斜!:‘舄•.に效木成:土"ニプールに及ぶ;:地 

狀をなし ブナを主とする演蜘林中に分布する。を»內技も大きい圏地の一部を刘し卜 

ドマッの全林週ををなせる結果は:第1表の如くである。その沛気0.15火にして’* Mの立水

木数1219案(胸髙2cm以上、,,Si Vi 498 nFである。その猝級・〇分配安見るに,中控木•つ多い 

祖將林型をなL,トドマツ囲地內には卅んど观栗糊セ合ます,槌かにブナ,コや,イタヤ・ 

ハンノキの數本混ぜるのみである。

次に冰林より胸咨gHOcm,甜高18mの立木の欄药晰解発行ひ,その生良縁過をごたし 

た。その胸商A徑,樹髙,材敬!浜は第2〜4表の通りであって,その生艮は非常に良好で 

あるが,奥地址帶のトドマツに比し,跡!・砲海に對し利高生長が作左はない付i向が誠めらfし 

た。
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弟2表 凶商直按生長

— 1 ”一,

酬帰

「,一 ・SS—JC

j华七

- ^ ー ー
SB毕|年均 

生艮敖1 4J4K •M率

21
3冨 C»1 |

0.4 旳 ! 0.023

2 1
(W9o 1 0.513 0.045 10 74

3 1 .所 〇" 1 0.072 "7

一’ 0548 ! 0.0?2 4,70

・矿 2.777 0.570 ； 0.111 3,30

6 3.267 0.490 I 0.125 2.04

7 3.777 0.510 0.140 3.17

韵偌 &■
生呈fit

i連n
生心t 球率

28
CUI

4.415
Bl

0.6S3
cm

〇」"
IF

9 4.988 0.573 0.172 2.53

30 5.65「 0,663 0.188 2.43

I 6371 0.720 0,203 2.16

2 0.720 0.221 2.16

3 7.891 0.800 (X239 2.33

4 8,852 0.961 0.260 2.05

5 9795 0.943 0279 2.21
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險R? 絶

虫艮!2
5¢牟 
生必!：

乎幼 

生Jt» 生!!率 l» R? • & 
<k&tt

連站 

心缺

平均!

Jfelitt I 尘am

36 10.925 1
1.130 0.304 ほ 7

ni 
0.14 0.02 0.02

7 12.015 1.120 0.326 2:03 8 0.16 0.02 0.02 2-38
8 13.350 1.305 0.352 1^5 9 0.18 0.02 〇也 213

9 14.628• 1.278 0375 1.65 10 0.20 0.02 0.02 8-45

4〇 15.873 1.245 0.396 184 1 0.30 0.10 0.03 5.92

1 17.123 1.250 0.418 131 2 0.40 0.10 0.03 4.56

2 18.276 1.153 0.435 1.40 3 0.50 0J0 OM 3.71

3 19.591 13.15 0.456 0.93 4 0.60 0.10 0.04 3.37

-1 20.571 0.930 0.463 1.15 *. 5 0.70 0.10 0.05 2.71
5 21.779 1.208 0.484 1.28 6 083 0.10 0.05 2.38
6 23.214 1.435 0.504 1.00 7 啊 0.10 〇Q5 2J3
? 24.404 1.190 0.520 1.06 8 1.00 0.10 0.05 1.92
8 25.729 1.325 0.536 1.09 9 1.10 0.10 0.06 3.96
9 27.159 1.430 0.554 0.97 20 120 0.10 006 4.42

50 28.497 1.338 0.570 0-87 1 1.49 0.29 0.07 3.50
1 29,762 1 J-265 0.583 0.90 2 1.77 0.28 0.03
2 31.127 | 1.365 0.598 0.97 3 2.06 0.29 0.09 2.58
3 32.662 ! 1.535 0.617 4 2.34 〇28 0.10 2.36
4 31810 1.143 0.627 0.79 5 2.63 0^9 0.11 1Z06
5 35.160 1.350 0.639 0.70 6 2.91 0.28 0.11 1.92
6 36.403 1.243 ( 0.650 0.59 7 3.20 0.29 0.12 2.33
7 37498 1.095 0.657 0.79 8 3.C0 0.40 0.13 2.13
8 39.006 1.508 0X173 — 9 4.00 0.40 0.14 132

30 4.40 0.40 0.15 3.96
第3表

ゝ

捌高生長

I 4^0 0.40 0.15 1.60

齢R5 述邮 

生長量

平均 

生艮量 ,生的 2 5.20 〇.-10 0.16 2.45
,■・一 :_____ .. 3 5.87 007 0.18 2.15

1
ill 

0.02 0.0Z 0X)2 IW 4 653 0.66 0.19 1-97
2 0.04 0.02 0.02 &45 5 7 JO 0A7 021 135

3 0.06 0.02 0X)2 5.92 6 7.70 0.50 021 121

4 0.08 0.02 0.02 4.56 
I »V** r,i 1 8.20 0.50 0.2? 1.19

5 QUO • 0.02 0.02 3.71 8 870 0-50 0,23 LI2

6 0.12 0.02 0.02 3.13 9 , 920 〇・SO 0.24 1.42
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齢陪 室嬴 連雄 斗均

生粉A ・生&率 齢階
總

生成盆

霜 平均

’生民奴
生聞

40
CU

93/
1.1

0.67
ro

0.2} 1.-' 29
m3 

0.0053
>〇3 

00015
m3

0.0002 3.52

1 10.53 〇,<56 0N6 1.24 30 0.0063 0.0910 0.0902 5.92

2 心 007 0.2?! 0.83 1 0.0034 0.0021 0-0)03 6.11
3 * 11.70 0.50 0.27 <0.84 2 0.0113 0.0029 0.0003 5.54

4 12.20 0.50 0.28 0.81 3 0.0148 0.0035 O.0CO4 4.63
:* 12.70 0.50 0.28 0.78 - 4 '0.0186 0,0038 0.0005 6.01

6 13如 0.50 0.29 0.50 5 0.0249 0.0053 0.0007 5潮

7 13.53 033 0.39 0.48 6 0.0331 0.0082 0.0307 5.27

.8 1337 034 0.29'■ • 0.47 • 7 0.0128 0.0397 0.0012 5.14

9 14.20 0.33 〇29 0-46 8 0.0550 0.0122 0.0)14 4.97

50 1453 033 0.29 0.46 9 0,0701 0.015! 0.0018 4.20
')■■ 1487 0,34 0.29 0.44 5〇 0X)36! 0.016J 0.0)22 3.93
i 15J?〇 0.33 0.29 〇爬 I 0.1014 0.0183 0.0025 3.61
3 15.54 〇3； 0.29 0.42 2 0.1236 0.0192 0.0029 3.47

1557 033 0.29 0.41 3 0.1466 0.0230 0.0034 1271
5 16.20 0.33 0.29 0.42 4 0.1667 〇•00J8 2.93
6 16.54 0.34 0.30 0.40 5 ,0.1926 0.0359 0.0043 3.09

7 16.87 0.33 0.30 0.39 6 0.2242 0.0316 0.0049 2.42
8 17.20 0.33 0.30 — 7 〇>2527 0.0285 0.0054 227 /

8 02827 0.0300 0.0059 2.98
第4表 材秋生長

9 0.3274 0.0147 0.0057 1.55

» RT
治 
趣量1

S8邮; 
脉厳 |

不均 

MJi .4虫車
50

1

0.3536

0.4026

0.0962

0.0133

0.00/1

〇•0079

3.00

1.94

19 〇,液 0.00W 000 2 0.4512 0.0 W3 0.0087 2.31

20 0X032 0.0X0 o.ocoo 00.0 3 0.5057 0.0545 0.0095 1.93

1 〇-〇002 o.ocoo , 0.0000 8.45 4 05565 0.0508 0.0105 1.61

2 
ヽ

0.0003 0.0001 0.0300 I4-8Z 5 U6027 0.OK0 0.0109 1.70
ヽ

3 ooox； 0.0303 0.COO) 5.92 6 0.6557 0.0530 0.0117 1.58

4 0.C008 〇.〇»2 0.0000 11.84 7 0.7092 0.0535 0.0142 2J)〇

5 0.0014 0,000» 0.00DI 630 8 0.7832 0.07 如 0.0135 —

6 0.0019 0.0005 0.0001 8x05

7 0.0028 0W39 0.0001 H-84
嚎

0.0038 OJMiO 
■

0/)001 ¢.80 ■
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